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「『豊穣ほうじょうの女主人』？　止やめとけ止めとけ、あんな酒場に行くのは」

　暗く、陰気臭い酒場の中。

　汚い身なりのヒューマンの男が、店の隅で安酒エールを飲んでいる。

「確かに酒も料理も美味うめえ、店員も別嬪べっぴん揃ぞろいで目の保養にはいいだろうさ……だが値段は高たけえし、悪酔いしていちゃもんなんて付けてみろ、たちまち店の外に殴り飛ばされて、治療院の世話になるだろうぜ」

　周囲の客の声音は低く、荒々しい。

　乱暴な笑い声と怒声のさざめきの中で、男は慣れた様子で古ぼけた木の椅子いすをギシギシと鳴らしていた。

「……ん？　誰だれにブッ飛ばされるかって？　決まってるだろ、店で働いている女どもさ！」

　丸卓に置かれた皿の上から干し肉を摑つかみ、乱暴に食い千切る。

　咀嚼そしゃくの音を鳴らしながら、顔に真新しい傷を残す男は薄笑いを浮かべた。

「俺おれ達みたいな小物が一番行いっちゃならねえ場所さ、あそこは。特にあのドワーフの女将ときたら……ああっ、口にするのもおっかねえ！」

　体の震えを誤魔化ごまかすように、男は思い切りジョッキをあおった。

　周囲で同じように安酒エールを口にしている客の喧騒も、波のように大きくなる。

　浴びるように酒を飲み、すっかり頰ほおを赤らめる男は、おもむろに笑みを浮かべた。

「でも、そうだなぁ。お前さんがもし頼る当てもなく、本当に、本当にどうしようもねえほど困ってることがあったなら……一杯酒さけを買って、泣き喚わめいてみるのもいいかもしれねえ」

　その言葉に、何故なぜ？　と問い返してみると。

　男は唇の端を吊つり上げた。

「いるんだよ、あそこには。馬鹿ばかみてえに強つええ店員の中でも、恐ろしく強くて、生き真面目まじめで、潔癖で、本物の妖精みてえに綺麗きれいな女が……」

　笑みを嚙かみ殺しながら、嘲あざけるように、あるいは恐れるように、その肩を揺らす。

　顔を上げた彼は、誰にも聞かれないよう、声をひそめて囁ささやいた。

「この迷宮都市の中で、正義感なんてものを今でも持っている、変り種のエルフがな」

　何か厄介事があるんなら、行ってみな。

　助けてくれるかもしれないぜ？

　男はその言葉を最後に、再びジョッキをあおり、安酒に浸るのだった。











２






　暁闇ぎょうあんの空に風の鳴る音が響いている。

　度重なる高い音は草笛の響きにも、鳥の鳴き声にも似ていた。静まり返っている薄闇うすやみを震わせているのは、一振りの木刀から生まれる疾風の調べだ。

　月が消え、朝日も顔を出していない街の一角。

　己おのれの身の丈に迫ろうかという長い木刀を振るっているのは、細身のエルフの女性だ。

　華奢きゃしゃな四肢に反して木刀を振るうその動きは速く、鋭い。上段から下段へ、型通り縦一閃に振るわれていたかと思えばたちまち切っ先が翻ひるがえり、居合いの技に匹敵ひってきしようかという斬り上げや袈裟けさ斬りが放たれる。対峙たいじする者がいれば青ざめるか裸足はだしで逃げ出すであろう、冴さえ渡る剣技だった。

　斬閃が走る度に揺れ動く、染められた薄緑色の髪。

　動きに合わせてなびく服装は動きやすい短衣にショートパンツ。

　白い肌が暗い空の下に浮かび上がっている。

「……時間、ですか」

　一際ひときわ鋭するどい斬撃音を最後にかき鳴らし、素振りを繰り返していたエルフ──リュー・リオンは朝の稽古を止めた。

　巨大な市壁の奥、東の空が白む日の出の気配に瞳ひとみを細め、うっすらと汗ばんだ瑞々みずみずしい肢体を早朝の空気で冷ます。

　ここは迷宮都市オラリオ。広大な下界において唯一の地下迷宮を保有し、繁栄してきた『世界の中心』として名高い大都市である。リューはそんなオラリオに居を置く酒場『豊穣の女主人』の雇われの身だ。

　リューの起床は早い。

　酒場の準備は朝早くから始まるが、それよりも遥はるか前、日が昇らない暗闇の時間帯からこうして木刀を振るのが習慣となっている。元冒険者であったリューは、探索業から足を洗った今も鍛練を怠っていない。

　オラリオに来る以前より、エルフの戦士として何かと物騒な環境に身を置くことが多かったせいか、己の研鑽けんさんを忘れることはなかった。

（……自己鍛練など、愚直な反復で然るべきものですが）

　木造の離れで囲まれた酒場の内庭は広い。元々別べつの棟が建つ予定だったこの場所は空き地のような様相を呈しており、一部の地面は石材で舗装されている。

　店の屋外倉庫も建つ内庭の中央で、リューはもう汗が引いた己の細腕を見下ろす。

「物足りない……」

　唇からついつい呟つぶやきがこぼれるが、それが正直な感想だった。

　一度、腕っ節には自信がある店の同僚達を誘ったことがあるが、もう二度と付き合ってもらえなかった。どうやら自分は力ちから加減を間違えてしまったらしい。

　彼女達曰いわく、馬鹿エルフ、だそうだ。

　自分はいつもやり過ぎてしまう。

　罵詈ばり雑言ぞうごんが飛ぶ過去の記憶を思い出していたリューは、思わずといった風に嘆息した。

「……今度、クラネルさんを誘ってみましょうか」

　薄暗い空を見上げながら、リューはとある冒険者の名前を口にする。

　最近知しり合ったばかりの──といっても既に二ヶ月が経過しているが──ヒューマンの少年だ。まだ若く、未熟な一面も数え切れないほどあるが、文字通り驚異的な速度で名実ともに成長しつつある。色々あって、リューも何かと目にかけている。

　あの少年も何か目標があるようだし、鍛練の共同は利害が一致するかもしれない。

　と、そこまで考えていたリューは唐突に頭かぶりを振った。

　──いや、シルを差し置いて、そんなことなどできない。

　件くだんの少年は、自分の友人の想おもい人だ。将来の伴侶でもある。

　それを知っておきながら二人で朝稽古など、不義理を働く真似まねだ。少なくとも、生真面目なリューはそんな気がした。

　別段、鍛練すること以外に他意はない。他意はないのだが……とにかく少女シルの顔を思い浮かべると、途端に後ろめたい感情が湧わいてくるのだ。

　どこか名残なごり惜しい気持ちに蓋をして、リューはあてがわれている離れの自室へ向かう。

　まずは身を清め、制服に着替えなくては。

　今日も酒場の店員としての一日が始まる。

　すっかり明るくなった朝焼けの光が、市壁を越えて都市を照らし出そうとしていた。
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『豊穣の女主人』は今日も繁盛していた。

　石造りの三階建て。小奇麗な宿屋を彷彿ほうふつとさせる奥行きのある酒場は、西のメインストリート沿いという立地もあって客の出入りがいい。また日中は女性を中心にした一般市民、夕方以降はダンジョン帰りの冒険者と、時間ごとに客層を変える狙ねらいが上手うまくいっている。朝と夜では品書メニューの内容、そして金額を変えるのだ。

　実入りのいい冒険者から高い金を頂戴するのである。

「自慢の美味うまい飯めしと酒を振舞っているんだ、連中にはしっかり金を使わせないとね！」

　というのはドワーフの女将、ミア・グランドの談だ。

　事実、味も折り紙付きであり、彼女特製とくせいの果実酒に病み付きとなって足繁く通う冒険者リピーターも多い。

「朝はまだマシニャんだけどニャ～」

「これが夜になると酒に飢えた冒険者どもが押し寄せてきて……はぁ～、憂鬱ゆううつニャア」

「おーい、猫ねこ二匹。サボってると、またミア母さんにどやされるよ」

　元々は一流の冒険者であったミアが所属派閥を半脱退することで開いたこの『豊穣の女主人』は、多くの女性従業員が住み込みで働いている。リューもその一人だ。

　長台カウンターでだれている猫人キャットピープルのアーニャとクロエ、それを注意するヒューマンのルノアの会話は聞き慣れたもので、リューは構わず盆に乗せた果物フルーツの焼菓子タルトを運んでいく。

「お客様二名、入りまーす」

　入り口で新しい客を案内するのは、薄鈍うすにび色の髪を揺らすシルだ。

　従業員の中では唯一住すみ込みで働いていない少女であり、店の看板娘でもある。ヒューマンながら整った顔立ちは勿論もちろんのこと、愛想あいそがなく取っ付きにくいリューとは異なり、誰にも分け隔てなく接する振る舞いが純朴な街娘として男性客の間で人気を博している。

　意外にしたたかで物怖ものおじしない彼女の笑顔の前では、荒々しい冒険者もついつい顔もだらしなくさせてしまうほどだ。

　店の主人であるミア、そしてリュー達たち店員の手で、『豊穣の女主人』は今日も切り盛りされていく。

　うららかな日差しが窓から差し込む店内は、亜人デミ・ヒューマンの女性客を中心に賑にぎわっていた。

「──じゃあ何かい、アンナを売ったっていうのかい!?」

　大通りの往来が一層盛さかんになり、昼に差しかかろうかという頃ころ。

　店の静穏は唐突に破られた。

　店内の客やリュー達たちが振り向いた先には、二人がけの卓で向き合うヒューマンの男女がいた。先程、シルが案内したばかりの客だ。

「売ったんじゃねえ……取られたんだ」

「同じことじゃないか!!　このっ、駄目男！　だから賭博とばくなんて止めろっていつも言っていたのに……！」

　亜麻色の髪を結んだ姥桜うばざくらの女性が、一方的に大声を張り上げている。

　無精ぶしょう髭ひげを生やした対面の男は椅子に背を預け、返す声に覇気もなく項垂うなだれていた。

「実の娘むすめを質しちに入れる親が、どこにいるのさぁ！」

　やがて女性は顔を両手で覆い、おいおいと泣き出してしまう。

　せっせと動き回っていた猫人キャットピープルの料理長シェフ達が厨房から顔を出す程度には、その啼泣ていきゅうの声は大きく、ただならぬ雰囲気があった。店内のあちこちから眺めていたアーニャやクロエ、ルノアは足を止め、リューもシルと顔を見合わせてしまう。

　それまで首を垂らしていた中年の男は、自分達を窺うかがう視線に気付いたのか目を吊り上げ、椅子を蹴け飛ばして立ち上がった。

「なに見てやがる！　見世物じゃねえぞっ、てめえ等は不味まずい飯でも食ってろ!!」

「ちょっと、止めなよ！」

　逆上する男は女性の制止も聞かず、テーブルの上に置かれていたグラスを鷲わし摑み、周囲に水をばら撒まいた。

　たちまち客の悲鳴が上がる中──がしっ！　と。

　振り回されていた男の腕が、勢いよく摑まれる。

「お客さぁん……騒ぐようだったら、お金を置いてさっさと帰ってくんないかなぁ」


「なっ──って、あだだだだだだだだだだだだだだぁ!?」



　物音一つ立てず接近したルノアが、瞳を細め、男の腕を握り締めていた。

　女の細腕に似つかわしからぬ、骨を折ってしまうのではないかというほどの握力に、今度は男が悲鳴を上げる番だった。

「おうおう、この床、誰が拭ふくと思ってるニャア？」

「人様んちの食べ物や水を粗末にするヤツは、神様に呪のろわれて地獄じごくに落ちればいいニャ」

　再び、がしっ！　と音を立てて男の両肩を摑むのは、邪笑を浮かべるクロエと怒り心頭のアーニャだ。

　男の背後、左右から挟む彼女達は、一糸乱れぬ動きで片足を振り抜き、足払いをした。

　両の足を払われた男は当然のように腰から落ち、床に体を打ちつける。

「なっ、なっ──へ？」

　最後に、尻餅しりもちをついていた男の体が、宙に浮く。

　服の襟えり首を摑んで彼を持ち上げるのは、巨体を誇るドワーフの女将だった。

　片腕一本で大の大人を軽々と吊り上げるミアに──更に目と鼻の先にある彼女の剣呑けんのんな表情に、男はとうとう青ざめる。

「食べる前からうちの飯にケチつけるとは、いい度胸してるじゃないか」


「ひっっ……!?」



「──他ほかの客の迷惑なんだよ、このアホンダラァ!!」

　次には、豪快に投げ出される。

　店の出入り口を一直線に通過した男の体は、絶叫も半ばメインストリートへ放り出された。

　突如通とおりの真ん中にもんどり打って現れた男に、馬が嘶いななきを上げ、馬車が急停止する。

　周囲の雑踏も一度はぎょっとしたが、男の飛んできた店が『豊穣の女主人』だとわかると、何事もなかったかのように彼を避けて歩みを再開させた。

『豊穣の女主人』。

　ミアに拾われた女性従業員の多くが訳ありであり、荒事に慣れた者が大半だ。

　何も知らない冒険者が、可憐かれんで美しい彼女達の評判に引き寄せられ、粗相を働きボロボロとなって店から追い出される光景は、この界隈かいわいではごくごく普通の光景となっている。

　静まり返る店内の中で、リューは一人、出遅れましたと心の中で呟いた。

「ちょっと物騒な話が聞こえてきましたけど……何かあったんですか？」

　小首を傾かしげて平然と尋ねてくるシルに、啞然あぜんとする女性は答えることもできず、しばらく固まり続けるのであった。




「実の娘を担保に、賭博を……」

　一騒動の後。

　気絶した男を回収し、店の隅でシルとともに話を聞き出したリューは思わず眉まゆをしかめた。

　女性はカレン、男はヒューイと言った。

　二人は夫婦であり、魔石製品製造業と商店の手伝いで日々ひび生計を立てているとのことだ。今日まで都市の西地区に住んでいたそうなのだが──夫であるヒューイの賭博癖が、事件を招いてしまったらしい。

「仕方なかったんだ……あの時はどうしようもなかった。じゃなきゃ、俺だって好き好んで娘アンナを賭かけるもんか……」

　目を覚まし、椅子に腰かけているボロボロのヒューイが力なく口を開く。
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　言葉通りだ。何と彼は、カレンとの間にもうけた一人娘を賭金チップにして賭博に臨み、負けてしまったというのである。これには潔癖で知られるエルフのリューは非難と軽蔑けいべつの眼差まなざしを隠さなかった。シルも涙を堪こらえている妻カレンの肩に気遣わしげに手を添える。

　店内で仕事を続けながら聞き耳を立てていたアーニャ達もまた、呆あきれた顔を浮かべた。

「何が仕方ないもんかっ。もとはと言えばあんたが火遊びしていたのがいけないんじゃないか！」

「そ、それは……でもっ連中、最初は遊びだって言ってて、俺が負け続けたらいきなり雰囲気を変えやがったんだ！　このまま負けた額を払えないようなら……家まで押しかけてくるって言って、取り返しのつかないことになってて……」

　涙目で睨にらんでくるカレンを前に、ヒューイの言葉尻が見る見る内にすぼんでいく。

　聞くところによると彼は最後の勝負でも大負けしてしまい、娘どころか家まで失ってしまったらしい。今朝けさ方、ならず者達に娘を奪われ、住居から追い出されたカレンは放心し、ひとまず落ち着ける場所──この『豊穣の女主人』に移動したとのことだ。ヒューイから事情を聞き出したところで、口論に陥おちいったというのがことの顚末てんまつである。

　相手に嵌はめられ、青ざめるほど酒の酔いが醒さめる頃には後の祭りであったと語る中年のヒューマンに、シルはおもむろに尋ねる。

「賭博をしていたお相手は、もしかして冒険者様ですか？」

「……ああ、【ファミリア】がばらばらの、チンピラの集まりだった。すげえ剣幕で脅されて……俺おまえの自慢の娘なら、ひとまず賭金チップに代えて機会チャンスをくれてやるって……」

　その言葉を聞いて、わっっ、とカレンはテーブルに伏せて泣き出した。「この恥知らず!!」という嗚咽おえつ交じりの罵倒に、もはやうだつの上がらない駄目亭主に成り下がっているヒューイは再三さいさん項垂れる。

　一方で──リューだけは、そこで片方の眉をぴくりと微動させた。

　今のヒューイの話を聞いて、引っかかるものがあったからだ。

　正確には、これとよく似た『手口』を過去に見てきたことがあった。

「そのアンナという娘むすめのことを、聞かせてもらってもいいですか？」

　リューの問いかけに、伏せていたカレンとうつむいていたヒューイは顔を上げ、互いに視線を交わした。

　テーブルの側で自分達をじっと見下ろしてくるエルフの店員に、ぽつぽつと答え始める。

「さっきも言ったけどよ……俺にはもったいないくらいの、自慢の娘さ。本当にな」

「そうだよ。私に似て綺麗で、気立てが良くて、ちょっと内気だけどとてもいい娘こなんだ」

　ヒューイの後に涙を拭きながら自信たっぷりにのたまうカレンに、シルが「あはは」と微苦笑する。

「この西地区の間じゃあ、すごい評判で、男神おがみ様達に求婚されちまったくらいなんだから。勿論冗談は止めてくれって突っぱね返してたけど」

「外出は？」

「えっ？」

「彼女は外出をよくしていましたか？」

「えっと……働いている花屋の手伝いで、よく街に出て品物を届けに行っていたけど」

　リューの質問に、カレンは戸惑いながら返答した。

　気立てが良く、美麗。それこそ神に見初められるほどの容姿の持ち主。

　仕事の関係で、人目につく程度には街を出歩いていた。

　そこまで話を聞いたリューは確信を深める。

　恐らく、娘むすめはもとから狙われていたのだと。

「……あんな可愛かわいい娘こ、きっと今に歓楽街に売られちゃう。あぁ、あの娘が何をしたっていうんだ！」

「ギルドか、【ガネーシャ・ファミリア】に助けを求めてみたらどうですか？」

「無駄だよ。これに似たような届け出は、都市には毎日のように溢あふれているさ。今すぐに取り合ってもらえっこないよ」

　都市の管理機関、更にそれと連携する『オラリオの憲兵』とも名高い【ファミリア】の名をシルは持ち出すが、カレンは頭あたまを振って否定した。

　非公式の冒険者依頼クエストを依頼しようにも、報酬に見合う金品も準備できないと悲嘆に暮れる。

「……【アストレア・ファミリア】がいてくれたら」

　カレンの、そのふとした呟きに。

　リューは感情が顔に出ないようにするのに、苦心した。

「おい、やめろよ、もう無くなった【ファミリア】を出すのは……」

「でもっ、アストレア様がいてくれたら、きっとこんな私達にも手を差し伸べてくれた筈はずさ！　どうして優しい【ファミリア】ばっかりいなくなっちゃうんだ……！」

　とある女神の名前を口にしたカレンは、何か胸に迫るものがあったのか泣き崩れてしまう。ヒューイも視線を遠ざけ、黙りこくった。

【アストレア・ファミリア】。

　正義の剣つるぎと翼をエンブレムに掲げる女神アストレアの派閥。

　都市に『悪』が蔓延はびこっていた暗黒の時代、強きをくじき弱きを助け、オラリオの秩序安寧あんねいに尽力してきた。

　リューが所属していた、今は無き正義の【ファミリア】だ。

「……」

　声を上げて泣き崩れるカレン達を前に、リューは押し黙る。

　リューの過去を知るシルやアーニャ達たち店員は、それぞれの表情を浮かべて彼女の横顔を窺っていた。長台カウンターの中で一人ひとり作業をするミアは先程から口を挟まず──まるでどう転ぼうが今後の成り行きを見逃すように──見て見ぬ振りをしている。

　リューは悲しみの声を聞きながら、己の内側に目を向ける。

　止やめた筈だ。

　見ず知らずの他者の救済など。見返りを求めない無償の人助けなど。

　自分の手が届くのは身の周りの者達だけ。それ以上も以下もない。

　もう、自分に正義を背負う資格はないのだから。

　復讐ふくしゅうという名の炎に一度身みを堕おとしたリューは、既に決まっている答えを反芻はんすうする。

　しかし──。

（そんなもの、ただの偽善にしかならない……なのに）

　脳裏に蘇よみがえるのは子供達を愛していた女神の微笑と、【ファミリア】の仲間の姿だ。

　中でも、知己であった赤髪の少女は、次の言葉をリューに叫びかけてくる。

『迷ったら、難しいことなんて考えちゃ駄目よ！　自分に素直になるの！』

　今も背中に刻まれている女神の『恩恵』が、疼うずいたような気がした。

　空色の瞳が静かに瞼まぶたを閉じる。

　胸の奥で芽生える、誤魔化せない己の感情に、リューは思わずといった風に長嘆してしまうのだった。
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　夜半。

　頭上を見上げれば空は蒼あおく、月が巨大市壁に囲まれた都市を見下ろしている。

　既に日付けが変わった時間に、リューは路地裏を一人ひとりで歩いていた。

『豊穣の女主人』の営業時間は終わり、後片付けも済ませた。シルはもう帰宅し、住み込みのアーニャ達もいつものように離れで眠りこけていることだろう。リューだけが自室に戻らず、酒場からこっそり抜け出していた。

　フード付きのロングコートに、ロングスカート。貧民街スラムの花売りを彷彿とさせる服装に身を包みながら、酔い潰つぶれて路上でいびきをかいているドワーフや獣人の横を通り過ぎていく。

　店じまいが多いとはいえ、繁華街や歓楽街を始め、オラリオは深夜を回っても眠らない。こういった路地裏にも複数の酒場が魔石灯の光を漏もらし、安酒を求める労働者や冒険者を招き入れては細々と営業を続けている。

　フードを深く被かぶったリューが辿たどり着いたのは、大通りの喧騒も届かない、路地裏の奥深くに存在する酒場の一つだった。

「……」

　下に伸びる階段を下り、傷いたんでいる木の扉を開ける。

　視界に広がるのは場末の酒場特有の光景だった。ゲラゲラと騒ぐやせ細った犬人シアンスロープ、周囲からのちょっかいを笑って払いのける淫みだらなアマゾネス、ばらばらの亜人デミ・ヒューマンが木卓に腰かけ、肩を寄せ合って胴間声を轟とどろかせている。何かを焚たいているのか、煙臭い。

　冒険者か、あるいは堅気かたぎの者ではないことがすぐにわかる。この店に入り浸っているのだろう、鎧姿の男達は勝手知ったる様子で酒瓶さかびんをあおり、銘々の女を抱き寄せていた。

　ゴロツキ達の棲家、という表現がぴったりくる。

「あぁん……？」

　酒場にいる者達が一斉に見やってくる中、リューは堂々と店内を突っ切った。

　胡乱うろんな視線を集めながら、店の奥、金貨の山と何枚ものカードを広げたテーブル席──賭博を行っている男達の前で、立ち止まった。

「見ねえ顔だが……こんな場所に何の用だい、エルフの嬢ちゃん？」

　口を開いたのは、腰に剣を差した大柄なヒューマンの男だった。

　フードから覗のぞくエルフの長い耳、そして整ったリューの相貌を見上げ、にやけた顔を浮かべてくる。彼を取り巻くのは冒険者と思おぼしき亜人デミ・ヒューマンの男女。手下を従える目の前の男が、この酒場の頭であることに間違いない。

「アンナ・クレーズという名前に、心当たりは？」

　リューはカレン達との別れ際、ヒューイから賭博を行った場所を尋ねていた。

　最初は表通りの酒場で飲んでいたという彼は、負けが重なり取り返しがつかなくなった後に路地裏の酒場に連れ込まれたと言っていた。

　それが、この店だ。

「……何だ、あの娘むすめの知り合いか、ん？」

　面白おもしろいものを見つけたように、男の笑みが深まる。

　それに伴って、手下の冒険者が酒場の出入り口に陣取り、リューの帰路を塞ふさいだ。

「本当に上玉だったぜ、あの娘は。ただの街娘ってのが信じられないくらいに。あぁ、味見の一つくらいしておきたかったってもんだ、ははははは！」

「彼女が今どこにいるのか、教えてほしいのですが」

「あ～、そうだなぁ……ただっていうわけには、なぁ？」

　今や酒場の者達は全員、リューのことを見つめ、卑いやしい笑みを浮かべていた。

　やがて、男は体を預けていた椅子の背もたれから身を乗り出す。

「嬢ちゃん、カードはできるかい？」

　そして、卓上の山札デッキからカードを一枚めくって、告げた。

「ここに一人で来たってことは、ちょっとは腕に自信があるんだろ、ん？　俺は暴力は好かねえ、だからちょっとした賭博ゲームをやろうってわけだ。俺は嬢ちゃんの欲しい情報を賭ける。嬢ちゃんは金か……何だったら、自分を賭金チップにしてもいい」

「……」

「あの時も、冴えねえ親父とこうやって勝負をして、娘を譲ってもらったのさ」

　男はリューが冒険者か、それに近しい腕の立つ人物であると気付いているのだろう。予防線を引きつつ、同時に賭博という自分達の領域フィールドに引き込もうとしている。

　こちらを見上げてくる男と視線を交わしていたリューは、頷うなずいた。

「いいでしょう」

　金貨の詰まった小袋を卓上に置き、男の対面の椅子に座る。

　次の瞬間、どっと周囲の喧騒が膨れ上がった。

　見ものとばかりに冒険者達が囃はやし立てる。

「ただし、私が勝ったら全て話してもらいます」

「ああ、いいぜぇ。嬢ちゃんが勝ったなら、な」

　あっという間にリューと男のテーブルを他の者が取り囲む。賭博ゲームを見物するように、美しいエルフを取り逃がさないように。

　人垣という名の檻おりに閉じ込められながら、リューは泰然とゴロツキ達の頭目と対峙する。

「行う賭博ゲームは？」

「ポーカーでどうだい？」

　カードを混合シャッフルする男の提案を、リューは異議を唱えることなく呑のんだ。

　一般的に、下界における種族共通の札遊戯プレイング・カードは『切札トランプ』のことを指す。

　都合五十三枚。闘争を示す剣つるぎ、豊穣を表す果実かじつ、富とみを模もする貨幣かへい、祝福を象かたどる聖杯せいはい、四組各かく十三枚と道化師ジョーカーの札カードを加えたものが全容となる。起源は『古代』の時代から既に原型の遊戯が存在していたとも、降臨した神々が伝えたとも諸説ある。

　ポーカーは切札トランプの代表的な遊戯の一つだ。

　山札デッキからカードを受け取り、手役ハンドを作って役の強さを競い合う。

「嬢ちゃん、袋の中身は？」

「五十万ヴァリス」

　リューの返答に、男は口笛を吹く。

　そのまま慣れた手付きでカードを切り混ぜながら、目もとに醜い皺しわを寄せた。

「先に言っておくが、もし金を失っても賭博ゲームを続けたいんだったら……その時は、さっきも言った通り、体を張ってもらうぜ」

「……」

「俺はあんたみたいなエルフを何人も歓楽街に売ってきた。おっと、変な勘繰りは止よしてくれよ？　負けて金を払えなくなった以上、その体で何とかするしかないだろう？」

　男の視線がリューの細い首筋、瑞々しい白い肌の上を這はい回り、舌舐なめずりをする。周囲からは下卑た笑声が上がり、リューの細い耳を撫なでていく。

　脅し。動揺の誘発。心理戦は既に始まっている。

　ポーカーは作る手役ハンド以上に騙欺ブラフが重要になってくる遊戯だ。

　ただのハッタリが、相手を殺す武器になりうる。

　ゴロツキ達の主は、顔に笑みを貼はり付けながらカードを配り始めた。

「私も伝えておくことがある」

「へへっ、何だい？」

　カードを配り終えようとする相手に対し、リューはフードの下で、空色の瞳を細める。

「──不正ふせいは許さない」

　直後、リューは腰から小太刀を抜刀した。

　ゴロツキどもが視認できない速度で、刃をテーブルに振り下ろす。

「──はっ？」

　ドンッ!!　という激しい音の後、酒場中が静まり返る。

　指と指の間、皮一枚すれすれのところで卓に突き立つ白刃に、目を丸くしていた男は、すぐにどっと汗を流し始めた。

　彼の腕が震え、手の平に忍ばせていたカードがこぼれ落ちる。

「次は、指を落とします」

　恐ろしいことをさらりと宣告し、小太刀を引き抜くリューに、男は青ざめた。

「気を付けた方がいい──私はいつもやり過ぎてしまう」

　その言葉と鋭い眼光に、周りの者達も一斉に息を呑んだ。

　これもまた、ハッタリだ。

　流石さすがにこんな遊戯で酷ひどい手打ちを行うほど、リューは凶暴でも残忍でもない。

　しかし効果は覿面てきめんだった。男も、ゴロツキ達も、それまでの余裕を失って冷や汗をかいている。リューという存在を計りかねているのだ。

　相手の平静は奪った。後は普通に遊戯に興ずればいい。

　周囲の者に手札を見られぬよう、自分だけの手役ハンドを温めながら淡々と。

　賭博ギャンブルの中で、一度いちど視界を揺さぶられた人間が疑心暗鬼に囚われやすいことを、リューはよく知っていた。




「フルハウス」

「……っ!?」

　卓上で開かれるリューの手役ハンドに、目を見開く男は自分の手札を握り潰した。

　リューの九連勝。一方的な展開に、今や酒場には沈黙の帷とばりが落ちていた。

　賭金チップ代わりにしていた男の数十枚という金貨は既に底をつき、代わりにリューの横手には奪ったヴァリス金貨の山が築かれている。

「イ、イカサマだ!?　そうに決まって……!?」

「心外だ。貴方が下りなければ勝てた勝負もあった筈です」

　喚いて椅子から立ち上がる男に、リューは淡々と事実を告げる。

　潔癖なエルフであるリューは騙欺ブラフが苦手だ。警告や威圧を別とすれば、全くできないと言っていい。

　ならばどうするか──簡単だ。ゲームに対し、真摯しんしに臨むだけ。

　配られる手札を真摯に受け止め、真摯に手役ハンドを作り、曇らない眼差しで勝負に挑む。

　ぴくりとも動かないリューの生真面目な表情──鉄壁の仮面ポーカーフェイスを前に、大抵の相手は勘違いする。なにせ自分達の騙欺ブラフにリューの仮面は小揺るぎさえしないからだ。更に彼女が「上乗せレイズ」と一言唱となえれば、彼等はナイフを首もとに突き付けられたような表情を浮かべる。

　賭博ギャンブルは、冒険者の『技』と『駆け引き』に似ている。リューはそう思う時がある。後者に限って言えば、刹那の戦闘の内に何十という駆け引きを行うリューからすると、ほぼハッタリは見抜けてしまう。

　目の前にいる男──下級冒険者の騙欺ブラフは、リューからすれば稚児のそれに等しかった。

　裏をかいてやれば、あっさりと勝負は決する。

　ましてや、不正イカサマを見抜かれた一件から男はずっと動揺し続けていたのだから。

「てめえ、何者なにもんだ……!?」

「名乗るほどの名前はありません。……ただ、手解てほどきをしてくれた悪友ともはいた」

　あとは、そう、過去【アストレア・ファミリア】で従事していた経験が活きている。

　当時、違法行為を行う賭博場に潜入捜査するのはざらだったのである。時には一般人を苦しめる胴元を取り締まるため、ある時は敵対組織の幹部の情報を摑むため。ただの客を装うか、あるいは胴元の懐ふところにもぐり込むには、標準以上の信用──『技』と『駆け引き』が必須だった。

　リューに賭博ギャンブルの勝ち方を教えたのは、【アストレア・ファミリア】の同僚だ。

　あくどい笑みを浮かべる小人族パルゥムの少女に半ば強引ごういんに勝つ方法を学ばされ、そこから潜入を繰り返す内に、リューは賭博ギャンブルの筋道を覚えてしまったのである。

「私の勝ちだ。話してもらいます」

　椅子に座りながら見上げてくるリューに、男は真まっ赤かになって歯を食い縛った。

　うろたえていた周囲の手下に目配せをした彼は、次の瞬間、怒号を放つ。

「てめえ等、この女をやっちまえ!!」

　勝負を有耶無耶うやむやにせんとする男の指示に、冒険者達は刃を解き放った。

　──やはり、こうなってしまいますか。

　穏便にことを済ませようとしていたリューは、吐息をつきながら、襲いかかるゴロツキ達を迎え撃った。

　そして、一分後。

　ポーカー勝負が決した以上の速さで、酒場の床にはコテンパンにのされた亜人デミ・ヒューマン達が転がっていた。

「ひ、ひげぇ……!?」

「貴方達が最初からアンナさんを狙っていたのはわかっています。彼女は今、どこにいる？　言いなさい」

　いくつもの木卓が引っくり返り、椅子の山や長台カウンターに冒険者達が顔を突っ込んでいる中、リューは男の胸ぐらを片手で摑み上げる。両膝ひざを突いた姿勢のゴロツキの主は、ボコボコにされた顔を痙攣けいれんさせながら、魚のようにぱくぱくと口を開いた。

「こ、交易所……!!　あそこに、連れていった……！」

「交易所……？」

「あそこの連中に頼まれて……！　金もやるからっ、ことを荒立てないように娘をかっさらってこいって……!?」

「まさか、商会が依頼主ということですか？」

　男は顔を何度も縦に振った。リューは細い眉を怪訝けげんな形に曲げる。

　依頼してきた商会の詳しい情報を追及しても男は「わからない」の一点張りであった。壁の隅でがたがたと震える涙目の女達に怯おびえられながら、リューは口を閉ざす。

　ややあって、彼女は男を解放して酒場を後にした。

　夜気に身を隠しながら街を行ゆくエルフは、とある場所に立ち寄った後、『豊穣の女主人』へと戻るのだった。
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　翌日。

　いつものようにウエイトレス姿となってリューが働いていると、一人の客が酒場に訪れ、隅のテーブル席に座った。

　その『待ち人』が昨日の今日で姿を現したことに多少の驚きを覚えながら、リューは品書メニューを持って赴く。

「ご注文は？」

「紅茶を一つ。後は一人、話し相手がほしいところです」

　品の良い物腰で椅子に座るのは、眼鏡めがねをかけた水色アクアブルーの髪の美女だった。

　アスフィ・アル・アンドロメダ。

　オラリオの勢力図の中でも中立を標榜し、どこよりも広い情報網を持つ【ヘルメス・ファミリア】の団長だ。リューが昨夜立たち寄った場所は、彼の派閥の本拠ホームであった。

　固く閉じられた門の内側に【万能者ペルセウス】宛ての手紙──依頼書を置いたのである。『リオン』の名を添えて。

　注文を受け取ったリューは一度厨房ちゅうぼうに下がり、湯気が立ち上るカップをアスフィのもとに運んだ。

「こんなにも早く来るとは思いませんでした。まさか、もう？」

「ええ。手紙に書かれていたアンナ・クレーズの行方ゆくえは調べました」

　夕方も近い午後。客層の入れ替わる境目ということもあって一般客が少なくなっている店内で、アスフィは優雅に紅茶を口にする。

　リューが手紙に綴つづった内容は、アンナ・クレーズの捜索。

　交易所に運ばれたという彼女の行方について依頼したのだ。

「貴方には借りがあります。全ては主神ヘルメス様が迷惑をかけていることに原因がありますが……」

　アスフィは愚痴ぐち交まじりに嘆息する。

「行っている生業なりわいが生業です、借りを作っていることが私は一番怖い。返せる時に返すに越したことはありません。無論、報酬は要りません」

　決して善意ではない、勘違いしないように、と彼女はきっぱりと告げた。

「ありがとう、アンドロメダ」
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「……話を進めますよ」

　それでも律儀に、誠実に礼を告げてくるエルフに、アスフィは照れを誤魔化すように眼鏡の位置を片手でいじった。

「貴方が手紙に書いた通り、アンナ・クレーズが交易所……商会に引き取られたことは間違っていませんでした。ですが、私が調査した時には既に彼女は売られた後だった」

「それでは……歓楽街に？」

　都市物流の玄関口でもある交易所には様々な輸出入品が集まる。歓楽街への人身売買も極秘かつ、頻繁に取り引きされており、管理機関ギルドもそれに目を瞑つむっていた。

　表情が思わず強張こわばるリューに対し、アスフィは声を低くして囁く。

「歓楽街ではありません、ありませんが……リオン、貴方が何に首を突っ込んでいるか知りませんが、この件には関わらない方がいい」

「アンドロメダ、回りくどい。結論を言ってください」

　語気を強めるリューに、アスフィは眼鏡の奥でその碧眼へきがんを細め、答えた。

「アンナ・クレーズを買い取ったのは、『大賭博場カジノ』の人間です」

「！」

　リューの目が見張られる。

「……単なる賭博場ではなく、繁華街に存在する、あの？」

「ええ。都市外……外国資本によって発展し過ぎた、魔石製品貿易に次ぐ巨大産業。ギルドも運営には口出しできない、迷宮都市オラリオの治外法権」

　過去、『世界の中心』とまで言われるようになった迷宮都市オラリオに一つだけ欠けていたものがあった。それが娯楽施設だ。

　当時の管理機関ギルドはしつこく突き上げてくる神々の要望にも応こたえる形で、外資及および専門知識ノウハウを導入することにした。歌劇の国メイルストラ、娯楽都市サントリオ・ベガなど、名だたる各国と大都市の協力を誘致したのである。

　結果、いくつもの娯楽施設が繁華街に築かれることとなった。中でも有名なのが大劇場シアター、そして大賭博場カジノである。世界中から人と物が集まるオラリオの環境によって、この二大娯楽施設はそれぞれのもととなる本国、本都市を上回るほどの発展を遂げたのだ。オラリオが誇る魔石製品業に追随するほどの産業成果は、今やギルドでさえ蔑ないがしろにできない。

　そのような経緯もあって、あくまで運営を主導するのは外資を投じた他国の施設側。迷宮都市オラリオの中で唯一と言っていい治外法権と比喩されるのは、そのためである。

「大賭博場カジノ側はギルドに協力を取り付け、都市大派閥ガネーシャ・ファミリアの守衛を施設に張り巡らせています」

「……」

「侵入はまず不可能。よしんばできたとしても、必ず拿捕だほされるでしょう。リオン、貴方と言えど例外ではありません」

　大賭博場カジノには上級冒険者や神々、都市外の大富豪が足を運んで揃って金を落としていく。そんな中でも後者の長者達に何かあれば都市の威信と風評に関わる。認められた者以外いがい入れない賭博の楽園には、屈強な冒険者達が配備されているのだ。

【ガネーシャ・ファミリア】は第一級冒険者を数多く保有する、オラリオでも屈指の派閥。

　Ｌｖ．４の第二級冒険者であったリューでも、彼等の警備を躱かわすことは困難であり、戦闘になればただでは済まない。

　アスフィと視線を交わすリューは、しばし口を噤つぐんだ。

「そもそも騒動を起こしたなら、外交問題に発展するかもしれません。オラリオがいくら強気に出れる立場にあるとはいえ……まぁ、ギルドの問題なんて知ったこっちゃないと言ってしまえば、それまでですが……」

「……繁華街には複数の国の大賭博場カジノが出店している。彼女を買い取った者の店は？」

「『エルドラド・リゾート』。娯楽都市サントリオ・ベガの最大賭博場グラン・カジノです」

　リューはとうとう顔をしかめてしまいそうになった。

　アスフィの言葉通り、『エルドラド・リゾート』はオラリオでも最も力を持つ大賭博場カジノだ。

「アンナ・クレーズを買ったのはドワーフの経営者オーナー、テリー・セルバンティス。どうやら商会もゴロツキ達も、全て彼が裏で糸を引いていたようです」

　つまり、美少女アンナを見初めたのはその経営者オーナーであり、自分の存在を気取られないよう手を回していたということだ。

「『エルドラド・リゾート』……テリー・セルバンティス」

　リューは静かに、その二つの名を呟いた。

「忠告はしましたよ、リオン。関わらない方が身のためです」

　それでは、と言ってアスフィは勘定をテーブルの上に置き、酒場から去っていく。

　その場にたたずむリューは、アスフィの後ろ姿を黙って見送った。

「……ねぇ、アーニャ。リュー達が何を話してたか、わかる？」


「んニャ～……大賭博場カジノがどうとか聞こえてきたニャ？」



　他方。

　そんなリューを、シルは厨房の入り口から見守っていた。

　一緒に皿洗いをしていたアーニャが猫耳をぴくぴくと揺らす中、天井てんじょうを軽く見上げる。

「大賭博場カジノ、かぁ……」
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　それから、二日後。

　リューは迷っていた。

　酒場の仕事をこなす傍かたわら、常に思考を回し続けている。

　大賭博場カジノ侵入をためらっていた──わけではない。

（歓楽街方面から施設の裏を突く形で強襲……いや、駄目だ。以前どこかの強盗団ファミリアが失敗しっぱいして警備が厳重になっていると聞く。地下に穴を掘って進むのも現実的ではない……）

　むしろその逆で、名も顔も知らぬ少女を助け出す気き満々であった。

　貯蔵してあった『魔石』や怪物の宝ドロップアイテムを伝手つてを頼りに売り払い、軍資金に換えながら、物騒な装備を揃えて準備を進めつつある。救出した後のことは何も考えていない。『難しいことなんて考えちゃ駄目よ！』という知己の言葉に素直に従うことにしたのだ。

　問題なのは、やはりリューをして突破困難とする大賭博場カジノにどのように入り込むかという一点である。

　日が沈んだ夕暮れ。酒場の裏口から薄暗い路地に出て、木造桶バケツに溜ため込んだゴミを運びながら、いくつもの侵入経路を思い描いては頭の中で試行錯誤を繰り返す。

「……？」

　ゴミを片付け終えた時だった。

　酒場に面する路地の曲がり角から、何者かの話し声が聞こえてくる。

　一方は聞き慣れた少女の声である。リューは不思議に思い、ひょいと角から顔を出した。

「──では、自分はこれで」

「はい。ありがとうございます」

　リューが顔を覗かせると、シルが何者かに頭を下げて礼を告げていた。

　相手は踵きびすを返したところで、ちょうど姿が見えなかった。ただ、ほっそりとした尾──恐らく猫人キャットピープルの尻尾しっぽ──を視界の端に捉とらえる。

「シル？」

「あ、リュー！」

「こんなところで、一体何なにを？」

「そんなことより、リュー、見て！」

　リューの質問を遮さえぎり、シルは興奮した面持ちで両手に持つ用紙を見せてくる。

　それは白地の封筒に豪華な金箔きんぱくを施された、一通の手紙である。

　リューの目には、まるで舞踏会の招待状のようにも映った。

「シル、これは……？」

「大賭博場カジノからの招聘しょうへい状！　譲ってもらったの！」

　冷静沈着なリューも、この時ばかりは驚きをあらわにしてしまった。

「どういう、ことですか……シル？」

「一昨日おととい、リュー達の話を私わたし聞いちゃって……無理かなって思ったんだけど、入はいれませんかって知り合いの人に頼んでみたの。そうしたら……」

「……信じられない」

「うふふっ。でも、これで大賭博場カジノに入れるでしょう？」

　確かに、通行証を兼ねるこの書状があれば、侵入などせずとも正面から堂々と最大賭博場グラン・カジノに入場することができる。

　とても嬉うれしそうに笑むシルとその招聘状を、リューは何度も見比べてしまった。

「お金持ちじゃないと最大賭博場グラン・カジノには入れないらしくて……ここに書いてある人達になりすましてほしいんだって。小さな国の伯爵様らしいよ？」

「……それを用意したのは、先程の獣人ですか？　男性のようでしたが……」

「えへへー。この酒場で働いていたら、仲良くなっちゃって」

　本来は国の要人に送られていた招聘状……そんなものを譲り受けてきた人物とは何者かと問うリューに、シルは笑って誤魔化すのみであった。

　少女の人脈はどれほどのものなのか。シルの謎なぞが深ふかまったような気がした。

　酒場の看板娘であることはもとより、『良質街娘キタァー！』と男神達に絶賛され顔が広いことは知っているが……。

「それで、ね？　リュー、私も付いていっていい？」

「なっ」

「私、大賭博場カジノに一度行いってみたかったんだぁ」

　止とどめの爆弾発言に、リューは今度こそ声を荒らげてしまう。

「シルッ、待ってください。いくらなんでも、それは……！」

「でも、ほら、もらった招聘状には伯爵夫妻二名様、って書いてあるから。一人だけだと怪しまれちゃうかも」

「……」

　書状を取り出して、綴られている者の名前を見せてくるシル。それに対し、リューはもう溜息ためいきをつくしかなかった。

『純朴そう、ニャんて噓うそニャ。シルは魔女ニャ』

　クロエやアーニャ達がぼやいていた台詞せりふを、リューも今は認めざるをえなかった。

　ただの街娘である彼女の方が、リューより一枚も二枚も上手である。

「……わかりました。手段は選んでいられません、シルにも協力してもらいます」

「うんっ」

「ですが、くれぐれも私の側から離れないでください。これは危険な潜入になります」

「はーい！」

　小気味よく返事をするシルに、リューは二度目の吐息をついた。

　うきうきとしている少女を横目に、計画を練り直しにかかる。

　──と、そこでリューは、先程のシルの台詞の中に看過できない単語があったことに気が付いた。

「待ってください、シル……『夫妻』というのは、まさか」

　珍しく動揺する素振りを見せるリューに。

　シルは、にっこりと微笑ほほえんだ。
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　太陽が山脈の彼方に消え、東の空から夜がやって来る。

　瞬く間にオラリオは宵闇に包まれた。蒼然そうぜんとした空に見下ろされる迷宮都市は星の海と見紛う数多の魔石灯を点灯させ、夜の顔へと様変わりする。

　路上に出る酒場の娘達が客を呼び込み、吟遊詩人バードの歌と弦楽器や管楽器の調べが街角に溢れ、酒場からは焼けた肉と魚の香りが煙とともに漂った。ダンジョンから帰ってきた冒険者達、仕事を終えた労働者達は大通りを行き交い、酒盛りをもって今日という日を締めくくろうとする。その輪に加わろうとするのは、子供達を愛するお調子者の神々だ。オラリオに夜の喧騒が満ちる。

　そんな中、厳重に封鎖されている巨大市壁の中で、南の都市門が開け放たれていた。

　市壁の外から南のメインストリートに続くのは、馬車と付き人の長大な列である。検問を通過して都市に入る箱馬車の数々は装飾に富み、目を見張るほど上等な作りとなっていた。馬車から下りる亜人デミ・ヒューマン達は誰もが華美な服装に身を包んでおり、優等宿泊施設ホテルや大劇場シアター、高級酒場など、繁華街の方々ほうぼうへ散らばっていく。彼等はみな、異邦の財産家だ。

　一定周期に一度、オラリオはこうして常時じょうじ南門を開放し、都市外の富豪達を呼び込んでいる。現げんギルド長による政策の一つだ。富者を招き、入れ替え、循環じゅんかんさせることによる、様々な経済効果を見込んでのことである。無論、都市を出入りするには厳重な審査と公認の通行証が必要となる。商人から貴族まで、地位と富を手にした者を乗せた馬車が、続々とオラリオ入りを果たしていった。

　そこへ──裏通りから一台の箱馬車が大通りに合流し、列の一部に加わった。

　さも周囲と同じように外からやって来た風を装う箱馬車は、順番を待ち、やがて繁華街の一角に停止する。

　扉を開けて、まず下車したのは、燕尾服えんびふくに身を包んだエルフだった。

　薄緑色の髪を品良くまとめ、とある鍛冶神を彷彿させる巨大な眼帯で左眼ごと顔半分を覆いつくしている。貴人達で賑わい始める繁華街の中でも異彩と不可思議ミステリアスな魅力を放ち、辺りにいる貴婦人をうっとりとさせる眉目秀麗な男性──男装をしたエルフの女性──は、馬車の扉から差し出される手を取る。

「ふふっ。ありがとう、貴方あなた」

「……シル、からかうのは止めてください」

「でも、ちゃんと夫婦っぽく演技しないと、他の人にバレちゃうよ？」

　変装したリューの手を借りて下りるのは、ドレスを身に纏まとったシルだ。

　今夜限りの若妻は、悪びれる風もなく、嬉しそうに微笑んでくる。

　少女の策略により、招聘状の人物──伯爵夫婦に扮ふんすることになったリューは、嘆息を堪こらえるのに苦労した。

「それに、シル……そのドレスはいささか大胆ではないですか？」

「そう？　商人の人にお願いして、内緒で準備してもらったんだけど」

　リューの燕尾服ともども高い代金を支払って賃借レンタルしてきたシルの服装は、長い夜会着イブニングドレス。

　別段切目スリットが刻まれたものでもなく、ごくごく普通の部類に入るが、少女の細い肩と背中は剝むき出しとなっている。胸元むなもとの部分もしっかり開いていた。

　普段は着瘦やせしている胸の深い谷間を、見事に披露してしまっている。

　シルが衆目に晒さらされてしまうことに気が気ではないリューは、憂慮すると同時に、彼女に不埒ふらちな視線を送る者達を早速鋭するどい視線で牽制けんせいした。

　そんなリューと、慌あわてて顔を背ける男達に、シルはくすくすと笑う。

「いつもは酒場で働いている私が、こんな風に着飾れるなんて思わなかったなぁ」

　両肘に通して巻いている細長い肩掛ストールが揺れる。

　今回に合わせてシルは髪型を少々夜会風に変えており、店員ウエイトレスの装飾具ホワイトブリムの代わりに高価な髪飾りを添えていた。素材が素材だ。薄い化粧も施し、少女は外見だけはすっかり街娘から貴婦人へと変貌している。そして、喜んでいるシル本人は今の自分がどれほど魅力的であるのか、あまり自覚はない。

　彼女は私が守らなくては、と生真面目なリューはまさに騎士の面持ちで、一層心こころを引き締めた。

「それに見て、リュー？　こんな扇も用意してもらったんだよ？」

「シル、私達は潜入するという目的で来ていることを、忘れないでください」

　鮮やかな紫の扇を取り出し、はしゃいでいるようにも見えるシルに、リューは言い含めておく。ほんの小さく舌を出す街娘は「ごめんね」と素直に謝った。

　嘆息も半ば、リューはシルと腕を組んで歩き出す。

　彼女達が目指すのは他でもない、メインストリートに面する位置に建てられた巨大なアーチ門──目的地への入り口だ。

「えーと……今日のリューは伯爵様のアリュード・マクシミリアンさんで、私は伯爵夫人のシレーネ・マクシミリアンさん」

「マクシミリアン……」

　招聘状の名を読み上げるシルの隣でリューが呆然ぼうぜんと呟く中、周囲は更なる賑わいと人込みで溢れていく。

　宝石や毛皮を纏う豪奢な身なりの者が闊歩かっぽし、それぞれが雇った屈強な獣人やドワーフの用心棒も多い。更に南門から都市中央の中央広場セントラルパークまで、南のメインストリートの重要施設の随所にはギルド職員、そして【ガネーシャ・ファミリア】の構成員が配備されていた。

（あれは、シャクティ……そうですか、彼女も）

　さり気なく辺りに視線を走らせていたリューは、見知った藍色の髪の麗人──派閥団長の姿を捉える。彼女との戦闘だけは避けたいと思いつつ、気取られぬようすぐに視線を切った。

　やがて、リュー達はアーチ門に辿り着く。

「書状をお見せ頂けますか？」

「はい。これで大丈夫ですか？」

　門の前にいる正装姿のヒューマンに、シルが招聘状を見せる。

　書状に目を通した男性は、笑みをもってリューとシルを歓迎した。

「ようこそおいでくださいました、マクシミリアン様。素敵な夜をお過ごしください」

　施設の役員、そして正面を向く【ガネーシャ・ファミリア】警備員の真横を通り過ぎ、リュー達はそこへ足を踏み入れる。

　巨大噴水が設けられた広場に、色とりどりの魔石灯でライトアップされた豪奢な建物群。

　日常とは乖離かいりした、賭博の楽園。

　リューとシルは、煌きらびやかな光に包まれる大賭博場カジノへ潜入した。











３






　オラリオ南方、繁華街の一角に存在する大賭博場区域カジノ・エリアは複数の賭博施設からなる。

　諸外国、諸都市がこぞって出店した大賭博場カジノは優等宿泊施設ホテルが複合したものや、砂漠に栄える楽園オアシスを模倣した外観など、異国情緒のある建物が多い。楕円形の広場の随所には三階建て以上の建物が屹立きつりつし、南国のヤシの木が植えられている。広場の中央では驚くほど大きな噴水が、まるで巨大な海波のごとく水を吐き出している。

　大賭博場区域カジノ・エリアの入り口、メインストリート沿いの巨大アーチ門をくぐった瞬間、まず出迎えてくるのは光の洪水だ。都市で製造される魔石製品の中でも上質かつ大量の魔石灯が赤や青、紫や金色に輝き、ギルド本部の万神殿パンテオンや摩天楼施設バベルとも異なった外装の大賭博場カジノを闇やみに浮き上がらせる。上空から見れば、はっきりとわかることだろう。無数の警備に守られるこの大賭博場区域カジノ・エリアが、宵闇に包まれる迷宮都市の中でも最も明るく、不夜城のごとく煌きらびやかに光を放っていることを。

　冒険者や市民が賑にぎわう一般区とは隔たった、オラリオの別世界である。

「人が沢山いるね」

「はい。都市外の富豪達を呼び寄せているだけのことはあります」

　そんな大賭博場区域カジノ・エリアの中を、シルとリューは歩いていた。

　酒場のミアに事情を説明し、何とか休暇をもぎ取った彼女達は、大賭博場区域カジノ・エリアを我が物顔で闊歩かっぽする長者達の中に紛れ込んでいる。高価な燕尾服えんびふくとドレスに身を包み、腕を組む彼女達は異国の伯爵夫妻を演じ切っていた。

　内心、男装しているリューは肩をくっつけ寄り添うシルに、戸惑いと僅わずかな羞恥を誤魔化ごまかせず、終始やりにくく感じているのだが。

　薄鈍うすにび色の髪の少女はそんな彼女の心境を知ってか知らずか、面白おもしろそうに肩を揺らす。

「それで、アンナさんがいる場所は？」

「『エルドラド・リゾート』……あの建物です」

　前を向きながら小声を交わすリュー達の視線の先、広場の中でも一際ひときわ目めを引く建物がある。

　金塊を彷彿ほうふつさせる黄金こがね色の外観は豪華絢爛けんらんであり、見る者の気分を高揚させる魔力があった。形だけの畏敬を表すためか、または祝福と恩恵にあやかるためか、入り口には富と成功を象徴する男神おがみと女神の彫像が設置されている。魔石灯の輝きを放つ看板には、『黄金郷』を示す共通語コイネーが綴つづられていた。

『エルドラド・リゾート』。

　娯楽都市サントリオ・ベガが投資・建設した、オラリオ随一の賭博施設。

　カレンとヒューイ、クレーズ夫婦の一人娘アンナを奪った経営者オーナーがいる、最大賭博場グラン・カジノだ。

「わぁ、すごい！」

　開け放たれている玄関を経て、『エルドラド・リゾート』の支配人に出迎えられたリュー達は巨大なホールに出る。途端、目の前に広がる光景にシルは頰ほおを上気させた。

　まず視界を打つのは巨大なシャンデリア型の魔石灯、次いで色と模様に富んだ大絨毯じゅうたん、そして様々な形状のテーブルの上で行われる華やかな賭博ゲームの数々だ。

　切札トランプ、ダイス、ルーレット。

　流れるようにカードが配られ、色鮮やかなダイスが宙を舞い、投げ込まれた球ボールとともにルーレットの回転盤ホイールが勢いよく回転する。洒落しゃれた制服に身を包んだ進行役ディーラーのもと、各テーブルに集まる招待客ゲスト達の姿はその華美な衣装も相まって、まるで花に集まる蝶ちょうのようだ。

　円盤メダル状の大量の賭札チップが卓上で山を築き、支払われ、配当される。

　テーブルの周囲では客の失意の溜息ためいきと、万雷の喝采かっさいが引っ切りなしに飛び交っていた。

　大盛況の一言である。

「リューはこういうの、慣れているんだっけ？」

「賭博場に紛れ込むことは確かに何度もありましたが……ここまでのものは私も初めてです」

　ところ狭しと溢あふれる亜人デミ・ヒューマンの富豪達とすれ違いながら、シルとリューは辺りを見回す。

　賭札チップを抱え移動する招待客ゲストは各々の賭博に臨んでいた。彼等がベットする賭札チップ一枚、あれだけでオラリオの労働者が稼ぐ日当にっとうに相当し、それがたった一勝負ワン・ゲームで消費されていく。湯水のごとく使われる大金は一般人からすれば卒倒する光景だろう。惜しみなくつぎ込まれる莫大な賭札チップは、大賭博場カジノが巨大産業と評される所以ゆえんでもある。

　賭博ゲームの種類は切札トランプなど代表的なもの以外にも、鉱石や宝石、貝独楽べいごまなどを用いた各種族それぞれに伝わる特有の賭博も盛んだった。文化の違いを楽しむエルフもいれば、熱狂するドワーフとともに肩を組む神々もいる。さり気なく積まれた賭札チップを掠かすめ取る男神の一柱ひとりは、目を光らせていた警備員ガネーシャ・ファミリアの御用となり、笑みを浮かべる彼等の手でどこかへと連行されていった。オラリオの冒険者の協力を得ることで不正対策も万全のようだ。

　各テーブルにつく進行役ディーラーもまた、賭博ゲームを彩いろどっている。

　卓の上で淀よどみなく行き交うカードや、瞬時に差し出される配当額の賭札チップはもとより、原料が迷宮産の水晶賽クリスタル・ダイスも彼等の手にかかれば美しい音を奏でて転がる。その巧みな手捌てさばきは招待客ゲスト達を魅了する技術の一つだ。

　女性進行役ディーラーが多い中、獣人やヒューマンの彼女達はみな麗しい。

　彼女達の微笑に見守られながら、客は声を上げて一喜一憂をする。

　持っていかれる賭札チップの山に小人族パルゥムの資産家が頭を抱えれば、大勝ちしたアマゾネスの商人が高笑いをした。

「あの賭札チップ、持ち帰っちゃダメかな？　クロエ達、大賭博場カジノにすごい来たがってたし、お土産代わりに……」

「シル、流石さすがにそれは……。それに持ち帰ったところで、クロエ達の余計に悔しがる姿が目に浮かびます」

　ドレス姿のシルはお上のぼりのように目移りを繰り返すことこそなかったが、大賭博場カジノの華やかな雰囲気を楽しんでいるようだった。対してリューは、悠然とした伯爵の態度を装いながら、密かにホール中に視線を走らせておく。

　建物内の位置関係や警備員の数など、情報収集を怠らない。

「それで、リュー？　もぐり込めたのはいいけど、これからどうするの？」

　床一面に敷き詰められた豪華な絨毯の上を歩きながら囁ささやくシルに、リューは簡潔に答えた。

「まずは、目立つことです」

「？」

「羽振りがいいところを見せつけるのです。この客は上客になりうると。そうすれば、いずれあちらから接触をしてくるでしょう」

　元所属派閥アストレア・ファミリアで培った経験をリューは語った。

　大賭博場カジノは常に顧客となりうる存在を求めている。この顧客とは、賭博の勝敗に関係なく、多くの金を落としていく富者のことだ。

　店側の目に適えば、招待客ゲストの一人として歓待してくることだろう。

　あるいは、こう言ってくるかもしれない。『もっと高額な賭博ゲームをしませんか？』と。

「招聘しょうへい状を見ましたが、私達が変装している伯爵夫妻は迷宮都市ここに初めて呼ばれたようです。田舎貴族もいいところ……ですが裏を返せば、大賭博場カジノが持っている伯爵夫妻われわれの情報も少ないということになる。それが狙ねらい目です」

　一いち田舎貴族程度ていどに思い込んでいた客が意外に金を持っていて、意外に金をばらまいてくれるなら、大賭博場カジノからすれば嬉うれしい誤算になるだろう。それが狙い目だ。

　諸手を上げて彼等が歓迎してくるまで、油断して己おのれの懐ふところに招いてくるまで……初めて訪れる大賭博場カジノに興奮する客を、装う。

「えーと、つまり……お金を沢山使うってこと？」

「ええ。ですが当然、私達が使える資金には限度がある。よって次善策は……賭博ゲームに勝ち続けることです」

　大量の賭札チップは所持しているだけで、周囲の目を惑わし、羨望と注目を集める印となる。

　交換した賭札チップで値の張る飲食物や高額の奉仕サービスを何度も求めれば、店側もいずれは無視できなくなる。勝ち取った賭札チップであろうと、金を落とす客が大賭博場カジノにとっては重要だからだ。

（当面の目標は……あの扉の奥に入ること）

　リューは既に目星をつけていた。

　いくつものゲームテーブルを越えた先、ホールの奥。

　特定の招待客ゲストしか出入りしていない、固く閉ざされた重厚な樫かしの扉。

　扉の左右には屈強な護衛が二人、門番のようにたたずんでいる。

　いわゆる貴賓室ビップルームだ。

　大賭博場カジノに大抵存在し、上客を招き入れ、より高い賭かけ金で賭博ゲームを行う専用の空間である。

「ちなみにリューは、いくらお金ある？　私も頑張って持ってきたけど……」

「百万ヴァリスほどです。周囲の客に比べれば、はした金もいいところでしょう。元手が多ければまだ楽もできたのですが……」

　溜ため込んでいた貯金に加え、仕事の合間を縫って用意できた──道具を売るなどして確保した──軍資金は百万ヴァリスが限度であった。これを何倍にも膨れ上がらせなくてはならない。一夜にして大金を得ることのできる賭博の楽園とはいえ、一般人のシルからすれば夢物語だろう。リューも明かしてしまえば、厳しい、というのが感想であった。

　とはいえ、やるしかない。最悪、手荒な潜入方法に踏み切ることも視野に入れながら、リューはまず現金を賭博ゲーム用の賭札チップに交換するべくテーブルの一つに赴こうとした。

　と、そこへ。

「おぉ、また勝った！　今日はついていますな、ギルド長殿！」

「がっはっはっはっはっはっ!!　なに、日頃ひごろの行いを見て幸運の女神が祝福してくれているのでしょう！　私は日夜、オラリオのために身を粉にしていますからな！」

　大きな笑い声が、ホールの一角から聞こえてきた。

「あ、あのエルフの人、見たことがある」

「……ロイマン・マルディール。現ギルド長です」

　はしたない呵々かか大笑たいしょうの声と、見るも無残な肥え太った同胞に、リューは思わず眉まゆをひそめてしまった。

　ギルド長ロイマン・マルディール。事実上のギルド最高権力者だ。

　権力と金に溺れ、堕落した彼の太った体は、容姿端麗で知られる一般のエルフと乖離かいりしている。オラリオに住まう同胞エルフ達からは『ギルドの豚』の名で忌いみ嫌われているほどだ。

　噂うわさ通り、ロイマンは連日この繁華街で放蕩ほうとうした生活を送っているらしい。笑う度に腹に溜まった贅肉ぜいにくが踊るその姿は、権力者が迎える末路とはいえ同じエルフのリューには正視に耐え難い。リューは彼とその取り巻きを横目に、逆方向へ向かった。

「常人が立ち入れない大賭博場カジノとはいえ、先程のギルド長のように顔見知りがいることもありえます。伯爵夫妻われわれの正体がバレないように、できる限り注意を──」

　並んで歩くシルに、リューが注意を促していると──。




「──ま、待ってください!?　僕、やっぱりいいですっ、帰らせてくださいぃぃぃ!?」




　情けない少年の声が、リュー達の耳を打った。


「「…………」」



　非常に聞き覚えのある声に、リューとシルは、無言で顔を見合わせた。

　揃そろってゆっくりと振り向けば……果たしてそこにいたのは、白髪のヒューマンであった。

　リューのものより等級ランクが落ちた燕尾服、急ごしらえのような正装。処女雪のような白い髪が兎うさぎの耳のように揺れ、その横顔は年相応の子供のように怯おびえて半べそをかいている。

　明らかに周囲から浮いている少年に、リューとシルは再び視線を交わし、頷うなずき合った。

　背を見せながら何者かに喚わめいている彼のもとへ向かう。

「だからっ、まだ新居ホームの引っ越しが終わってないんですっ!?　というか、こんなところにいるのが神様や他ほかの人達にバレたら、ぼ、僕は──!?」

「……クラネルさん」

　背後からかけられたリューの声に、びくぅっ、と。

　少年の肩が盛大に震えた。

　凍りついた動きで緩慢に振り向いた少年──ベル・クラネルは、リュー達の姿を認めるなり、その深紅ルベライトの瞳ひとみをあらん限りに開いた。

「リュ、リューさっ──んむっ!?」

「私達の素性を大声で明かすような真似まねは、控えてください」

　声を張り上げようとした唇に、リューが素早く近寄って人差し指を当てる。

　眼前で囁かれるベルは目を白黒させた後、急にか～っと頰を紅潮させ、必死に顔を縦に振った。そっと唇から離した指とともに、リューは一歩下がる。

「……え、えーと、リューさん、ですよね？　それに、シルさんも……」

「こんばんは、ベルさん。奇遇ですね、こんなところで会うなんて。私わたし驚いちゃいました」

「こ、こんばんは……」

「クラネルさん、何故なぜこのような場所に？」

「僕は、その、何というか……」

　状況が摑つかめずひたすら混乱し、返事もすぐにできないベルだったが、彼の背後から野太い声がかけられる。

「おい【リトル・ルーキー】、何やってんだ？　話はまだ終わってねえぞ」

「モ、モルドさん……」

　ベルとともに視線を向けた先には、一目で冒険者だとわかる強面こわもての男と、その仲間がいた。

　モルドと呼ばれたヒューマンはリューとシルにも見覚えがある。いつぞやの時、『豊穣ほうじょうの女主人』で一ひと悶着もんちゃくを起こし追い払われた冒険者だ。18階層ではベルを罠わなに嵌はめた、ならず者でもある。布地が窮屈そうに張り詰めた衣服や大きく開いた襟えり元など、場に合わせた正装姿は絶望的に似合っていなかった。その図体もあって、貴族や富豪はもとより堅気かたぎの人間にも見えない。冒険者という時点で間違ってはいないのだが。

　残る二人のヒューマンの仲間も似たり寄ったりだ。

「せっかく大賭博場カジノ会員の俺おれ様達が連れてきてやったのに、帰るなんて言うんじゃねえよ！」

「いやだから僕っ、新居ホームの引越しがまだ……!?　それに今はお金もなくて、この服代も……！」

「奢ってやるから安心しろ。お前のおかげで戦争遊戯ウォーゲームの賭けじゃあたんまり勝たせてもらったからなぁ！　はっはっはっ、恩返しってやつだ、大人しく受取りやがれ！」

　──そういうことですか。

　慌あわてるベルの肩に腕を回すモルドを見て、リューは少年の事情を察した。

　大方、偶然出でくわしたモルド達に捕まり、強引ごういんに連れてこられたのだろう。気弱なベルはそれを断り切れなかったというわけだ。あるいは騙だまされてここまで連れ出されてしまったか。

　以前は冒険者の『洗礼』まで行ったモルドが笑いながら少年に絡からむ姿を見て、どのような心境の変化だろうかと思いつつ、リューはベルを『夜遊び』に引き込む不良冒険者達へ、ついつい非難がましい視線を送る。

「おお？　何ですかい貴族様ぁ？　そんなガンくれて俺に文句でも……んん？　どこかで見たことあるような……」

「モ、モルドッ!?」「こいつ、あの酒場のぉ!?」

「げえぇっ!?　まさか『女主人』のっ──」

「黙ってください」

「「「──いでえぇっ!?」」」

　こちらの正体に気付き、身もとをバラそうとするモルド一味の向こう脛ずねを、リューは他の客が視認できない速度で蹴けり払った。

「……すいません、やり過ぎました」

「「「ぐぁああああああ……!?」」」

「もうっ、リュー！　すぐに手を出しちゃダメだよ？」

　Ｌｖ．４の下段蹴ローキックを食らい蹲うずくまるモルド一味。苦悶の声を散らす彼等に何事かと視線が集まる中、気まずい表情を浮かべるリューをシルが叱りつけた。

　ベルは一人、汗を流す。

「……そ、それで、リューさん達は、どうしてここに？　というか、その眼帯は……？」

「わけあって、貴族に成りすまし大賭博場カジノに潜入しています。こうでもしなければ入り込むことができなかったので」

「わけ、ですか？　じゃあそれでシルさんもドレスを、着き、て……」

　悶もだえることに忙しいモルド達を他所よそに、リューに疑問を投げかけていたベルだったが、シルに視線を移した途端声こえが尻しりすぼみになっていった。

　剝むき出しになっている細い肩と白い背筋。そしてあらわになっている胸の深い谷間。

　シルの可憐かれんで魅惑的なドレス姿に、その深紅ルベライトの瞳は釘くぎ付けとなっている。

　瞬く間に頰を赤らめるベルの視線に気付いたシルは、照れながら──それでいて嬉しそうに、あるいは小悪魔のように──微笑ほほえみ、両手でそっと胸もとを隠した。

「うふふっ、ベルさん、私のドレス姿に見惚みとれちゃいましたか？」

「えっ、あっ、ご、ごめんなさいっ!?」

　一段と赤くなって謝るベルの背後に──間髪入れずリューが肉薄する。

「──クラネルさん。シルに不埒ふらちな視線を送らないように」

「すっっ、すすすすすすすいませぇん……!?」

　尋常ではないほど冷え冷えとした声音、極限まで細まった空色の瞳。

　殺気さえ帯びる警告を耳もとで囁かれ、少年はあっという間に蒼白になり懺悔ざんげする。

　瞳に涙を溜めるベルを一頻ひとしきり睨にらんだ後、リューは溜息をついた。

　別段、少年がシルに見惚れることは構わない筈はずなのだが……何故だか責めずにはいられなかった。どうしてか見過ごせない。

　己が潔癖性であるエルフだからだろうか、と心の中で自問するリューは、シルを見るベルの目が少々邪よこしまだったからだという理由で、自分を納得させるのだった。

「ところで、冒険者様？　どうして皆さんはこちらの大賭博場カジノにいらっしゃるんですか？　このお店はオラリオの中でも一番大きな大賭博場カジノと聞いていますけど」

「ふっ、ふふっ……よく聞いてくれた嬢ちゃん」
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　リュー達の横で、シルが気になっていたようにモルド達へ質問した。

　蹲っていたモルドは引きつった笑みを浮かべながら、よろよろと立ち上がる。

「俺達はこのゴールドカードを持っているんだ！　大賭博場区域カジノ・エリアに金をつぎ込んだ奴やつだけに送られる、店共通の通行証パスだぜ！」

　モルドが鼻高々に突き出すのは、金色に輝く金属製の悪趣味なカードだった。

　これ一枚さえあれば、どの大賭博場カジノにも入場することができると豪語する。

「他の店と違って『エルドラド・リゾート』は最大賭博場グラン・カジノ。今日ようやく初めて入れた……！」

「あぁ、第三等級ブロンズから第二等級シルバー、そして第一等級ゴールド、ここまで長かったぜ……認められるためにどれだけの金を落としてきたか……！」

「これを持っている第三級冒険者は、俺達くらいしかいねえだろうな！」

　涙ながら語る仲間、スコットとガイルの横で、モルドが得意気にのたまう。

　つまり彼等は大賭博場カジノに認められたのだ。先程リューがシルに説明したように、金を自分達に費やす上客として。

　モルド達に自由に大賭博場カジノを利用してもらえるよう、店側が通行証パスを発行したのである──野良の冒険者であり要注意人物一覧ブラックリストに載っているリューにはもとから使用不可能の経路であることに変わりないが──。ベルが大賭博場カジノに入れたのも、第一等級許可証ゴールド・カードとやらを持つモルド達の紹介あってこそだろう。

　あるいは、先日あったばかりの戦争遊戯ウォーゲームの結果も、前途有望な冒険者ということで入店許可に一役を買ったのかもしれない。

「オラリオの冒険者、いや上級冒険者の特権だぜ！　金を使いまくればそれだけ認められて、奉仕サービスも受けられる！　俺達みたいなならず者でも、規則マナーを弁わきまえれば最大賭博場グラン・カジノにも入れるって寸法よ！」

　確かに、『中層』以下で高額の『魔石』や怪物の宝ドロップアイテムを持ち帰る上級冒険者は、下手な金持ちより信用があることだろう。有力な【ファミリア】であれば尚更だ。

　しかし、それも財力が揺るがなくなった派閥や冒険者……第二級、第一級冒険者に限った話の筈だ。第三級冒険者であるモルド達がここにいるということは、つまりよほど景気の良い金の使い方をしてきたに違いない。日々のダンジョンの稼ぎなど、溶けて消えるほど。

「……貴方達が第三級で低迷している理由の一つが、はっきりとわかりました」

「「「う、うるせえ!?」」」

　モルド達に醒さめた視線を送っていたリューだったが、しかし都合がいい、と。

　彼女は先程の樫の扉を見やり、声をひそめて尋ねた。

「あの扉の奥……貴賓室ビップルームについて知りたい。何か知っていますか？」

「ん？　何だ、あそこに入りてえのか？　だが無茶だぜ、そりゃあ」

　大賭博場カジノによく入り浸るモルドに詳しい情報を求めると、彼は肩を竦すくめる。

「扉の前に立っている奴等を見ろ、【ガネーシャ・ファミリア】じゃねえ。扉を開けた先もそうさ。【ガネーシャ・ファミリア】の連中でも貴賓室ビップルームには近寄れねえし、入れねえんだ。店側が規制してる。あそここそ本当の治外法権だ」

「中で何が起ころうが、口も挟めなければ、知ることもできないということですか」

「ああ。酔っ払った招待客ゲストが言うには噂通り高額の賭博ゲームを楽しむらしい……後は、経営者オーナーの愛人どもがいるって話だ。好色の経営者オーナーが囲っているすげえ美人どもを、客に見せびらかすんだとよ。けっ、冒険者でもねえ癖くせにいいご身分だぜ」

　吐き捨てるモルドの話を聞き、リューは確信を深めた。

　娘アンナを買い取った経営者オーナー、そして少女自身と接触できるとしたら、あの扉の奥だろう。

「それと……あそこに行く新参者は『洗礼』を受けるって話だぜ？　何でも、食い物にされるってな。声を大きくして言えねえけどよ……経営者オーナーが好色って時点で、まぁ、わかるだろ？」

　どんな理由があってここに来たかは知らねえが、首を突っ込まない方がいいぜ、と。

　モルドはそう忠告した。

「……そうですか」

　話を聞き終えたリューは、低い声でそれだけを口にするのだった。

「あ、あのー……僕、そろそろ帰っても……？」

「ベルさん、せっかく大賭博場カジノに来られたんですから、遊んでいかれたらどうですか？」

「で、でもっ、僕一人で遊ぶなんて……神様達にも悪いですし」

　密談をするリュー達の隣では、シルがベルと話を交わしていた。

　賭博ゲームに誘ってくる少女に、少年は後ろめたそうな表情を浮かべる。

「少しくらいなら、ベルさんの女神様やリリさん達もきっと怒りませんよ。それに、もうこんな機会はないかもしれませんし」

「そうだ【リトル・ルーキー】、やってみろ。お前も歴とした上級冒険者なんだ、夜の遊びくらい覚えておかないと損をする時が来るかもしれないぞ。何事も経験だ」

　シル、更にモルドの仲間にも勧められるベルは、何かと理由をつけて渋ろうとしたが、

「え、えーと、僕お金持もってないですし……」

「私が貸してあげます。負けても構いませんし、もし勝てたら返してもらえれば大丈夫です」

「カ、カードとかも、やり方を知らなくて……」

「ルーレットなんていかがですか？　私でも知っているくらい有名ですし、賭札チップをテーブルに置くだけなので簡単ですよ？」

「……わ、わかりました。じゃあ、少しだけ……」

　結局、押し切られてしまった。

　観念したベルは頰をかきながら、賭札チップ十枚分のヴァリス金貨をシルから受け取る。

「ちょうど奥のテーブルには誰だれもいねえ。行こうぜ」

　リューとの話を切り上げたモルドに言われ、ベル達はぞろぞろと移動した。

　ゲームテーブルの前に来ると、兎人ヒュームバニーの女性、見目麗しい進行役ディーラーが笑みをもって迎えてくる。卓の端には赤と黒、色鮮やかに塗られたルーレットが鎮座していた。

　シルの言葉通りルーレットは有名で、大賭博場カジノの女王とも呼ばれる。

　すり鉢状の回転盤ホイールを回転させ、進行役ディーラーが投げ込んだ球ボールがどのポケットに落ちるか予想する賭博ゲームだ。回転盤ホイールのポケットには赤か黒の色、そして数字が割り当てられている。

　卓上のシートに賭札チップをベットし、予想した数字や色に玉が転がり込めば、客側の勝利である。

「このシートの上に、お金を置けばいいんですか？」

「はい。賭ける方法によって配当は異なります。赤か黒かの色に賭けたなら二倍、数字単体に賭ければ最高配当の三十六倍」

「さ、三十六倍……」

「当然、一目賭けの場合は当たる確率が低いですが」

　大賭博場カジノ初心者のベルを中心に他の者が見守る中、リューが淡々と賭博規則ゲームルールを説明する。

「奇数賭けや偶数賭け、数字縦一列なんかもあるな。制限はねえし複数賭かけてもいい。まぁ習うより慣れろだ、取りあえず適当にやってみろ」

　モルドに促され、ベルはおずおずと進行役ディーラーに声をかけた。

　シルから借りた金貨を賭札チップへと換える。美人の相手に微笑まれついつい赤くなるベルだったが、すぐに緊張を纏まとい直し、どこの数字に賭けるか吟味ぎんみし始める。

　悩みに悩み抜いた末、結局ベルが賭けたのは赤──回転盤ホイールポケットの半分を占める最も低い配当だ。

「なんでぇ、結局色いろ賭けかよ」

「いいじゃないですか、初めてなんですから。ふふっ、ベルさん、もし勝てたら色を付けて賭札チップをくださいね？」

「色だけに、ですか……あはは」

　左隣のモルド、右隣のシルの言葉に挟まれながら、ベルは苦笑する。

　シートに賭札チップが三枚置かれたのを確認すると、兎人ヒュームバニーの進行役ディーラーは慣れた手付きで回転盤ホイールを回転させ、球ボールを投げ入れる。見物するリュー達を含めて賭札チップの追加や変更がないのを受け、進行役ディーラーは賭けの打ち切りを宣言した。ベルと店側の一騎打ちだ。

　ダンジョンで採掘された鉱石を使用しているのか、磨き抜かれた紅玉が不可思議な光を放ちながら高速回転する回転盤ホイールの上で踊る。ベル達が固唾かたずを呑のんで見守っていると、かたんっ、と音を立てて球ボールは１のポケット──赤へと転がり込んだ。

「やりましたね、ベルさん！」

「か、勝ったんですかっ？」

「はい、お見事です」

　シルが笑みを弾はじけさせ、男装姿のリューも表情を変えず賞賛する。

　回転盤ホイールが回っている間は肩を強張こわばらせていたベルも、進行役ディーラーが増えた賭札チップを渡すと、ようやく安堵あんどの笑みを咲かせた。

　手もとに返ってきた賭札チップは六枚、シルが貸した賭札チップは合計十三枚に増えた。

「よし【リトル・ルーキー】、じゃんじゃん賭けていこうぜ」

「え、えぇ？　でも一回勝ちましたし……」

「馬鹿ばか野郎、一回勝ったくらいで何なに言ってやがる。嬢ちゃんに色をつけて返すんだろ」

「赤か黒なんてチマチマやってないで、もっとでかい配当で勝負、勝負。賭札チップも増やして」

「じゃ、じゃあ……数字の縦一列で……」

　モルドとその仲間に乱暴に囃はやし立てられ、ベルはおずおずと五枚の賭札チップを賭ける。その光景にリューは溜息をついた。

　再び回転盤ホイールに球ボールが投げ込まれると、入ったポケットは見事に的中。配当三倍。

「また当たりましたよ、ベルさん！　すごいです！」

「はは……まぐれですよ」

「よぅし、【リトル・ルーキー】この調子で行け！　もっとでかい額だ！」

　シルに苦笑いを返しながら再び賭けるベル。

　賭札チップ八枚、横二列ダブルストリート数字六つ賭け。配当六倍。

　的中。

「あはは、まぐれまぐれ」

　賭札チップ一〇枚、線上コーナー数字四つ賭け。配当九倍。

　的中。

「あら、またまぐれ……」

　賭札チップ三〇枚、横一列ストリート数字三つ賭け。配当十二倍。

　的中。

「まぐ、れ……？」

　賭札チップ一〇〇枚、線上スプリット数字二つ賭け。配当十八倍。

　的中。


「………………」



　高額賭札チップ三〇〇枚、一点ストレート数字一つ賭け。配当三十六倍。

　──的中。




『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?』




　築き上げられた光り輝く高額賭札チップの山に、モルド達は咆哮ほうこうを上げる。

　テーブルに両手をついて身を乗り出す彼等の横で、シルも、リューも、信じられないものを見るかのように放心していた。

　当の本人であるベルは、口を大きく開いて、誰よりも間抜けな表情で固まっている。

『なんです、なんですかな!?』

『見てくださいあれを！　ルーレットのテーブルです!!』

『なんという賭札チップの山……！』『勝ったのはどなたです!?』

『おおっ、あの白髪は間違いない、先日オラリオを賑わせた【リトル・ルーキー】！』

『戦争遊戯ウォーゲームの覇者!!』『ベルきゅん、ベルきゅんじゃないか！』

『なんという【幸運】……！』

『【幸運】の兎だぁ!!』

　モルド達の声、そして周囲の喧騒を聞きつけ、神々を含め他の客からも注目を浴びる。

　それほどの大勝ちであった。鼻息荒くしたモルド達の言うがまま、一気に賭けた高額賭札チップで数字単一を的中させたのが大きい。

　初心者ニュービーの勝利を微笑ましそうに祝っていた進行役ディーラーもこの時になると顔を引きつらせていた。ベルもまた負けず劣らず顔面を引きつらせながら、彼は無意識の内にその右手で背中──能力ステイタスの『とあるスロット』をさすっていた。

「……！」

　そして、この機をリューとシルは逃さなかった。

　人々が集まってくる前に、ベルが稼いだ賭札チップの山から約束通り色をつけて返してもらう。

「ありがとうございます、ベルさん！」

「クラネルさん、この恩は必ず」

　リューとシルは大量の高額賭札チップを持ってテーブルを後にした。「【リトル・ルーキー】もう一度やれぇ!?　つうか俺達の有り金やるからもう一回当てろぉ!!」「むむむむむ無理っ、無理ですっ、もう当たりっこないですよぉ!?」と欲に支配されたモルド達の雄叫おたけびとベルの泣き叫ぶ声を背中で聞きながら、自分達も勝負ゲームを開始する。

　不安要素であった元手の解消。一攫千金いっかくせんきんの好機チャンス。

　図らずとも大勝したベルの高額賭札チップをもとに、リューはここぞと各テーブルで暴れ回った。

「ストレートフラッシュ」

　基本、大賭博場カジノ側に有利──進行役ディーラーと直接対決する賭博ゲームは避け、客同士のポーカーに臨む。生来の凄すさまじい集中力、鉄壁の仮面ポーカーフェイス、そして元派閥ファミリアの悪友に鍛えられた腕で、勝ちを重ねては大金を巻き上げていった。

「上乗せレイズ」

　ベルのおかげで軍資金は十分にある。時には演出として大負けを喫しながら、それすらも痛くも痒かゆくもないと言わんばかりに富者を装い、一層多おおくの賭札チップを賭けた。あまりの豪快な賭けっぷりにリューと同卓につく哀れな客は、必要以上に手役ハンドを警戒──勝負に萎縮してしまい、勝てる勝負も降りていってしまう。威圧的であり不可思議ミステリアスでもある眼帯姿の風貌も大いに作用していた。

「分割賭スプリット」

　進行役ディーラーと勝負する際には、客側に分のある賭博ゲームを選ぶのは勿論もちろんのこと、上級冒険者の動体視力をも駆使した。札カードの動きを読みながら、ここでも悪友に叩たたき込まれた技術カウンティング等をこっそり使い、勝負所では荒稼ぎする。

　一度流ながれを引き寄せたリューは、好循環じゅんかんを生み出してみせた。

「きゃあ！　すごい、貴方！」

　シルはというと、田舎の伯爵夫人を完璧かんぺきに演じていた。

　瞳を輝かせ、豊かな胸の前で手を叩き、時には感極まったようにリューに抱き着いてくる。

（シル、やり過ぎです……）

（ふふっ、そう？）

　半眼でひそかに窘たしなめると、子供のような笑顔が返ってくる。これにはリューも嘆息した。

　かと思えば、さり気なく高級酒を笑顔一つであっさりと注文し、貫禄を見せつけるなど如才ない。

「あのう、男神様達、今よろしいですか？」

「あれれっ、シルちゃん!?　どうしてここに？」

「私の正体は内緒でお願いします。それで、ちょっと頼みたいことがあるんですけど、聞いてもらえますか？　今度お店に来る時、うんとサービスしますから」

「聞く聞くうっ、何でも聞いちゃうよ!!」

　誰にも気取られない伯爵夫人を演じる一方で、シルは自分の本来の顔も使い分けた。

　酒場の看板娘である顔の広さを利用し、遊びに来ている放蕩の神々にある頼み事をする。サービスという餌えさと可憐な笑みに釣られた神々は、少女の頼み事を引き受けホールのあちこちに散らばった。

『先程から目立っているあの眼帯の御仁は、どなたですか？』

『フェルナスの伯爵様らしいよ！』

『まぁ、フェルナスと言ったら小国の……』

『確か、あの国は一度財政難に見舞われた筈では……』

『領地の森から白聖石セイロスの山を掘り当てたらしいよ！』

『なんと、それは羨うらやましい！』

『後はもうなんか色々事業も成功させてウハウハらしいよ！』

『おお、どうりで！』『確かにご立派な面構えをされている！』

『見てください、またお勝ちになられた！』

『私わたくし、あの国に、あんなひとかどの御方がいらっしゃったなんて知りませんでした』

『ええ。お若いのに堂々としていて、素敵』

『隣にいる御夫人も可憐で、白い花のようだ……』

『何でもあちらの奥様は帝国家のご遠縁だとか！』

『それはすごい！』

　人込みに紛れて神々が好き放題に発信する偽の情報。まことしやかな噓うそにあっという間に尾ひれが付き、誇張された噂が大賭博場カジノ全体に広がっていく。

　当初の予定通り賭博ゲームに連勝したリュー達は大量の賭札チップを携え、今やホール中から注目を集めるようになっていた。

「お客様」

　そして、より高い賭け金で賭博ゲームに臨もうとした時である。

　仕立てのいい黒服に身を包んだ、年配のヒューマンがリューのもとに現れた。

「経営者オーナーのセルバンティスが、ぜひお会いしたいと」

　──かかった。

　笑みを浮かべているシルの隣で、リューは心の中で唱えた。

　表情を崩さず、相手がこちらの餌に食いついてきたことを確信する。

「私のような若輩者に、経営者オーナー自らそう言って頂けるとは光栄です。どちらに向かえば？」

「どうぞ、こちらに」

　店の支配人なのか、初老のヒューマンは老紳士のようにリュー達を案内していく。

　向かった先にいたのは、招待客ゲストに挨拶あいさつして回っている大柄なドワーフだった。

「おお、貴方がマクシミリアン殿ですか！」

　こちらに気付いた相手は、両腕を広げて自らも近付いてくる。

　リューより目線が低い、典型的なドワーフの体型。蓄えられた髭ひげもまさにといった具合だ。茶色の髪は前髪から全て後方へ撫なでつけている。

　高級な黒の衣装は彼の太い手足や厚い胸板を押さえつけられず膨れていた。ともすれば彼自身堅気かたぎではない、用心棒の一人にも見える。

「私はテリー・セルバンティス、この大賭博場カジノの経営者オーナーを務めておる者です。今夜は遠路はるばるお越しくださって、ありがとうございます」

「こちらこそ、このような場所に招待して頂いて感謝しています。私は……アリュード・マクシミリアン。こちらは妻のシレーネです」

「夫ともども楽しませてもらっています、経営者オーナー」

　リューが偽名の紹介を済ませると、シルが令嬢のように礼を取る。

　歓迎してくるテリーは愛想あいそを欠かさない人物だった。

　一見強面だが、笑みを絶やさず話す様は相手の警戒心を和らげるのに役立つことだろう。これと似たような『仮面』を被る者達と数え切れないほど接触してきたリューにとっては、対応が揺らぐことはありえなかったが。

　自身も仮面を被り、貴族の演技を続ける。

「早くから挨拶したかったのですが、今宵もなにぶん招待客ゲストの方が多いもので……あらためまして、ようこそいらっしゃいました」

　ここまで案内した支配人のヒューマンが退席していく中、テリーは右手を差し出した。

　その太い手を一度見下ろした後、リューは断る。

「申し訳ありません、私は妻に愛を誓った身。彼女以外に肌を許すことを戒めています。どうかご容赦を」

「これはこれは、マクシミリアン殿は高潔なエルフのようだ。愛されていますなぁ、奥様」

「うふふっ、ありがとうございます」

　頭が硬い、という心の声が言葉の裏にひそんでいるのをリューは敏感に感じ取っていた。

　相手はエルフと相性の悪いドワーフだ。オラリオに訪れたばかりの未熟だった頃とは違う、今更目めくじらを立てようとは思わない。

　それよりも看過できなかったのは、にこやかにシルを見たテリーの視線に、一瞬の好色が滲にじみ出たことである。

（この目付き、やはり……）

　眼帯を嵌めていない右眼を細めるリューは、自分の予想が正しいことを悟った。

「マクシミリアン殿、お聞きしたところ本日は相当そうとうツいているご様子……そこでご提案なのですが、あちらの貴賓室ビップルームに来られませんか？」

　テリーはそれまでの愛想のいい笑顔とは打って変わって、商人のような笑みを浮かべる。

　彼が一瞥いちべつするのは他でもない、リューが目標として定めていたホール奥の扉だ。

「貴賓室ビップルーム、ですか……」

「あぁ、どうかそう構えずに。要はより高額の賭博ゲームを楽しもうというわけです。最高級の奉仕サービスやあの部屋でしかできない賭博ゲームは勿論、マクシミリアン殿のような金満家の方々が揃われています。同じ境遇の者にしかわからない話もあることでしょう。お気に召してもらえるかと」

　大量の賭札チップを保持し、かつ羽振りがいい客を、思惑通り誘ってきた。

　一瞬考える素振りをするリューが視線をずらすと、シルが阿吽あうんの呼吸で微笑みかけてくる。

「貴方、私わたくしもぜひ行ってみたいです」

「妻もこう言っているので、よろしければ」

「がははははっ、決まりですな！」

　笑い声を上げるテリーに引率され、リュー達は移動を始めた。

　込み合う客を避けながら、ホールの奥へと向かう。

「ところで、その物々しい眼帯……何があったのか、お聞きしてもよろしいですか？」

「構いません。実は、モンスターに襲われた妻を助ける際に……傷は『魔法』で塞ふさがっていますが、怪物の爪つめが奪っていった眼球だけは戻らなかった」

「なるほど、名誉の負傷というわけですな。真にマクシミリアン様はご立派な方だ」

　あらかじめ用意しておいた話に、テリーは称賛の言葉を口にする。

　一方で、何かを探るようにリューの横顔を窺うかがってきた。

「……何か？」

「先程から、どこかでお会いしたような気がしているのですが……いや、勘違いですな。申し訳ない、お気になさらずに」

　何かが引っかかっているような表情を浮かべていたテリーだったが、すぐに笑い飛ばした。

　そうこうしているうちに、屈強な門番が立つ樫の大扉に辿たどり着く。

「どうぞ、こちらへ」

　きつく閉ざされていた両開きの扉が開かれる。

　テリーの後に続いたリューとシルは、敵の懐へとうとう足を踏み入れるのだった。











４






　扉をくぐった先は、騒がしいホールから一転して物静かであった。

　照明である魔石灯の光は抑えられており薄暗い。ホールに見劣りしないほどの広間であるが人の数とテーブルは少なく、空間を贅沢ぜいたくに使っていた。

　黒服の給仕と、華麗なドレスに身を包んだ美女達が、客に酒をそそいでいる。

「もっと騒がしいところかと思ってたけど」

「ええ。まるで社交室サロンのようです」

　最大賭博場グラン・カジノ『エルドラド・リゾート』、その貴賓室ビップルーム。

　経営者オーナーのテリー・セルバンティスに連れられるリューとシルは、広い室内を見渡した。

　樫かしの大扉に隔たれたホールの騒音は当然のように一切いっさい聞こえることはない。遮音性に優れた広間には小さな談笑の声がやけに響く。一目で高級とわかる桃花心木マホガニーの卓テーブルは重厚かつ幅広な作りで、それを囲む招待客ゲストもまた外の富者と比べて仕草しぐさも身だしなみも一段階ワンランク上であった。高額賭札チップをもとに彼等が興じているのは切札トランプが多い。

　貴賓室ビップルームには招待客ゲスト以外にも、完璧かんぺきな所作を身に付けている男性給仕、そしてドレス姿の見目麗しい美女、美少女が多くいる。

　テリーの背中を追いながらシルと小声を交わすリューは、彼女達の姿に瞳ひとみを細めた。

「さぁ、こちらのテーブルへ」

　テリーが案内したのは、カードゲームを楽しんでいる者達の席だった。

　都合四人。席についている亜人デミ・ヒューマン達はテリーと古くからの知り合いなのか、気兼ねなく話しかけてくる。

「今夜も楽しませてもらっていますぞ、経営者オーナー」

「ところで、そちらの方は？」

「紹介します。今宵初はじめて我々どもの店に来られた、アリュード・マクシミリアン殿です。お隣におられるのは、そのご夫人のシレーネ殿」

「お初にお目にかかります、皆さん」

「経営者オーナーのご厚意でこちらへ来させて頂きました。よろしくお願いいたします」

　笑顔で迎える招待客ゲスト達にリューとシルが会釈を済ませると、間髪入れず男性給仕が椅子いすを引いた。黙って腰を下ろせば混酒カクテルを丁寧に置くエルフの少女が現れる。

　美しくも人形のような愛想あいそを見せる同胞に、リューは己おのれの表情から感情が消えていくのを抑えながら、テリーに問いかける。

「経営者オーナー、先程から見かけるこの麗しい方々は……」

「彼女達は、まぁ聞こえが悪いかもしれませんが、私の愛人です。自分で言うのもなんですが、多情な私めの求愛に、真摯しんしに応えてくれました」

　聞かずとも確信を抱いているリューの問いに、椅子に座ったテリーは自尊心を隠さず答えた。

「私の愛に応えてくれた美姫達ですが、これを独り占めしようものなら美の女神から小言が飛んでくることでしょう。そこで僭越せんえつながら皆様の目を潤す一役になって頂ければと、こうして酌に協力して頂いているというわけです」

　遠回しに言っているが、つまり彼女達はリュー達が助けにきたアンナ・クレーズと同じ境遇──見初めたテリーがあらゆる手段を講じて強引ごういんに手に入れた者なのだろう。

『好色の経営者オーナーが囲う美女美少女を客に見せびらかす』。モルドが貴賓室ビップルームについて触れた情報は本当だったというわけだ。テリーが財力にものを言わせ集めた『収集品コレクション』である。

　美麗かつ大胆な作りのドレスを纏まとう彼女達は誰だれも彼も美しく、本当に人形のようだった。自身の意思は関係なく、それぞれ理不尽な理由でここにいるのだろう。娘アンナと同様、都市内外から卑劣な方法でここに連れて来られたのだ。

　まるで男の所有物であることを示すかのごとく、様々な色の首飾チョーカーをはめている。

　この部屋はオラリオの真の『治外法権』。このような光景もまかり通る。

　傲岸ごうがんな経営者オーナーを咎とがめる者もいなければ、招待客ゲストもまた彼の『収集品コレクション』を楽しみ、褒ほめ称たたえ、甘い蜜をすすろうとする。

（ならば、彼女もここにいる……）

　自慢げな経営者オーナー、更に美姫等らに粘ついた視線を送る招待客ゲストの姿に義憤を堪こらえながら、リューは次の言葉を発した。

「そういえば……ここに来る途中、経営者オーナーは傾国の美女を手に入れたと耳みみにしました」

　リューがそう切り出すと、途端、他ほかの者達も前情報があったのか色めき立ち始める。

「おおっ、私も聞きましたぞ！　何でも遠い異邦の国から娶めとったのだとか！」

「どうか我々にも見せて頂きたい！」

　周囲の富豪達の唱和。これも吐き気を催す光景だった。

　一方でテリーは大笑たいしょうする。

「がははははははっ!!　皆さんも耳が早い！　ええ、おっしゃる通り、新しい愛人として迎えたのです。せっかくですので紹介しましょう！　おい！」

　彼等の反応に気を良くしたのか、はたまた最初から見せる気でいたのか、ドワーフの経営者オーナーは一人の青年給仕に向かって手を叩たたいた。給仕が恭うやうやしく礼を取った後、貴賓室ビップルームの更に奥から呼び出されたのは、純白のドレスを着たヒューマンの少女である。

「初め、まして……アンナと申します」

　スカートの裾すそを持ち上げ、少女は自らのことをアンナと名乗った。

　間違いない。隠し切れない怯おびえを言動の端々に滲にじませる彼女が、クレーズ夫妻の娘だ。

（なるほど……美しい）

　母親カレンの言葉は誇張ではなかった。大金の質しちとしても十分に頷うなずけるほど、彼女の細面は整っている。純朴そうな碧眼へきがんに白い肌、ほっそりとした顎あごや項うなじ、慎ましい胸の膨らみ。少女と女の間で揺れ動いている容姿は客観的に見てもエルフのリューより可憐かれんで美しく、女神とも張り合えることだろう。その首には他の者達と同じ首飾チョーカーがある。

　母譲りの長い亜麻色の髪は絢爛けんらんな髪留めで結わえられており、まるで彼女の情緒を表すように微かすかに揺れていた。街娘としての明るさは鳴りをひそめ、長い睫毛まつげとともに目を伏せるその姿はただただ庇護ひご欲をそそる。同時に、男達の嗜虐しぎゃく心までも。

　見惚みとれていた富豪達は感嘆の息をつきながら、少女の剝むき出しの肩に不躾ぶしつけな視線を送った。

「これはまた……器量良い」

「ええ、麗しい。女神が地に賜たまわった美とはまさにこのこと。よく見つけましたな、経営者オーナー」

「実は異国の地で巡り会いましてな。きっと神のお導きだったのでしょう。この愛らしさと美しさに私めもすぐ虜とりこになってしまったのです」

　噓うそを並べるテリーの言葉を横に、リューはアンナのことだけを見つめた。

　好奇の目に晒さらされる中で唯一異ことなるその視線に気付いたのだろう、顔を上げたアンナは不思議そうに、あるいは戸惑うようにリューの片方の瞳と目を合わせた。

　それに、テリーが気付く。

「マクシミリアン殿、彼女の顔に何か付いていますかな？」

「いえ……ただ、彼女と似ている娘むすめを知っておりまして」

　リューは既に身に纏う雰囲気を変え、相手の懐ふところに踏み込んだ。

「とある知人の話なのですが、彼は悪漢達の誘いに乗って賭博に手を染めてしまい……財産を奪われた挙句、自慢の一人娘も攫さらわれてしまったのです」

「！」

　アンナとテリー、ともに目の色を変える。

「賭博に応じてしまった娘の父親が間違いなく愚かだったのでしょうが……ただ、詳しく調べてみると、どうやらその一件はとある者の差し金であったらしく」

「……」

「その者は麗しき娘を手に入れるためにならず者達をけしかけ、全てが終わった後は悠々と彼女を懐に囲っているそうです……少女の身の上を知る者として、心を痛めるばかりです」

　牽制けんせいのつもりだったが止まらない。思っていた以上に自分は怒っているようだと自覚する。

　言葉とは裏腹に鋭い語気を発しながら、リューはテリーに視線を移した。

「私は、今でも彼女の身を案じ……その行方ゆくえを追いかけています」

　全ての事柄を、アンナにまつわる経緯を何もかも知っていることを、言外に告げる。

　愛想の良かったドワーフの経営者オーナーは今や仮面を脱ぎ去り、剣呑けんのんな視線をこちらに叩きつけていた。ならず者にも劣らない、その道の者だけが持つ凶暴な目付きだ。

　空気の変化を感じ取ったのだろう、テーブルにつく富豪達はうろたえ、聡さとい者は今何なにが起こっているのかも理解した。話の渦中にいるアンナもただただ呆然ぼうぜんとするばかり。変わらない笑みとともに成り行きを見守るシルだけが一人異彩いさいを放っている。

　アンナを取り戻しに来たという、リューの事実上の宣戦布告であった。

「……興味深い話ですなぁ、マクシミリアン殿？　ちなみに、今更ではありますが、貴殿は彼かのフェルナスの伯爵と聞いておりますが……」

「ええ、ただの田舎貴族です。融通が利きかず、道を踏み外した行いを看過できない……頭が硬いエルフです」

　テリーの探ってくる視線を、リューは真っ向から受け止めた。

　他のテーブルの招待客ゲスト達も、給仕や美姫達も、様子がおかしい彼等のもとに視線を引き寄せられる。貴賓室ビップルームに張り詰めた静けさが訪れた。

「どこのどなたと勘違いされているのかは存じませんが……どうやらマクシミリアン殿は奥様を差し置いて、このアンナに相当ご執心の様子」

　やがて口を開いたテリーは、剣呑な目付きをそのままに、蓄えた髭ひげの奥で笑みを作る。

「ならば、賭博ゲームをしませんか？」

「賭博ゲーム……？」

「そうです。賭博ゲームに勝った者は敗者に願いを聞き入れてもらう。勝者は求めるものを手に入れることができるのです。更に、賭博ゲームに用いるのは全て最高額の賭札チップ」

　パチンッ、とテリーが指を弾はじくと、男性給仕が大量の最高額賭札チップを積んだ荷車カートを押して現れる。きらめきを発する白金プラチナのごとき輝きの山は、リューが先程までホールで稼いだ賭札チップを全て足しても届かない額に及んでいた。

「お貸ししましょう。これでなければ我々の求む賭博ゲームは成り立たない」

　もはや強要とも取れるテリーの言葉を聞いて、リューは心の中で呟つぶやく。

（賭博ゲームの敗者は願いを聞き入れるという代償ペナルティだけでなく、大量の借金も負うというわけですか……それに、逃すつもりもないようだ）

　荷車カートを運んできた者以外にも、リューとシルがついたテーブルの周りを何人もの男達が取り囲む。この貴賓室ビップルームの扉を守っていた者達と同様にみな屈強だ。中でも、

（一人……いや二人、手練てだれがいる）

　テリーの背後に控えるヒューマンと猫人キャットピープルの男達。この二人はリューの目から見ても実力者であった。

　娯楽都市サントリオ・ベガに突出した力を持つ【ファミリア】がいるとは聞いていない。恐らくはテリー個人が雇っている無所属フリーの──派閥を抜け出した野良の用心棒。【ガネーシャ・ファミリア】の幹部とまでは流石さすがにいかないだろうが、彼等がいれば経営者オーナーの身内だけでも十分荒事には対応できるということだ。

「富や地位、名声も勝ち得た私達が真に欲するもの……それは命懸けの緊張感。違いますかな？」

　黒い礼服を纏う用心棒達に圧力をかけさせながら、テリーは挑発のように語りかけてくる。

　自分に楯たて突く輩やからを痛めつけるつもりか、またはアンナの一件をこの賭博ゲームで有耶無耶うやむやにする腹積もりか。とにもかくにも相手の提案は単純シンプルであった。

『賭博ゲームに勝てばいい』。それだけだ。

（ここは……乗っておきますか）

　ここで今すぐ暴れるのは得策ではないだろう。アンナのいる位置がテリーと用心棒達に近過ぎる。また【ガネーシャ・ファミリア】をホールから呼ばれてはリューも一溜ひとたまりもない。

　こちらにはシルもいる。様子見も兼ねるべきだ。

　真隣を一瞥いちべつすると、こくり、とシルは頷きを返してくれた。

「……いいでしょう。その賭博ゲームを受けます」

　目を合わせて了承するリューに、テリーは口端を上げた。

　そのまま同じテーブルにいる面々を見回す。

「皆様もどうですかな！　ここは最大賭博場グラン・カジノ、私とマクシミリアン殿との一騎打ちでは実に味気ない！　条件はみな一緒です、勝者の願いは私が叶かなえましょう！　おっと、流石にお前の命が欲しいなどと物騒な望みは御免こうむりますがな、がっはっはっはっは！」

　両手を広げたテリーの提案に、うろたえる素振りを見せていた招待客ゲスト達は顔を見合わせる。

　羽振りの良さを示しつつ冗談を忘れない経営者オーナーの台詞せりふに笑みを漏もらしながら、やがて彼等は賛同した。それは栄光と破滅を紙一重にする緊張感スリルに飢えている証左なのか、他の者達を巻き込んだ賭博ゲームが準備される。

「賭博ゲームに何かご希望はありますかな？　なければポーカーを行おうと思いますが」

「構いません」

「では勝敗は賭札チップの有無……元手の賭札チップが全て無くなった時点で、その者は敗者です」

　空色の右眼に怒りの光を宿しながら了承するエルフに、ドワーフの経営者オーナーは愉快げに目を細めた。

　間もなく用意された莫大な最高額賭札チップが卓上に重ねられる。

　表情を崩さない給仕達、不安と諦観の念を纏う美姫等ら、そして瞳を揺らす娘アンナの視線のもと、賭博ゲームは開始された。

「では、手始めに賭札チップ二十枚から賭かけるとしましょうか」

「私はその倍を」

　賭博ゲームの種類はフロップポーカー。自分の手札以外に、全ての賭博者プレイヤーが使用できる共通カードが卓上中央に配置される。この共通カードと手札で手役ハンドを作るのだ。弱い手役ハンドでも騙欺ブラフの如何いかんによっては容易たやすく勝利をもぎ取ることができる。

（不正は、今のところない）

　テリーは勿論もちろんのこと、カードを配る男性進行役ディーラーの様子にリューは目を配っていた。他の招待客ゲストも含め、ダンジョンに鍛えられた元冒険者の眼まなこは些細ささいな異変も決して見逃さない。

　逆に周りにいる用心棒達もリューが小細工を働かせないか目を光らせている。特にテリーの側にいるヒューマンと猫人キャットピープルの男は、鋭い眼差まなざしでこちらを凝視していた。

　リューとテリーを除けば他の賭博者プレイヤーは四名。ヒューマンが二人に、小人族パルゥムの富豪、獣人の老紳士。リューと彼等は一喜一憂もしなければ騒ぐこともせず、静かにカードをめくる音と賭札チップの鳴る音を響かせていった。

　銘々の最高額賭札チップの山が増減を繰り返す。

　一見、接戦を演じているように見えるが──。

「おや、この老いぼれが勝ってしまいましたか」

「……」

　獣人の老紳士が勝利し、ベットしたリューの賭札チップをさらっていく。

　上級冒険者流の『駆け引き』により勝負こそ回避したものの、確実に手もとにある賭札チップは切り崩されていた。最初と比べその枚数は今や半分を切っている。それもリューだけだ。リューだけが賭博ゲームに勝利できていない。

　相手方の思考が読めない。『駆け引き』が成立しない。

　対面の席では、まだ優にある賭札チップの横でテリーが不敵な笑みを浮かべていた。

　隣ではシルが神妙な顔でゲームテーブルを見渡す中、リューは胸のうちで呟く。

（迂闊うかつだった……）

　リューの右眼が視線を移すのは周囲、テリー以外の招待客ゲスト達。

　高価な酒を口に運ぶ獣人の老紳士や、手の中の賭札チップをいじる小人族パルゥムの富者の顔には、小さなせせら笑いが描かれている。

（進行役ディーラーだけでなく、経営者オーナーと招待客ゲストの関係性まで見越しておくべきだった）

　テリーと招待客ゲスト達。彼等の関係は賭博ゲームの胴元と客ではない。

『共謀者グル』である。

　リューの目が逐一ちくいち見張っている通り、テリー達は一切のイカサマをしていない。

　ただ、リューの『感知できない方法』で『自分達の手役ハンドを示し合わせている』だけだ。

　手合図ハンドサインか、目配せか、発言に含まれる一部の台詞か、あるいは全てか。自分達だけにしかわからない暗号を交わし、それぞれの手役ハンドの情報を共有しているのである。そして最も強い手役ハンドの者が、リューが勝負に乗り出した時にすかさず負かしにかかる。

　被害を最小限にとどめ、勝てる時に勝てばいいだけだ。

（このテーブルにいる全ての賭博者プレイヤーが、私の敵……）

　敵はテリー一人ではない。招待客ゲストを合わせて五人だ。

　場の共有カードとともに手役ハンドを作る以上、敵は五人分の手札カードを共有しているに等しい。

　相手方の思考が読めない筈はずだ。そもそもテリー達は『駆け引き』をするつもりなど──騙欺ブラフのかけ合いをするつもりなど毛頭ないのである。

　群れで冒険者に襲いかかるモンスターのように、数の暴力でリューを押し潰つぶす気だ。

（不覚だ……怒りで視野が狭くなっていた）

　己の目が曇っていたことをリューは認めざるをえなかった。

　常のリューならば早々に気付けた筈だ。しかし娘アンナへの仕打ちと、美姫達をもののように扱うテリーと招待客ゲスト達の傲岸さが、彼女から冷静な洞察を一時いっとき奪ってしまったのだ。

　いや気付けたとしても、勝負を受けた時点でリューの負けは濃厚だったのである。

　このような初歩的な失敗ミスを犯すなんて、とリューは自分を罵った。

「賭札チップが随分と減ってしまったようですが、大丈夫ですかな？　マクシミリアン殿？」

「……」

　遅まきながら相手方の挙動を観察し暗号を見極めようとするものの、それがすぐさま打開の一手に繫つながることはない。口を噤つぐむリューに、テリーが面白おもしろがるように声をかけてくる。

　彼の太い手に腰を引き寄せられる娘アンナはよろめきながら、賭博ゲームの趨勢すうせいを見て泣きそうになっていた。何も知らない彼女であるが、自分のために怒っていたリューの劣勢を察して悲しんでいるのだ。あるいは自分のせいで巻き込んでしまったと思っているのかもしれない。

「そういえば、まだ私が勝った時の願いを言っていませんでしたな」

　娘アンナの腰と腹部をドレスの上から蛇のように撫なでながら、ドワーフの経営者オーナーは告げた。

「私が勝った暁には、貴方の伴侶……隣にいる奥様をしばらく貸かして頂きましょうか」

　努めて泰然としていたリューの表情が、この時、初めて揺れ動いた。

　更なる瞋恚しんいの炎によってだ。

「お若い奥様をもらわれて羨うらやましい限り。私もぜひ、そのおこぼれに預かりたいと思いましてなぁ。なに、私が暇な時に晩酌に付き合ってもらうだけです……二人きりのね」

　好色の目付きがリューの隣、シルにまで向けられる。

　静かに瞥見を返す薄鈍うすにび色の髪の美少女に対し、テリーは下卑げびた笑みを浮かべた。

　なるほど、これが『洗礼』。

　この貴賓室ビップルームに訪れた新参者──中でもテリーの目にかなわなかった者や敵対する者──は遠からず今いま行っている賭博ゲームを強迫されるのだろう。敗北した際に生じる借金を盾にされれば要求を呑のまざるをえなくなる。たとえ己の親しい者や、伴侶を要求されたとしても。

　新参者は食い物にされるというモルドの言葉を、はっきりと理解する。

　それとともに生じるのは、御し難い憤激だ。

「生意気な者や欲に目が眩くらんだ者、あとは貴方のような正義感に突き動かされる者……私は全て、食い物にしてやりましたよ」

　──ここでもう、暴れるか。

　たとえ嵌はめられたとしても賭博ゲーム──勝負を途中で放棄するというのは潔癖なリューの矜持きょうじに逆らうものだった。しかし、そんなものは些細だと思えるほどの怒りが抑え切れない。

　己の知己に劣情を向ける男が許せなかった。

　あわよくば、おこぼれを頂戴しようとしている男の協力者達に反吐へどが出た。

　殺気立つエルフに、ヒューマンと猫人キャットピープルを含め周囲の用心棒達が身構える。

　リューは懸念や危険性リスクを度外視して、今より仕掛けようとした。

「貴方」

　しかし。

　隣からそっと伸ばされた左手が、リューの手の甲に置かれる。

　はっとして動きを止めるリューが横を見ると、シルは微笑を浮かべていた。

　あたかも何かを諭すように見つめてきた彼女は、ゆっくりとテリー達に視線を移す。

「皆さん、夫は少々疲つかれているようです。ですので、ここからは私が代役として賭博ゲームをさせていただけませんか？」

　その提案に、テリー達だけでなくリューまでも驚きをあらわにした。

「シルッ」

「貴方、お願い。自分の行く末は自分の手で決めたいの……貴方のせいになんかしたくない。経営者オーナー、敗けた際には私わたくしは望む通りにいたします。だから、夫には何もしないで」

「ふふふっ、はははははは……真に美しいものですなぁ、夫婦愛というのは。ええ、約束しましょう、奥様」

　思わず身を乗り出すリューだったが、シルの縋すがるような眼差しと言葉に制される。

　そのやり取りは他の者達の目にどう映っただろうか。健気けなげな若妻の献身か、夫を庇かばおうとする自己犠牲か。

　だが、リューはそのどちらでもなかった。

　仰々しいほどに『伯爵夫妻』の言動を演じるシルのその姿に、かえって冷静になった。

　酒場の同僚が見れば白けるほど完全演技の儚げな笑みを作りながら、少女は立ち上がる。

「経営者オーナー、もう一つ我儘わがままを聞いて頂いてもいいですか？」

「何ですかな？」

「私わたくしの命の恩人とお会いしたいのです。そのために、この部屋へ呼んで頂ければと」

　リューはその時、『まさか』という表情を浮かべた。

「実は、私と主人の危機を助けてくださったさる冒険者様がいらっしゃって……」

「……」

「今夜、お礼もかねてお食事をする予定だったのです。けれど、もし晩酌を務めさせて頂く場合は、私は行けません。ですから、その……お別れを済ませたいのです」

　シルの口から出る全くの出まかせに、リューは当惑の目を向けるのを堪こらえ、何も喋しゃべらず彼女の行動に任せることにした。気丈に振る舞っている──ように見える──伯爵夫人に、テリーは何の疑問も持たず目を細める。

「いいでしょう。特別にこの貴賓室ビップルームの入室を許可しますぞ」

「ありがとうございます」

　シルから『さる冒険者』の特徴を聞いた用心棒の一人が貴賓室ビップルームを出ていく。

　時間を置いて連れてこられたのは……何が何だかわからない顔を浮かべた、一人の白髪の少年だった。

「あの白い髪……間違いない、【リトル・ルーキー】」

「ベル・クラネル？　先日の戦争遊戯ウォーゲームの？」

　招待客ゲスト達がひそめき合うのを他所よそに、やはり、とリューは思う。

　貴賓室ビップルームの雰囲気に狼狽ろうばいしている少年、ベルは自分の知らない世界に迷い込んだかのように何度も顔を左右に振っていた。何故なぜ彼を呼び出したのか、シルが何を考えているのか、リューには全くわからなかった。

　しかしリューは、シルのことを信頼していた。

　何せ彼女は酒場の同僚達に『魔女』などとぼやかれるほど抜け目がなく、元冒険者であるリューより一枚も二枚も上手で──何より神々にも一目置かれているほど、その本質は『したたか』なのだから。

「ごめんなさい、クラネル様。この後お付き合いが入ってしまいました。お詫びのお食事は取り消しにさせてください」

「えっ、あ、あの？」

　わけもわからず連れてこられたベルは、側までやって来たシルが身に覚えのない話を切り出すと、益々ますます混乱したような表情を見せた。

　薄暗い貴賓室ビップルーム、冷笑を浮かべているテリーと招待客ゲスト。物々しい用心棒達と、彼等にテーブルごと包囲されているリュー。最後にドレス姿の数多くの美姫。

　周囲を窺うかがっていたベルはぐっと喉のどの辺りを強張こわばらせた後、目の前のシルに視線を戻した。

「シ、シルさん？」

「どうか今はシレーネとお呼びください、クラネル様」

　顔を寄せて呟くシルは、一瞬、悪戯いたずら好きの子供のように笑えむ。

「シ、シレーネさん……今、何を、しているんですか？」

　そして、唇の前に指を立て、問いに対して笑ってみせる。

「いけない遊び、ですよ」

「……」

「いいですか、クラネル様。この貴賓室ビップルームは【ガネーシャ・ファミリア】の皆さんも入はいられてはいけない場所……だから、誰も通ってはいけないんです。たとえ、もし何かあったとしても、ここに来てはいけません。勇敢ゆうかんな貴方も、です」

　囁ささやくように、忠告するように告げるシルに、ベルは目を見開いていた。二人の会話に広間中の者達が耳を傾けている中、リューもその様子をじっと見つめる。

　最後に、シルは切なげに言った。

「貴方にお会いできて嬉うれしかった……またご縁があればお会いしましょう」

「シルさっ……シレーネ、さん」

「最後に、手を握って頂いてもよろしいでしょうか？」

　瞳を潤ませた少女に懇願され、少年はおずおずと彼女の手に自分のものを重ねる。

　シルも少年の温もりをもらうように、ぎゅっと握り返した。

「ありがとう……さようなら」

　目もとを押さえるシルが背を向けると、ベルは両隣を挟む二人の用心棒に連れられ、貴賓室ビップルームの外に追い出された。

「おやおや、奥様はどうやら恋多き女性のようですなぁ、マクシミリアン殿？」

「……」

　悲愛の演劇のごとき一部始終をにやにやと見守っていたテリーに声をかけられるが、リューは何も答えない。恋をしているように見えるのは当然だ、何せシルが想おもいを寄せているのはあの少年なのだから、とは言い返さないでおいた。

「お別れは済みましたかな？」

「はい」

　テーブルに戻ってきたシルは、テリーに頷き返しながら座り直す。

　目尻めじりを拭ぬぐい、毅然きぜんとした面持ちを浮かべる彼女を見やった後、テリーは質問した。

「では始めたいと思いますが……ちなみに、奥様はポーカーの規則ルールをご存知で？」

「はい、お店の同僚……こほんっ。やんちゃな使用人メイド達に誘われて、よく主人の目を盗んで興じていました」

　咄嗟とっさに言い直したシルに、リューは微妙な表情をした。お店の同僚──アーニャやクロエ達だ。彼女達がこの場にいれば使用人メイド扱いされたことにニャーニャーッと抗議したに違いない。

　それとここで言う『主人』とはリューのことではなく、女将ミアのことだろう。

　彼女の目を盗んでこっそり遊んでいた店員達に、誘われでもしていたのだ。

「お恥ずかしいのですが、私わたくしはあまり難しい種類のものはやっていなくて……ドローポーカーでもよろしいでしょうか？」

　ドローポーカーは配られた五枚の手札の中で手役ハンドを作り、一度だけカードの変更が許される。数あるポーカーゲームの中でも最も基本的なものだ。

　規則ルールが変わっても各々の賭札チップの量に変動はない。リューの代役であるシルは減った賭札チップをそのまま引き継いでいる。問題なかろう、とテリー達はその要求を呑んだが、

「それと、もう一つ」

　ぱんっ、と胸の前で両手を叩き、シルは更に注文を重ねた。

「勝負を下りる際には、参加料アンティの二倍の額を支払う、というのはどうですか？」

　使用人メイド達とよくやっていた規則ルールであると、シルはにこっと笑顔でのたまう。

　要は強制ベットの負荷が高まったと考えればいい……のだが。

　しおらしい態度から一転して笑いかけてくるシルに、テリー達は面食らってしまう。

「……まぁ、いいでしょう」

　怪訝けげんな顔付きをしつつも、顔を見合わせたテリーと招待客ゲスト達はその提案を受け入れた。




（何やらおかしな運びになったが……構うまい）

　進行役ディーラーがカードを配り直すのを脇目に、テリーはテーブルを挟んだ正面を見やる。

　賭博者プレイヤーをシルに譲り、彼女の背後に立つリュー。警戒心がてんでない少女の手札を他の者に盗み見られぬよう、騎士のごとく寄り添っている。眼帯で右眼と顔半分を隠した不可思議ミステリアスなエルフは、テリーの視線に対し一瞥を投げてきた。

（お高くとまったエルフの若造め……そもそも最初見みた時から気に食わなかったのだ。その身一つで悲劇の娘ヒロインを助けにきた騎士ナイトのつもりかっ）

　テリーがリューからシルに視線を移せば、たちまち心の中で嗜虐心が首をもたげる。

（貴様の伴侶を奪い、その澄ました顔をぐちゃぐちゃに歪ゆがめてやろう）

　娘アンナとは趣おもむきは異なるが、この伯爵夫人も美少女だ。薄い化粧に隠れた純朴そうな顔立ちに反して、その双丘は意外にも実っており肢体も瑞々みずみずしい。まだ手を出していない娘アンナとともに、いっぺんに味見をしてみるのも面白いだろう。

　テリーは界隈かいわいで噂うわさされている通り、この貴賓室ビップルームで度々『洗礼』を行っている。

　敵対者から奪った品や女は質しちだ。課せられた借金に苦しむ愚か者どもを隷属させるための。

　金と権力にものを言わせた傲岸不遜ふそんな振る舞いは、一見身みの周りを敵だらけにするように思えるが、テリーは飴あめと鞭むちを使い分けた。彼は逆らう者には容赦しなかったが、一度頭こうべを垂れた恭順者には翻ひるがえって厚い待遇を与えたのだ。

『洗礼』は同時にテリーを取り巻く招待客ゲスト達にも旨味があった。苦境に立たされる新参者をさも哀れむように手を差し伸べ、様々な方法で力添えしては懐柔する。この貴賓室ビップルームに招かれるほどの資産家に恩を着せれば、自分達の懐が最後には潤うことを招待客ゲスト達は経験則から理解していた。利害関係によって同志を増やすテリーは、その揺るがない地位もあって間違いなく最大賭博場グラン・カジノの絶対者である。

　テリーは自分こそが賭博の楽園の、いやオラリオの王であると信じて疑っていなかった。

（ギルドも我々には介入できない。たとえ目の前の相手が力で訴えてきたとしても、こちらにはファウスト達がいる）

　テリーの背後に控えるヒューマンと猫人キャットピープルの用心棒。この二人はテリーが高い金を払って宿っている腕利きの者達だ。その筋では名を馳せている──上級冒険者でさえおののくほどの──実力者でもある。いくらテリーが脅しつけても首を縦に振らなかった者は、この二人がひそかに葬ってきた。

　目の前の賭博ゲームでも、リュー達がイカサマをしようものなら即刻見抜くことだろう。

　他の招待客ゲストと『共謀者グル』であるテリーの勝ちは動かない。

（貴様も俺おれの足もとに這はいつくばらせてやる！）

　やがて進行役ディーラーがカードを配り終える。それと同時に集められる賭博者プレイヤー達の参加料アンティ。

　テリーともども四名の招待客ゲストが胸のうちで舌舐なめずりをする中、賭博ゲームが開始スタートした。

　──その直後。

「わぁ!!　見て、貴方！」

　結わえられた薄鈍色の髪を揺らしながら、シルが歓呼した。

「ほら、同じカードが四枚！　これってフォーカードでしょう！」

　両手に持った手札を見て喜ぶ伯爵夫人のその姿に、テリーも、招待客ゲストも、周りで見守る用心棒や給仕も、娘アンナや美姫達でさえも啞然あぜんとした。

　それはリューも同じであった。

　瞠目どうもくするエルフは立ちつくしながら、シルの手札に視線を落とす。

「……ええ、その通りです」

　何も悟られないようリューはすぐさま落ち着き払った表情を作り、短い言葉で肯定した。

「やったぁ！」とシルは依然いぜん無邪気な子供のように喜んでみせる。

　はっきりと口にされた『フォーカード』という単語。自分の手役ハンドを堂々と明かす真似まね。

　動きを止めていたテリーと招待客ゲスト達は、ややあって、失笑した。

　明らかな騙欺ブラフである。

（全くの子供騙だましだ。世間知らずの貴婦人を装ったのだろうが……規則ルールも知らないド素人め）

　大方、この騙欺ブラフで機先を制するつもりだったのだろう。『参加料アンティの二倍の額を支払う』という規則ルールも心理的圧力プレッシャーをかけようという浅知恵だ。一度も手札を変えず手役ハンド上位のフォーカードなどまずありえない。

　引っかかるものか、と心中で嘲弄ちょうろうしながらテリーはひそかに目配せを行った。

　招待客ゲスト達が視線を受け止め、互いも見交わした後、獣人の老紳士が間を置いてから給仕を呼び止めた。

「あぁ君、アルテナワインの三十年ものを頼む」

　アルテナワイン、三十年もの──手役ハンドは同カード三枚上位のフルハウス。

　この賭博ゲームは彼の勝利で決まりだ。あらかじめ決められている暗号を交わしたテリー達は上辺だけの騙欺ブラフをかけ合い勝負を降りていく。残ったのは獣人の老紳士と、シルのみだ。

「どうやらこの老いぼれと一騎打ちのようですが……どうなさいますかな、奥様？」

「じゃあ、上乗せレイズで」

「ふふふっ、随分強気つよきでいらっしゃる。ならば私も上乗せレイズとさせて頂きましょう」

　老紳士の唇がつり上げられる。

　さぁどうだ、下りてもいいんだぞ、という体で獣人の招待客ゲストが目を細めると、

「上乗せレイズ」

　手札の交換ドローを待たず、シルが更なる賭札チップを上乗せした。

「……!?」

　再三にわたる宣言コール。小揺ぎもしない少女の微笑。

　これには獣人の老紳士ともども、あざ笑っていたテリーや他の招待客ゲスト者達も動きを止めた。

　まさか本当に──と動揺が老紳士の顔に走るが、いやハッタリだ、とすぐに考え直す。

　このような小娘の稚拙な駆け引きに屈してたまるか、という意地を剝き出しにした。

「は、はははっ……よろしい、では勝負といきましょう」

　つり上げられた口角に怒りを滲ませながら、獣人の老紳士が同額の賭札チップを出した。

　たたずむリューが静かに見守る中、手役ハンドが公開される。

　老紳士の役は当然、フルハウス。

　対してシルは、

「フォーカード」

　予告通り、四枚の『女王クイーン』を叩きつけた。

「っ!?」

　テリー達が一斉に驚愕きょうがくする。

　老紳士の役を上回る手役ハンドを見せつけられ、しばらく言葉を失ってしまった。

「こ、これは、一本取とられましたな……」

　参加料アンティと上乗せレイズ分の賭札チップが全てシルのもとに集められる。

　引きつった笑みで取り繕つくろっているものの、老紳士の顔は屈辱に燃えていた。

　だが──その怒りはすぐに別の感情に取って代わる。

「すごい、貴方また見て！　今度は全部同おなじ紋標マーク！」

「……!!」

　またか、と。

　再び手役ハンドを打ち明ける真似をするシルの笑顔に、招待客ゲスト達は顔色を変えた。

『もう一度などありえるものか』という怒りと『まさかまた』という疑念。呈する半信半疑の様相。押し黙るテリーが様子見で勝負を下り、合図を送られた最も強い手役ハンドの招待客ゲストが勝負を仕掛ける。

「ああ、また私の勝ちですね」

「……!!」

　だが、やはり宣告通りシルの手役ハンドが賭札チップを押収した。

　ここで一気に招待客ゲスト達の心は傾いてしまう。

　すなわち、この少女の引きは強い──その賭博ゲームの腕は本物ではないかという疑念に、だ。

「ストレート」

　シルはもう、演技を行わなかった。その本性を隠しもしない。

　可憐かつ不敵な微笑を纏って、手役ハンドを予告する。

「……お、下りる」

「わ、私もだっ」

　宣言された手役ハンドに恐れをなし、全ての招待客ゲストが勝負を回避した。シルの一人勝ち。

　そこからは止まらない。

「スリーカード」

　カードを裏のままテーブルに伏せ、自らの手役ハンドを明かしていった。

「フラッシュ」

　静かに、粛々と、大胆に。

「フルハウス」

　重なっていくシルの連勝。少女のもとで積み上げられていく最高額賭札チップ。

　愕然がくぜんとするテリーがまず疑ったのはシルと、その背後に控えているリューの不正イカサマ。視線を前と後ろに飛ばすと、息を呑んでいる進行役ディーラーは慌あわてて首を横に振り、ヒューマンの用心棒も無言のままそれに倣ならった。

　おかしい、強過すぎる、とテリー達が心の声を一つにしていると、直後、それを見透かしたかのように──。

「あっ、いけない」

「！」

　招待客ゲスト達が勝負を降りたため伏せられたままのカードを、シルが進行役ディーラーに戻す際に誤って卓上にばらまいてしまう。広げられたその手役ハンドは、完全な不成立ハイカード。

　呆然とそれを見ていた招待客ゲスト達の顔が、あっという間に真まっ赤かに染まる。

（馬鹿ばかっ、挑発だ！）

　テリーが心の中で焦あせりの罵倒を叫ぶが、協力者達には届かない。

　激怒する招待客ゲストがシルの予告にも構わず勝負を受けると、その一瞬後には敗北した。

　口を大きく開け、もはや声も出せない招待客ゲスト達は何が起こっているのかわからない表情を晒した。完璧な混乱状態である。

　それから間もなく、一人目の脱落者が出た。

「そん、な……」

　青ざめるのは先程の獣人の老紳士である。

　あれほどあった賭札チップの山がかき消えてしまい、魂を抜かれたかのように放心した。

　テリーや招待客ゲスト達が衝撃に打ち抜かれる最中さなか、淡々と賭博ゲームを続けるシルは、おもむろに口を開いた。

「皆さん、ご存じですか？　神様達の中には、『魂』の色を見抜いてしまう女神がいるそうですよ？」




「シルとリューはまだ大賭博場カジノかニャ？　大丈夫かニャ～？」

　シル達が賭博ゲームを行っている同時刻、酒場『豊穣ほうじょうの女主人』。

　厨房の片隅で溜まりに溜まった皿を洗いながら、アーニャが間延びした声を出した。

「心配するだけ無駄ニャ」

「そうそう、大派閥ガネーシャの連中に絡からまれたらヤバイけど、そこはリューが上手うまく立ち回るだろうし」

　杞憂きゆうであると切り捨てるのは猫人キャットピープルのクロエと、ヒューマンのルノアだ。

　三人並んで皿洗いに勤しむ中、クロエはげんなりしながら続ける。

「シルはどうせ今頃いまごろ荒稼あらかせぎして、人畜無害そうな顔に黒い笑みを浮かべているのニャ……」

　少女のポーカーの強さを知る彼女の言葉に、他の二人も頷いた。

「いったい何回負まけて、皿さら洗いを肩代わりしてきたことか、ニャ……!!」

「まぁあんたは絶望的に賭博ゲームが下手糞へたくそだけど……私達、シルに勝った試しないよねー」

「仮面ポーカーフェイスとか騙欺ブラフとか、そんなチャチなものじゃ断じてねえニャ」

　腕で拭った頰ほおに泡をつけながら、クロエは天井てんじょうを睨にらむ。

　これまでもそうだった。にこにこと笑う少女に、クロエ達は必ず敗北してしまうのだ。

　そう、まるで『己の手のうちを全て読まれている』かのように。

「まるで、ミャー達の噓がバレバレな神様と勝負している感じニャ……」

　賭博場において、神々のポーカー参戦は非常に煙たがられる。

　なぜならば、彼等には子供達の噓が見抜けてしまうから。

　騙欺ブラフのかけ合いなど最初から負け戦──そのように判断される。

　シルの妙な勘の良さはそれに通ずるものがある。店員の中でも賭博好きの猫人キャットピープルは、ぐぬぬぬっと打ち震えた後、溜息ためいきを吐つき出した。

「シルは、やっぱり『魔女』ニャ」




「何でも彼女の瞳めは、『魂』の色の揺らぎを見て、子供達の心まで暴いてしまうのだとか」

　薄暗さを演出する魔石灯の光に照らされながら、細い指が配られたカードの輪郭をなぞっていく。聞く者を引き込ませる魔力のごとき声音を醸し出しながら、少女は目を伏せて語る。

「勿論、私はそんな女神様の瞳めは持っていませんが……」

　招待客ゲスト達の視線を一手に引き寄せるシルは言葉を切り、一笑した。

「好きなんです、人を視みることが。沢山の人がいると、沢山の発見があって……目を輝かせてしまう」

　それは以前、少女がとある少年に聞かせたものと酷似した言葉。

　悪い癖くせですね、と悪びれた様子もなく口にし、髪の色と同じ薄鈍色の瞳を弓なりにする。

「『人間観察』って言うんでしょうか？　そんなことを続けているうちに……なんとなーく、わかるようになったんです。その人が今、何を思っているのか」

　その言葉を聞いて、招待客ゲスト達だけではなく、貴賓室ビップルームにいる全ての人間が耳を疑った。

「本当か噓か、怒っているのか悲しんでいるのか、焦っているのか苦しんでいるのか……白か、黒か」

　これも騙欺ブラフなのか、あるいは本当に真実なのか。

　疑念の渦うずはもはや抜け出せない蟻あり地獄じごくと化していた。招待客ゲスト達の表情が次から次へと変わり、あたかも断崖絶壁に追い詰められたかのように発汗を催す。小人族パルゥムの富者はすっかり蒼白となり、その手は小刻みに揺れて止まらなくなっていた。

「瞳ひとみは、色んなことを教えてくれる」

　シルの背後に立つリューも、内心で驚愕を禁じえなかった。

　その話が本当ならば、シルは相手の表情を、瞳を見ただけで思考を読むことが可能ということだ。こちらの手役ハンドを明かし、相手の瞳が揺らいだのであればそのまま勝負、逆に揺らがなければ手札を交換ドロー、あるいはあっさりと引き下がる。

　それはつまり、相手の手札を視みているに等しい。

　リューが培ってきた冒険者の『駆け引き』とは全くの別物、一方的な情報の蹂躙クレアボヤンスだ。

　信じられないと思う一方で、リューには覚えがあった。心の底を見透かすようなシルの眼差しを。その時の彼女は大抵何なにも聞かないが、リューが悩んでいる時、笑顔と一緒にそっと助けてくれるのだ。

「こ、このっ……!?」

　頰を痙攣けいれんさせるテリーもまた、冷静ではいられなくなっていた。

　賭博の楽園の王を名乗る彼が、巨万の富を築き上げてきた富豪達が、たった一人の少女の言葉に翻弄ほんろうされ、威圧されている。

　テリーはシルと目を合わせた。彼女の双眸そうぼうを見つめ、喉を震わす。

　その薄鈍色の瞳で何を視みているのか。

　その瞳の奥にひそむ輝きは何なのか。

　その瞳の中に、一体、何を飼っているのか──。


（っっ──何が伯爵夫人だ、何が若奥様だっ、『魔女』め!!）



　とある猫人キャットピープルと同じ単語を想起しながら、テリーは右手を握り締めた。

　今やテリーを除けば招待客ゲスト達の賭札チップはあと僅わずか。ここにきて『参加料アンティの二倍の額を支払う』という追加規則ルールが一気に彼等の寿命を縮めにかかっていた。強制ベットの過負荷により起死回生の手役ハンドを待てず、弱小の手役ハンドで勝負に出なければならないという事態が往々にして発生していた。そしてシルはその時機タイミングを押さえるのが絶妙で──まさに彼我の優劣を見通しているがごとく──賭博者プレイヤー達の首を優しく、無慈悲に刈り取るのだ。

　最初の二戦。あれが痛かった。あの勝敗が決定的な刷り込みを与えてしまった。相手の不気味な予告手役ハンドに疑念と恐怖を抱き、前半から積極的な勝負を行えなかったのだ。最初で最後の勝機チャンスを放棄してしまっていたのである。

　一人、また一人と、茫然ぼうぜん自失じしつとする招待客ゲストが脱落していく。

　終盤で一気に加速する賭博ゲームの趨勢に、今や用心棒や美姫達が固唾かたずを呑んで見守る。

　全て戦略だ。

　全て、少女の掌の上の出来事だ。

（このままでは負ける……！）

　テリー自身何度か勝ちは拾っているものの、それも最低限と呼べるものだ。彼自身の賭札チップも既に半分を切ろうとしている。生来ドワーフの握力がカードを握り潰してしまうことを何とか耐えながら、次の賭博ゲームに移行、進行役ディーラーから新たな手札を受け取る。

「！」

　その時、テリーの目は見開かれた。最初に飛び込んできたのは祝福を象かたどる聖杯せいはいの紋標マーク。次いで四枚重なった『王キング』。フォーカードだ。

　──最後に勝利の女神が微笑ほほえんだのは自分だ！

　テリーは歓喜した。皮肉にも最初の勝負の意趣返しとも取れる手役ハンド。

　天は自分に勝てと、そう言っているのだ。

（本当にこちらの手役ハンドを見透かしているのか、そんなことはもはや関係ない！）

　全賭札投入オール・インだ。ここで一気に勝負の流れを変える。

　血走った瞳でテリーはシルを睨みつけた。賭博ゲームの進行に身を任せながら、相手が断頭台に上ってくるのを待つ。

「……カードを」

　男のギラついた双眼を前に、初めてシルから微笑が消えた。

　これまでより静かな声で手札の交換を求める。

　薄いカードが山札デッキから投じられる音、娘アンナの震える吐息、賭札チップを握り締めるテリーの嘲笑。貴賓室ビップルームの隅々から全ての視線が集まる中、リューが見守る先で少女はカードに手をかける。

　そしてシルがカードを手札に加えた、次の瞬間。

「ふっ、ふふっ──あははっ」

　思わずと言った風に、その唇から笑声が漏れた。

「ちょっとだけ、あやかれたら……なんて思っていただけなのに」

　どこか熱のこもった声音を落とし、シルはまるで恋する少女のように瞑目めいもくする。

　口もとに笑みを湛たたえ直す彼女は瞼まぶたを開け、対面にいるテリーを見つめた。

　その視線に一瞬気圧けおされるテリーであったが、虚仮威こけおどしだっ、と自分に言い聞かせる。己の手役ハンドを信じて勝負へと臨んだ。

　両者ともに大量の賭札チップがベットされ、手札が開かれようとする間際まぎわ。

　シルは告げた。

「今日の私は、どうやら『幸運の兎うさぎ』さんに祝福されているみたいです」

　直後、カードが公開される。




「ロイヤルストレートフラッシュ」




　──ガタンッ!!　と獣人の老紳士が勢いよく椅子を飛ばし、腰から床に倒れ込んだ。

　衝撃によりテリーの賭札チップの山が滝のように崩れていく。いくつもの白金プラチナの輝きが音を立てて散らばる最中、口を両手で覆う美姫達も、顔中から汗を垂れ流す招待客ゲスト達も、立ちつくすアンナも、その表情を驚倒一色に染めた。

　特殊札ワイルドカードを加えた、この日一番の最強の手役ハンド。

　眼球が飛び出ようかというほど見開いたテリーは、勢いよく背後を振り返る。

「ファウスト!?」

　ドワーフの凄すさまじい怒号に対し、呻うめきながら首を横に振るヒューマンの用心棒。

　不正イカサマはしていないという護衛の姿に、テリーはあらん限りに歯を食い縛る。

「ふふっ……ありがとう、兎さん」

　シルは手役ハンドの中から、特殊札ワイルドカード──『兎』に跨またがった道化師ジョーカーを片手で持つ。

　愛おしそうに『兎』の円つぶらな瞳を見つめた少女は、別れ際に握にぎった少年の温もりを思い出すかのごとく、手の甲を頰に当てた。

「……っ!?」

　うずたかく積まれた賭札チップの山。エルフの守り人を背後に控えさせる賭博ゲームの勝者。

　手もとから全ての賭札チップを失ったテリーは、目の前の光景に凍りつく。

　見誤った。

　自分は見誤っていた。認めるしかない。

　テリーは最初、リューが己の身一つで娘アンナを助けにきた騎士ナイトだと思っていた。

　だが違った。騎士はその身み以外に、確かな『切り札』を所持していた。

　目の前の少女こそが『切り札』──騎士ナイトの『女王クイーン』だったのだ。

「ねぇ、リュー？　これって」

「ええ、シル──」

　少女は両手を用い、拙つたない仕草で鮮やかな紫の扇を広げる。

「──貴方の勝ちだ」

　リューの宣言が響く中、シルは口もとを扇で隠し、呆然とする富豪達の前で薄鈍色の瞳を細めるのであった。
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　静けさが貴賓室ビップルームを包み込んでいる。

　広間にいる者達は全員動きを止め、慄然りつぜんとした眼差まなざしを同じ方向にそそいでいた。

　桃花心木マホガニーの卓上に築かれた最高額賭札チップの山々。招待客ゲストも交えて行われた賭博ゲームは一人の少女の圧倒的勝利によって幕を閉じた。

　思いもよらぬ結果に誰だれもが驚愕きょうがくを隠せておらず、それは最大賭博場グラン・カジノの経営者オーナーテリーも同じである。

　伯爵夫妻に扮ふんするリューとシルは二人悠然としながら、彼に視線を投げた。

「経営者オーナー、それでは約束通り……主人の願いを聞いて頂けますか？」

　シルに微笑ほほえみかけられ、テリーはぐぐっと拳こぶしを作る。

　勝った者の願いを叶かなえるというのが賭博ゲーム前の口約だ。招待客ゲストの衆目がある手前、ごねて敗北を受け入れないのはただの恥晒さらしである。側にいる亜麻色の髪の美少女、アンナ・クレーズを瞥見したテリーは、屈辱を嚙かみ締めながら返答した。

「よろしい……彼女にはしばらく暇を出すことにしましょう。思えば、異国から来たばかりで疲れているでしょうからなぁ」

　娘アンナを探しに来たと言うリューのもとに、少女を返す。

　まだ困惑しているアンナが恐る恐る去っていく光景にテリーは腸はらわたが煮え返る思いだった。

　事実上の手放しだ。まだ買ったばかりで愉たのしんでさえいないというのに。

「これでよろしいですか、マクシミリアン殿？」

　席から立ち上がるシル、そしてやって来た娘アンナを己おのれのもとに置くエルフを睨にらんで吐き捨てる。

　この若造、青二才めっ。

　今に見ていろ。俺おれに恥をかかせたことを後悔させてやる。

　心の中でテリーが憎悪を滾たぎらせていると──リューが口を開いた。

「いや、まだだ」

　その言葉に、テリーは更なる怒りで自分の目もとが痙攣けいれんするのがわかった。

「……何ですかな。このアンナだけでは、ご満足して頂けないと？」

　思い返せば、確かにリューは『娘アンナを連れ帰る』といった願いをはっきり口にしていたわけではない。しかし、この期に及んで要求を上乗せしようという態度は業腹以外のなにものでもなかった。

　テリーの胸中を他所よそに、眼帯のエルフはこちらを真っ直ぐ見据えてくる。

「いやはや、マクシミリアン殿はエルフにもかかわらず強欲でいらっしゃる。私はどれほど愛する者達を手放せばいいのでしょう？」

　テリーの皮肉たっぷりの言葉を無視し、リューは次の一言を告げた。




「全員だ」




　その発言に、数瞬、貴賓室ビップルームから一切いっさいの音が消えた。

「貴方が金にものを言わせ奪い取った、全ての女性を解放してもらう」

　静寂を破るのは、リューの宣告である。

　室内にいた美姫達が弾はじかれたように振り向いて、驚きの眼差しを向ける。

　その発言にはシルも目を見開いていた。

　瞠目どうもくしていた彼女はやがて表情を笑みに変え、くすくすと肩を揺らし始める。

「主人はとても欲張りなんです。ふふっ」

　とてもおかしそうに、とても嬉うれしそうに、薄鈍うすにび色の髪の少女は笑った。

「……こ、このっ」

　啞然あぜんとしていたテリーの顔が、かっ、と赤黒く染まる。突き抜けた憤激によるものだ。

　ゆらりと立ち上がったドワーフは、もはや本性を隠しもせず、その強面こわもてをもって凄すごむ。

「調子に乗るなよ、若造……」

　貴賓室ビップルームに似つかわしくないほどのドスの利きいた声が響き渡る。

　眦まなじりを裂いたテリーの怒りの形相に、娘アンナや美姫達だけでなく招待客ゲストまでもが怯おびえた。

「何を勘違いしている？　何様のつもりだ？　たかが賭博ゲームに一度勝かったくらいで！」

「……」

「この俺を敵に回して生きていけるとでも思っているのか!?　ギルドが守ってくれるなんて考えているのなら大間違いだ!!　娯楽都市サントリオ・ベガから出向している俺はっ──」

「違う」

　テリーの恫喝どうかつを、リューは静かな一声で遮さえぎった。

「貴方は娯楽都市サントリオ・ベガの人間ではない。そもそも、テリー・セルバンティスなどという名前ですらない」

　その言葉に、ドワーフの経営者オーナーは固まる。

「貴方の名前は、テッド」

　続いた断言に、男の顔色は激変した。

「過去、このオラリオで違法の賭博を繰り返していた店の胴元……都市から追放された主神が天界に送還されていたとしても、その背には封印された【ステイタス】が残っている」

　リューが懐ふところから取り出すのは、結晶の欠片かけらと真紅の液体が詰まった小瓶こびん。

『開錠薬ステイタス・シーフ』。神が眷族けんぞくに刻んだ恩恵スタイタスを暴くためだけの道具アイテム。

　これを使えば神の名と一緒に刻まれた『真名』という名の証拠が、その背に浮かび上がる筈はずだと、リューは小瓶を突き付ける。

　異様な空気が貴賓室ビップルームを支配していた。場が凍りついたように誰も動けない。

　状況に置き去りにされた招待客ゲストや美姫達、店の給仕までもが何が何だかわからない顔で、対峙たいじするエルフとドワーフを交互に見やった。

「……ふ、ふふ。これは、飛んだ言いがかりをつけられたものだ」

　やがて、ドワーフの経営者オーナーは口を開く。

　平静を装おうとしているものの、その言動にはこれまでにない動揺の色がちらついていた。

　同時に、敵対者への剣呑けんのんな殺意も。

「くだらない出まかせに耳を貸すつもりなど毛頭ないが……この俺、ひいては店の沽券こけんに関わる戯言たわごとを吹聴して回る輩やからを、生きて帰すわけにはいかん」

　テリーが片手を上げた途端、それまでたたずんでいた用心棒達が動いた。

　ざわっ、とどよめきが生まれ、黒服の男達がリューとシルを包囲する。慌あわてて獣人の老紳士や小人族パルゥムの富豪達がテーブルから離れるのを脇目に、金で雇われている用心棒は忠犬のごとく主の意志に従った。

　突き付けられた『開錠薬ステイタス・シーフ』はもとより、先程の発言ごとリューをもみ消そうとする。

「一応……そう一応、殺す前に聞いておいてやろう。貴様、何者だ？」

　動揺を押し殺し、テリーは問うた。

　娘アンナが怯える中、リューは隣にいるシルへ手を伸ばす。

「私に覚えはないか？」

　リューの手が、シルの両肘から肩掛ストールを抜き取った。

　細長いそれを、あたかも帯布ターバンのように巻きつける。眼帯を装着していない右眼だけを除いて相貌が覆い隠された。

　怪訝けげんな表情を浮かべていたテリーだったが──その瞳ひとみと視線を合わせた途端、ぶわっ、と。

　大量の汗を流し始めた。

「ま、まさかっ──」

　肩掛ストールの奥から覗のぞく、空色の瞳。

　男の記憶と合致する覆面の風貌。

　己を射抜くその鋭い眼差しに、テリーは次の瞬間、大音声を放っていた。

「──リオン!?」

　それは過去、悪党共を震え上がらせていた一人の冒険者の名前。

『疾風のリオン』。

　覆面で常に顔を隠し、当時から素性すら不明であった名うての第二級冒険者。彼かの【剣姫けんき】とことあるごとに比くらべられていた成長目めまぐるしい実力者であり、同時に【アストレア・ファミリア】のもと数多くの『悪』を断罪してきた正義の執行者だ。

　再臨した、いや正体を暴露した女神アストレアの眷族に、テリーの顔から色という色が抜け落ちる。

「生きていてっ……!?　では本当にっ、あの戦争遊戯ウォーゲームに参加していたのは……!?」

【ファミリア】の仲間を失い復讐ふくしゅう者と化した【疾風しっぷう】は、仇かたきの敵対派閥ファミリアと同士討ちとなり無惨に死に絶えたというのがテリーの知る情報だった。確たる亡骸なきがらは発見されなかったが、疾風の轟とどろきがぴたりと都市から途絶えたことで、テリーはその噂うわさを信じ切っていた。

　今日までは。

「名を偽いつわったお前の所業は、風の噂で耳にしていた」

　覆面を剝はぎ取り、男装するエルフの麗人は正対するテリーを見据える。

　リューはかつて追い詰めたドワーフの悪党が、名と身分を変えて大賭博場区域カジノ・エリアに出没していることに薄々感かんづいていた。耳に入ってくる男の特徴や情報、灰色の行いの手口が彼女に既視感をもたらしていたのである。そしてこの日、大賭博場カジノのホールで相見えた時、リューは確信したのだ。

「私が何故なぜ、お前の悪業を見逃してきたか、わかるか？」

　ばくばくと口の開閉を繰り返すドワーフに、リューは瞳を細める。

「理由は二つある。一つは、私にはもう正義を語る資格がないこと。そしてもう一つは……」

　直後、その目を見開くとともに語気を強めた。

「ひれ伏して罪を懺悔ざんげしたお前に──アストレア様がお許しになる機会を与えたからだ」

　テリー──いやテッドの顔が蒼然そうぜんとなる。

　悪事に手を染めた違法者達ごと若かりし日のテッドを、【アストレア・ファリア】は一網打尽にした。その時にテッドは女神の前へと転がり出て、床に額をつけながら救済を請うたのだ。

　女神アストレアは慈悲をもってそれを聞き入れた。あるいは彼女も信じたかったのかもしれない。子供達の改心と更生を。不変ではない下界の住人が変わることを。

　今も女神の厚情を無碍むげにし、私欲に逆らわぬまま再び悪の花を咲かせている男の姿に、リューは怒りを剝むき出しにした。

「や、やれぇ、お前等ぁ!?」

　未いまだ衰えぬ正義の眼光を受け、テッドはとうとう叫び散らした。

　取り乱しながら用心棒達にリューを始末するよう命令する。

「お前にもう免罪の余地はない」

　四方から摑つかみかかってくる屈強な男達。

　リューはそれを──一蹴した。

「ぎゃあ!?」

「ぐぇ!?」

　シルと娘アンナを庇かばうように円を描きながら、蹴けりを主体にした格闘術で彼等の巨体を、壁に、テーブルに激突させる。

　床に叩たたきつけられ足もとまで転がってきた用心棒に、招待客ゲストの女富豪が金切り声を上げた。

「あの方に代わって、私がお前を裁く」

　たちまち悲鳴が拡散する貴賓室ビップルーム。騒然となる部屋の中央でわなわなと震えるテッドは、とうとうなり振り構わず、最強の切り札をつぎ込んだ。

「ファウスト!!　ロロ!!　奴やつを殺せぇ!?」

　雇い主の命を受け、背後に控えていた二名の用心棒が動く。

　中肉中背のたくましいヒューマン、瘦身そうしんの猫人キャットピープル。駆け出してくる男達に、リューは顔付きを引き締めた。

「シル。彼女と一緒に下がっていてください」

「うん。リュー、頑張って」

　今からは守る余裕がないと暗に告げ、リューも走り出す。

　シルとアンナが離れる中、襲いかかってくる手練達と戦闘に臨んだ。
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　瞬く間に間合いが縮まる最中さなか、ヒューマンと猫人キャットピープルの用心棒はそれぞれの得物を装備する。

　黒鉄くろがねの拳具と、二振りのナイフ。

　接敵を果たすと同時に繰り出された鋭い拳撃と斬撃を、リューは跳躍によって頭上へ躍り出ることで回避した。敵背後に着地を決め、すかさず上段蹴りを放つ。

「！」

　が、黒光りする拳具がそれを弾き、絶妙の時機タイミングで横からナイフが振るわれる。

　体をひねって躱かわしたリューの正装が、浅い斬り傷を負った。

「ファウストとロロはあの『黒拳こっけん』と『黒猫くろねこ』だ！　名を聞いたことはあるだろう！」

　リューと用心棒の一進一退の戦況を見るや、テッドは汗を拭ぬぐいながら獰猛どうもうな笑みを作った。

『黒拳こっけん』と『黒猫くろねこ』。リューもよく知っている。

　五年前まで猛威を振るっていた『賞金稼ぎ』と『暗殺者』の通り名だ。

【アストレア・ファミリア】が存命していた時期、つまり『悪』がオラリオに蔓延はびこっていた暗黒期。御尋ね者や敵対者を始末するために、多くの賞金稼ぎや暗殺者が都市外から雇われていた。『悪』と癒着していたギルド職員が手引きし迷宮都市に侵入したとされている彼等は、金次第で敵にも味方にもなる傭兵も同然で、都市の混迷に拍車をかける一因にもなっていた。

　そんな中でも、『黒拳こっけん』と『黒猫くろねこ』の名と実力は裏の界隈かいわいで轟いていた。

　依頼の達成率はほぼ十割。第二級冒険者でさえ仕留めてみせた業績は当時、恐怖の代名詞として流布されていたほどである。

　オラリオの暗黒期が収束に向かったことで、リュー同様、姿を消していた名であるが──。

（なるほど、強い）

　あの時代の後に自分のもとへ流れ着いたと豪語するテッドを他所に、リューは目の前の男達の実力を認めた。二人がかりとはいえ、Ｌｖ．４の彼女が迂闊うかつに攻め込めない確かな技量がある。培われた連携は互いの動きを完璧かんぺきに補完し合っていた。

　状況分析も的確かつ素早い。左眼に装着する眼帯の弱点を突き、片方のどちらかがリューの死角に回り込んでは攻撃を見舞ってくる。

（眼帯を取ってしまえば万が一にも不意は打たれないでしょうが……まずは、得物が欲しい）

　丸腰のリューは敵の武装に身を脅かされながら、前後から挟みかかってくる用心棒達と接戦を演じた。

「ファウスト達が押さえ込んでいるうちに……！」

　ヒューマンのファウストと猫人キャットピープルのロロがリューと伯仲する光景を見ても、テッドは安心できなかった。【アストレア・ファミリア】の恐ろしさが骨の随まで染しみ渡っているドワーフは、余裕のない胴張り声を散らす。

「給仕ども、アンナとその女を捕とらえろ!!」

　人質にせんとする命令に、娯楽都市サントリオ・ベガ出身の給仕達はうろたえたものの逆らえなかった。いくら素性が怪しくなったといっても経営者オーナーの命令は絶対であった。

　周囲では招待客ゲスト達の悲鳴が途切れない中、壁際にいるシル達を取り囲む。

「あ、あの……!?」

「……」

　じりじりと近付いてくる輪にアンナが恐怖する一方で、シルは黙って給仕達を見回した。

　自分を置いて逃げてと今にも言いそうな娘の視線を無視し、辺りを観察する。

　その光景に、リューはというと、何もしなかった。

　同僚の少女を信頼しているように、己の戦闘のみに集中する。

　やがて、シルは前触れなく両手を持ち上げて──ぱんっ！　と。

　胸の前で、手の平を叩いた。

「！」

　響き渡る音にびくりと給仕達の動きが止まり、同時に周囲からも視線が集まる。

　先程の賭博ゲームで見せた得体の知れなさを思い出し、給仕達が思わず身構えてしまう中、両手を合わせた格好で微笑するシルは、よく通る酒場の店員の声で語りかけた。

「悪い経営者オーナーにさらわれてしまった皆さん。皆さんは、英雄様の助けを待つだけの籠かごの鳥でしょうか？」

　状況に取り残され立ちつくすだけであった美姫達は、出し抜けに語りかけられ驚きをあらわにした。

　そんな彼女達に向けて、シルは言葉を続ける。

「私にはそうは見えません。皆さんは、本当は意志が強い人。逆境にも負けない人。皆さんが綺麗きれいなのは、したたかな心を持っているから」

　美姫達の瞳が揺れる。まるで本来の自分を思い出すかのように。

「皆さんを今も待っている人達だってきっといる筈」

　シルの一言一句が、籠鳥ろうちょう恋雲れんうんの心をかき立てる。

「そして、あの人が勝てば……皆さんは自由になれます」

　指し示されるのは、今も用心棒達を相手取る眼帯のエルフ。

　勇敢ゆうかんに戦うエルフの姿を見て、諦観にまみれていた美姫達の瞳についに光が戻る。

　溜ため込んできた激しい怒りとともに。

　それを見届けたシルは、にっこりと笑った。

「だから──暴れちゃいましょう♪」

　導火線につけられた火は、瞬く間に爆発するに至った。

　美姫達が一斉に叫び出す。


「うあぁ────────────────────っっ!!」



「もうこんなところ一秒もいたくない!!」

「ウチに帰すニャア──!!」

　美しい人形であった筈の女性達が怒りの咆哮ほうこうを上げ、がむしゃらに暴れ出す。

　青ざめるのは給仕達である。既にリューにのされてしまった他ほかの用心棒と異なり彼等は腕っ節に自信があるわけではない。テッドが集めた『収集品コレクション』と呼べるほどの美姫達の数を押さえ込むなど到底無理な話であった。

　ドレス姿にもかかわらず飛びかかるヒューマン、光り輝く賭札チップを出鱈目でたらめに投げつけるエルフ、摑みかかってくる給仕の顔を引っかき回す獣人。シルとアンナを捕まえるどころではない。啞然としていた招待客ゲストの尻まで蹴り飛ばされ「ぎゃあ!?」と悲鳴が上がる有り様である。

　美姫達の反乱があちこちで巻き起こり、絶叫が貴賓室ビップルーム中を飛び交った。


「なっ、なっ、なぁっ……!?」



　視界に広がる大暴動に、テッドは顔面全体を痙攣させた。

「……あ、貴方達は」

「？」

　眼前の光景に思わず仰のけ反ぞりそうになるのを堪こらえ、アンナが亜麻色の髪を揺らす。

　おずおずと口を開く彼女に、シルは小首を傾かしげた。

「貴方達は、何なんですか？」

「……」

「どうして、見ず知らずの私達を……」

　アンナは目を合わせていたシルから、リューに視線を移す。

　己の胸に片手を置く少女とともに、シルも毅然きぜんと戦うエルフを眺めた。

「私はおまけみたいなものですけど……貴方の話を聞いたリューが、どうしても助けてあげたいって。建前たてまえは一杯あるんでしょうが、本当にそれだけなんだと思います」

　息を止めて、胸をぎゅっと握るアンナ。

　彼女の隣にたたずむシルは、そこから独白のように言葉を続ける。

「リューは善人じゃない。間違いも犯す」

　はっきりと告げながら、薄鈍色の瞳を細める。

「でも……優しいリューが、私は好き」

　そして、相好を崩した。

　シルの唇から紡つむがれた囁ささやきが、加速するリュー達の戦いの中に溶けて消える。

「──も、もうっ嫌だあああぁ!?」

　一方、もはや戦場と化した貴賓室ビップルームの各所からとうとう泣き叫ぶ者が現れる。

　招待客ゲスト達の中からボロボロとなった小人族パルゥムの富豪が一目散に逃げ出した。それを契機にするかのように、引っ搔かき傷だらけの犬人シアンスロープの老紳士が、他の富者達が後に続く。

　彼等が向かう先は樫かしの大扉、貴賓室ビップルームの出入り口。

「【ガネーシャ・ファミリア】を呼べぇ!?」

「早くしろぉ！」

「お、おい！　勝手なことをするな!?」

　恐慌を来たした招待客ゲスト達には怒鳴り散らすテッドの制止も届かない。

　リューを葬り去った後ならば、金と権力で今日あったことはいくらでも揉もみ消せるとはいえ、ことを荒立てたくないというのがテッドの本音だ。余計な懐疑を招く恐れがある都市側の救援は本当の最終手段である。

　そしてそれはリューも同じだった。

　要注意人物一覧ブラックリストに名を連ねている彼女が、経営者オーナーが娯楽都市サントリオ・ベガの人間ではないなどと訴えてもまず届きはすまい。【ガネーシャ・ファミリア】が現れれば最初に行うのは経営者オーナーと招待客ゲストの保護だろう。三みつ巴どもえの挙句、テッドを取り逃がしたとなっては目も当てられない。【ガネーシャ・ファミリア】の介入は望むところではない。

　だがリューは──今の状況も放置した。

　助けを求める招待客ゲスト達の流れを横目に、戦闘を続行する。

　それもまた、【ガネーシャ・ファミリア】の方は彼が何とかしてくれるだろう、という『信頼』であった。
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　最初の変化は、樫の両扉を守る門番達だった。

「……？」

「どうしたのでしょう、貴賓室ビップルームの様子が？」

　ホールで賭博ゲームを楽しんでいた一部の客は、二名の護衛がはっとして扉の中へ身を滑り込ませるのを見た。何かあったのかと首を傾げていると、僅わずかな時間の後、扉の内側からドンッ、ドンッという何かが体当たりするような激しい音が鳴り響いてきた。

　にわかに騒がしくなる扉前に、付近にいた者達がぎょっとした、次の瞬間。

『うあああああああああああああああああああああ!?』

　給仕達と門衛を押しのけて、招待客ゲスト達が扉の奥からどっと溢あふれ出した。

「!?」

　叫び声を耳にした者から順々に振り返り、一様に面食らう。

　賭博の楽園でも格上である貴賓室ビップルームの招待客ゲスト達が、体裁も忘れて我先にと部屋から逃げ出してきたからだ。

「何があったんだ!?」

「わからんが、行くぞ！」

　貴賓室ビップルームから離れた場所にいる者や神々が『なんだなんだ』とどよめく中、直ただちに行動を起こしたのは【ガネーシャ・ファミリア】だ。警備員として配置されていた彼等は貴賓室ビップルームに急行しようと、客の合間を縫ってホールを突っ切っていく。

　その時。

「──てめえ、この野郎ォ!!」

　乱暴な怒声が轟き渡った。

　今度は何だ!?　と【ガネーシャ・ファミリア】の団員が振り向けば、明らかに堅気かたぎではない男達が摑み合っている。冒険者同士の取っ組み合いだ。

　何か悶着トラブルでもあったのか周囲などお構いなしに暴れ回っている。大賭博場カジノ側の店員はおろか、客同士で止められる訳がない。客の悲鳴が連鎖する乱闘騒ぎと化した。

　愕然がくぜんとする【ガネーシャ・ファミリア】の団員の足が、止まってしまう。

「うおおおおおおおおおおおおお!?　何やってんだ俺達ぃいいいいいいいいいいいい!?」

「知るかチクショオオオオオオオオオオオオオオオ!?」

　──泣き叫びながら取っ組み合いを繰り広げている者の正体は、モルド一味のスコットとガイルである。

　当のモルドはと言うと、彼等の横で白髪の少年、ベルに摑みかかっていた。

「くそぉおおおおおおおおっ、これで出禁決定だぁあああああああああああああああああ!!　どうしてくれんだァ【リトル・ルーキー】ィいいいいいいいいいいいいい!?」

「ごっ、ごめんなさいぃ!?」

　今も行われている乱闘は、【ガネーシャ・ファミリア】を足止めしようとするベルの──正確にはシルからの──差し金であった。

『貴賓室ビップルームは【ガネーシャ・ファミリア】の皆さんも入はいられてはいけない場所』

『だから、誰も通ってはいけないんです』

『たとえ、もし何かあったとしても、ここに来てはいけません』

　呼び出された貴賓室ビップルームで囁かれたシルの言葉。これをリューと彼女からの伝言だと──『何が起こっても貴賓室ビップルームには誰も近付けてはいけない』という暗号メッセージであると何とか呑のみ込んだベルは、散々迷った末にモルド達に頼み込んだのだ。どうか一芝居、手伝ってほしいと。

　絶対に嫌だと断固拒否していたモルド達も、18階層の戦いで借りのあるリューのためだと聞いて泣く泣く折れた。そして貴賓室ビップルームから招待客ゲスト達が逃げ出してくるのを見た瞬間、大立回りを敢行したのである。

「やっぱりてめえは疫病神だああああああああああああああああああああっ!!」

「すいませぇええええええええええええええええええええええええええんっ!?」

　自棄ヤケクソになったモルドに豪快に投げ飛ばされ、ベルの体が賭博卓ゲームテーブルの一角にド派手に突っ込む。

　いくつも引っくり返るテーブル、宙に舞い上がって降りしきる賭札チップの雨。蒼白となった進行役ディーラーが竦すくみ上がれば、血相を変えて止めにかかったヒューマンの支配人が少年と同じように吹き飛ばされる。

　慌てて避難する客同士はぶつかり合って互いを突き飛ばした。

　床に散らばった賭札チップを血眼になってかき集めるのは意地汚い神々である。

　ホールはあっという間に、大混乱に陥おちいった。

「ど、どっちに行けば……!?」

　前方と後方、扉の奥の貴賓室ビップルームと背後で暴れるモルド達を交互に見比べ、一瞬判断に窮してしまう【ガネーシャ・ファミリア】であったが、

「な、何をしている!?　早くホールの混乱を収めるのだぁ!!」

　汗を垂れ流す肥え太ったエルフ、ロイマン・マルディールの絶叫が決め手となった。

　オラリオの評判を落とすまいと必死になるギルド長の命によって、団員達はホールの鎮圧を優先させる。

　とどまる気配を見せない宴うたげが大賭博場カジノを満たし、貴賓室ビップルームへの救援は大幅に遅れるのだった。
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　数少ない給仕達が美姫達の逆襲に必死に抵抗する中。

　貴賓室ビップルームの中央地帯では、『神の恩恵ファルナ』を授さずかった者同士の熾烈しれつな交戦が続いていた。

「！」

　巧みな連携から放たれる双撃を、リューは同時に捌さばく。

　二対一、かつ徒手空拳で凶悪な拳具とナイフの猛攻を凌しのぐその様は、高度な『技』と『駆け引き』の存在を戦う相手に知らしめる。

　息を合わせ攻撃するヒューマンと猫人キャットピープルの用心棒は、その眼まなこを鋭く細めた。

　──このエルフ、強い。

　──本当に【疾風】なのか。

　半信半疑であった男達の心に芽吹くのは強者への実感だ。

　相手の力を冷静に分析する二人の用心棒は、反撃の暇を与えまいと攻め立てる。

「Ｌｖ．３、といったところでしょうか」

　防戦するリューも同じく男達の実力を見極めていた。

　呟つぶやきとともに空中から放った靴裏を敵の拳具に嚙ませ、蹴り付けた反動で大きく後退する。仕切り直すように間合いを置くエルフに、ヒューマンと猫人キャットピープルは油断なく身構えた。

「確かな実力があるというのに……飼い主と一緒だ」

「？」

　そんな彼等に、リューは声を投じた。

　用心棒達は怪訝な表情を浮かべる。

「貴方達もまた、素性を偽っている」

　直後、その表情は驚愕へと移り変わった。

「貴方達は『黒拳』と『黒猫』ではない」

　男達に向かってリューは断言する。

　部屋に響いたその指摘に、固唾かたずを呑んで戦いを見守っていたアンナや、テッドでさえも耳を疑った。

「名は似ていますが、『黒拳』と『黒猫』は依頼において己以外を信用しない個人主義者。決して群れようとはせず、間違っても貴方達のように連携して共闘なんてことはしなかった」

　それはまるで、『本物』と戦ったことがあるかのような口振りであった。

　ここに立っているということは、【疾風】は都市の暗黒期を生き抜いた実力者の一人。その可能性は客観的に見ても十二分に存在する。

　虎の威を借る真似まねをせずとも、お前達の実力なら十分成なり上がれたことだろう、と淡々とした視線を送るリューに、ヒューマンと猫人キャットピープルの用心棒は歯を嚙み締めた。

「っ……シャアアッ！」

　化けの皮を剝がされたことで逆上したかのように、男達はリューに襲いかかる。

　自分達など話にならない『怪物』が溢れるこの迷宮都市で、生き抜くために磨き上げるしかなかった互いの連携を眼前の相手にぶつけた。

　激しい攻防を繰り広げること数度。偽りの黒拳が敵に防御を強いた瞬間、猫人キャットピープルの男はリューの死角、眼帯が遮る視界の左側面に飛び込む。

　もらった!!　という男の確信は、

「──なっ」

　身に迫る革靴を見て、致命的な戦慄せんりつへと変わった。

　こちらを一瞥いちべつもせず、床に手をつき、視界下方から一気に打ち上げる蹴撃。

　──罠わな。

　眼帯の死角を、あえて利用した。

　死角という名の餌えさをぶら下げて、懐に飛び込んでくるよう誘導したのだ。

　陥穽かんせいに嵌はまった猫人キャットピープルに向かって、リューは予定調和のごとく痛烈な蹴りを叩き込む。

「ぐぁ!?」

「シャール!?」

　顎あごを蹴りつけられ猫人キャットピープルは吹き飛んだ。二振りのナイフが両手から離れ、体が落下すると同時に床を転がっていく。

　直撃を果たしたＬｖ．４の蹴り上げ。

　顎という人体急所を砕かれた男は、たった一撃で完全に意識を刈り取られていた。

　猫人キャットピープルの相棒をシャールと呼んだヒューマンが呆然ぼうぜんとする中、リューはゆっくりと歩み寄り、二刀の得物を拾い上げる。

「『黒拳』と『黒猫』の能力ステイタスは、Ｌｖ．４」

　突き付けられるリューの言葉に、ヒューマンの男は息を呑む。

「付け加えておけば、ファウストとロロは暗号名コードネームではなく、実名です」

　白刃を両の逆手に提げながら、リューは真っ直ぐ歩を重ねる。

　武器を装備しただけで増した多大な威圧感に加え、彼かの賞金稼ぎと暗殺者の内情に精通した知識に、このエルフは一体なんなのだと男の頰ほおに冷や汗が伝った。

「──何より、『黒拳』と『黒猫』は女性だ」

　三度目の驚愕。

　あらん限りに目を見開く男に、リューは告げた。

「私もよく世話になっている酒場で、今日も日銭を稼ぐため働いている」

　同時刻。

　大賭博場カジノから遠く離れた一件の酒場にて、皿洗いを行っていたヒューマンと猫人キャットピープルの従業員──『ルノア・ファウスト』と『クロエ・ロロ』は、「ぶえっきし!!」と盛大なくしゃみをかました。

「う──うぁあああああああああああああああああああああっ!?」

　我を失ったかのごとく叫声を上げ、『黒拳』の名を偽る男は突撃した。

　黒鉄の拳具を振り上げ向かってくる相手に対し、リューはそれ以上の速度で疾駆し、二振りの刃を閃ひらめかせる。

　走り抜けた斬閃、都合八つ。

　すれ違ったリューの背後で、切り裂かれた拳具が積み木のように崩れ落ち、男の腕と体に複数の斬線が刻み込まれた。


「────」



【疾風】の名に違たがわぬ速攻。成長著しい白兎しろうさぎの少年を遥かに凌ぐ短刀ナイフの連撃。

　鋭い切創せっそうから血の滴が散り、男の時が凍りつく。

　そして、リューはそこで止まらず。

　再度肉薄にくはくとともに回転し、容赦なく、敵側頭部に回し蹴りを炸裂さくれつさせた。

「──ぐああッ!?」

　男の体が決河の勢いで真横に吹き飛び、壁に激突する。

　放たれる轟音ごうおんに美姫と給仕達が肩を跳ね上げ、動きを止め、貴賓室ビップルームは静まり返った。

　床に倒れ込み白目を剝く猫人キャットピープルとヒューマン。啞然とする美姫達の眼差しの先で、実力者同士の戦いは決着した。

「名を偽る相手は選んだ方がいい。本人達がいれば、もっと酷ひどい目に遭っていた」

　意識を失っている相手方に、リューは老婆心ろうばしんから忠告を投げかけるのだった。




「す、すごい……」

　一連の戦闘の光景に、アンナは恐れながらも感嘆した。

　まるでお伽噺とぎばなしの英雄のように凄すさまじい強さを示す、そのエルフの凛々りりしい横顔に目を奪われていた──その時。

「──来い!!」

「きゃあっ!?」

　太い手が彼女の細腕を摑んだ。

　テッドである。リュー達の戦闘の中で用心棒の敗北が濃厚だと悟った瞬間、息を殺しながらアンナのもとに忍び寄っていたのだ。種族ドワーフ特有の強い力を発揮し、羽毛のように軽い少女の体を一気に連れ去っていく。

　驚くシルが振り返った先で、二人は貴賓室ビップルーム奥の通路へ姿を消した。

「リュー！」

「追います、シルはここに残ってください！」

　シルの声より早くリューも駆け出していく。

　要領がいいシルならば、いずれ貴賓室ビップルームに突入してくる【ガネーシャ・ファミリア】の追及も美姫達に紛れ込むなりしてやり過ごすことだろう。安全地帯に友を残すリューは、テッド達の後を追いかける。

　攫さらわれた娘の奪還劇は、終幕に近付こうとしていた。
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　激しい足音を立てて、豪奢な絨毯じゅうたんが敷かれた廊下をひた走る。

　ドワーフのテッドは、全身から大粒の汗を流しながら娘アンナを引っ張り大賭博場カジノの奥へ奥へと逃げ込んでいく。

　雇っていた用心棒の全滅。全ての手駒を失い飛び出した貴賓室ビップルーム。たった先刻まで賭博の楽園の王であった筈はずの彼が、たった一人のエルフの手によって、敗走もかくやという無様な状況に追い込まれている。

「あいつら名を偽いつわっていやがっただと！　何が『黒拳こっけん』だ、何が『黒猫くろねこ』だ！　くそったれめ!!」

　化けの皮を剝はがされた男はもはや経営者オーナー然とした態度も忘れ、高い金で雇っていた二人組の用心棒に盛大な罵声を吐く。そこにいるのは素性を偽ったテリー・セルバンティスではなく、ただの一人のならず者、テッドであった。


「う、ううっ……！」



　男の怒りに呼応して強く握りしめられる手に、アンナの唇から呻吟しんぎんの声が漏もれる。

　今も必死に抵抗しているものの、華奢きゃしゃな生娘の力などドワーフの怪力の前では赤子も同然であった。何度も床から足が浮きながら、人質ほけんの娘は強引ごういんに連れ去られていく。

　その時、連続する靴音と猛烈な気配が、テッド達の背後より急速に迫っていた。

「くっ!?」

　追ってきたリューにテッドは焦あせりと恐怖を覚え、逃れようと躍起になった。

　悪趣味な銅像や絵画が飾られた豪華絢爛けんらんな長廊下。美姫達に与えられた部屋の前を次々と通り過ぎ、大賭博場カジノの裏側バックヤードへ。すれ違う従業員スタッフや進行役ディーラーが驚きをあらわにした。

「経営者オーナー、どうしたのですか!?」

「この騒ぎは一体……!?」

「今からやって来るエルフを足止めしろぉ!!」

　うろたえる従業員スタッフや残りの用心棒達に碌ろくな説明もせず、テッドは走り続ける。

　彼が後にした通路からはたちまち乱闘と思おぼしき騒ぎ、そして悲鳴が発生し、テッドの恐怖を助長させた。

　ホールではベル達が暴れている最大賭博場グラン・カジノ『エルドラド・リゾート』は、今や店の表も裏も歴史上稀まれに見る大混乱に包まれた。

「こっちだ！」

　苦しむアンナを振り回しながら、裏側バックヤードの複雑な道を何度も曲がり、下へ続く長い階段を駆け下りる。大賭博場カジノの地下階フロアだ。

　遊戯ゲームを楽しむホールのような絢爛さはない画一的な作りだが、地上の階フロアに負けず劣らずの広さを誇る。大声を張り上げ、慌あわてる見張りの者達に障壁を開けさせること数度、テッドは長く幅広な一本道に出た。道の終点にあるのは、巨大な円形の金属扉。

　最大賭博場グラン・カジノの地下金庫である。


「早く、早くしろぉ……！」



　体当たりするように飛びつき、震える指で経営者オーナーしか持つことを許されない親鍵マスターキーを取り出す。全ての錠前を開錠すると、船の操舵輪にも似たハンドルを回し、顔を真まっ赤かにして極厚の金属扉を引き剝がした。

　扉を開けたテッドは、啞然あぜんとするアンナを金庫内へ押し飛ばし、身を滑り込ませる。


「はぁ、はぁ……！　ここまで来れば……！」



　ガゴンッ、と音を立てて閉鎖される円形扉。

　次いで施錠音が重なる中、床に倒れているアンナは辺りを見回した。

　四方に存在するのは磨き抜かれたヴァリス金貨。億は優にくだらない数の貨幣が見上げるほどの金山をいくつも作り上げ、小さな家ならばすっぽり収まるであろう金庫内部を埋めつくしている。最大賭博場グラン・カジノの全財貨がここに集められているのだ。

『エルドラド・リゾート』の宝物庫──まさに黄金郷と呼ぶに相応ふさわしい光景に、アンナは息を呑のんだ。

「この金庫を自由に開けられるのはオレだけだ。そして、この金庫はダンジョンの超硬金属アダマンタイトで作られている！　侵入することもできなければ、壊すこともできはしない!!」

　肩で息をしていたテッドの顔にようやく笑みが浮かぶ。

　その言葉通り、この金庫はダンジョンで採掘された超硬金属アダマンタイト製。テッドが傍若無人ぼうじゃくぶじんなまでに金にものを言わせ、商人や【ファミリア】から大量の稀少金属レアメタルを買い取り、作り上げたのだ。腕利ききの盗賊団ファミリアの攻略も防いだ、言わば小さき地下城塞である。

　テッドの狙ねらいは、この地下金庫に逃げ込み籠城ろうじょうすることだったのだ。

「ここに籠こもりさえすれば、疾風リオンといえど手出しはできない。あとは【ガネーシャ・ファミリア】がいずれ奴やつを捕まえるだろう。何せあいつも要注意人物一覧ブラックリストに載っているのだからなぁ」

「……！」

「それまでの間……アンナ、お前には憂さ晴らしに付き合ってもらうぞ」

　テッドの瞳ひとみが吊つり上がり、たちまち血走る。

「オレの邪魔ばかりしやがって！　このままじゃあ腹の虫が収まらねえ！」

「ひっ……!?」

「【アストレア・ファミリア】、過去の亡霊どもめ！　最後に笑うのはこのオレだ!!」

　服は汗にまみれ、撫なで付けている髪までくしゃくしゃとなった形相は悪漢そのものだった。

　テッドは嗜虐しぎゃく心を剝むき出しにし、溜たまりに溜まった鬱憤うっぷんを目の前の娘にぶつけようとする。

「コケにされた分まで可愛かわいがってやる……奴にお前の泣き叫ぶ声を聞かせてやれないのが残念だがなぁ」

「こ、来ないで……!?」

　恐怖に揺れる亜麻色の髪。

　身の危険を感じ、アンナは床に手をついたまま後ずさる。

　震え上がる少女に、ドワーフの影がのしかかろうとした。
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「ふッ！」


「ぐぁっ──!?」



　革靴が頰ほおに吸い込まれ、殴りかかってきた獣人の男が床に転がる。

　素早い蹴撃を見舞ったリューは先へ急いだ。侵入した地下の階フロアを進み、何度も襲いかかってくる守衛達を瞬まばたきの間に地に沈める。地上階フロアから階段を含め、彼女が通った道には無数の亜人デミ・ヒューマン達が昏倒こんとうしていた。

　テッドに攫さらわれた娘アンナを取り戻さんと、まさに風のように駆け抜ける。

「あれは……」

　見張りの者ごと最後の扉を突破すると、間もなく現れたのは幅広な一本道。

　視界の奥にあるのはテッドが籠城した地下金庫である。

　傲然ごうぜんと待ち構える超硬金属アダマンタイトの扉、金城鉄壁の封印に、足を止めたリューはその双眼を鋭く細める。

「【──今は遠き森の空。無窮むきゅうの夜天に鏤ちりばむ無限の星々ほしぼし】」

　そして、詠唱を開始した。




「これは……『魔力』？」

　アンナの体にまさに手をかけようとしていたテッドは、己おのれの遥はるか後方より発生する『魔力』の流れに気が付いた。

　外と一切いっさいの情報を遮断する金庫扉を隔てていても、その渦うず巻く力の奔流ほんりゅうは感じ取れるほどであった。

　顔を上げ振り向いたテッドは、すぐにあざ笑う。

「ふ、ふははははっ！　無駄だぞ、リオン!!　お前でも力づくでこの金庫を破れるものか！　『魔法』を使ったところで同じことだ！」

　金貨の山に囲まれながら、ドワーフの野太い哄笑こうしょうが響き渡っていく。




「【愚かな我が声に応じ、今一度星火せいかの加護を】」

　こつ、こつ、と靴の音を鳴らしながら、悠然と歩みを重ねていく。

　美しい歌声は衰えない。

　リューの唇から紡つむがれる詠唱は、むしろより清冽せいれつな響きをもって、力強さを増していく。

「【汝を見捨てし者に光の慈悲を】」




「はははははは、は……？」

　金庫内に響き渡っていた哄笑が、途切れる。

　その膨大な『魔力』の量に。

　砲身に装塡そうてんされる特大の砲弾を前に。

「お、おい……？」

　一般人であるアンナも目を見開く。

　嘲笑を浮かべていたテッドの顔が、引きつった。




「【来きたれ、さすらう風、流浪るろうの旅人ともがら】」

　装飾布タイを引き抜き、床に放り、襟えりを緩める。

　前進するリューは、喉のどを震わせ呪文じゅもんを加速させる。

「【空を渡り荒野を駆け、何物なにものよりも疾とく走れ──】」

　練り上げられる精神力マインド。つぎ込まれていく『魔法』の源。

　迫りくる解放の瞬間を前に力のうねりが収束する。

　間合いを残し立ち止まったリューは、空色の右眼で金属扉を見据えた。

「【──星屑ほしくずの光を宿し敵を討て】」

　風と星のきらめきを従え、奏者のごとく右腕が前方に突き出される。

　詠唱の終了とともにリューは静かに、己の切り札──最強の必殺を唱えた。




「【ルミノス・ウィンド】」




　風を纏まとう星光の砲撃が解き放たれる。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　空を駆け抜ける星屑が緑風とともに数多の大光玉となって、地下金庫に着弾した。

　連続する怒涛どとうの炸裂さくれつ音は扉の内側にも響き渡り、間断ない衝撃と凄すさまじい轟音ごうおんをテッドとアンナに浴びせかける。そして身を竦すくませる彼等の視線の先で──何層も重ねられた超硬金属アダマンタイトの大扉が内側に向かってひしゃげ、亀裂を生じさせた。


「────」



　凍りつき立ちつくすテッドの側で、アンナは咄嗟とっさに身を伏せる。

　次の瞬間、凄まじい咆哮ほうこうを上げ金庫の扉は爆砕した。

「──なぁあああああああああああああああああああ!?」

　視界を白く埋める閃光が弾はじけ、棒立ちとなっていたテッドの体は吹き飛んだ。

　爆風によって富の山脈をなす金貨の塊も飛び散っては舞い上がり、無数の金の雨が甲高かんだかい音を立てて床へと散らばる。

　床に伏せていたアンナが顔を上げると、視界に広がるのは、扉を失い半壊した地下金庫の光景であった。

「超硬金属アダマンタイトには、硬度に直結する純度が存在する」

　発生する煙の奥から姿を現し、リューは大穴が開いた地下金庫に足を踏み入れる。

「『深層』の稀少金属レアメタル……最高純度の超硬金属アダマンタイトならば、確かに破壊は困難を極めますが」

　何とか体を起こすテッドとアンナの慄然りつぜんとした視線を集めながら、彼女は告げた。

「この金庫の素材は見るに『上層』や『中層』で採掘されたもの……強度を落とした超硬金属アダマンタイトであれば、私の『魔法』でも貫ける」

「粗悪品を摑つかまされていたようですね」と、リューは声を失うテッドを一瞥いちべつする。

　鍛冶師スミスや上級冒険者でもなければ稀少金属レアメタルの目利きなどまず不可能だ。金にものを言わせ強権を振るってきた大賭博場カジノの経営者オーナーは商人達から恨みを買い、ささやかな『意趣返し』をされていたのである。
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　まさかの計算違いと、とうとう目の前に迫ったリューの姿に、テッドの頰が震えた。

「リ、リオンッ……」

　服をぼろぼろにしたテッドは舌をもつれさせながら、脇に視線を飛ばす。

　そこにいるのは、未いまだ立ち上がれない一人の娘。

　直後テッドは床を蹴けりつけ、驚愕きょうがくするアンナへ手を伸ばす。

　だが、人質にせんとするドワーフの手より早く、エルフの手が少女の体をさらっていった。

「っ……!?」

「歯を食い縛るだけの時間はやろう」

　蒼白になるテッドを見下ろしながら、リューは淡々と告げる。

　細い腰に片腕を回され抱き寄せられたアンナが赤面する中、エルフの麗人は少女を背後に庇かばい、礼装用の白手ドレスグローブを片手に嵌はめた。

「くそっ……くそぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　眦まなじりを裂いて飛びかかってくるテッドに、リューは白手の拳こぶしを握り締める。

「言っておくが──容赦はしない」

　そして、視認を許さない疾風の一撃が、テッドの頰面に叩たたき込まれた。

「ぐべえっ!?」

　リューの拳に殴り飛ばされたドワーフは凄まじい勢いで後方に飛び、崩れた金貨の山の中に激突した。

　再び舞い散る多くの金貨。半身が金の中に埋もれた格好で、ドワーフの悪漢はぴくぴくと痙攣けいれんを繰り返す。認めた者でなければ肌の接触を許さないエルフは最後に、脱いだ手袋をテッドの前へ放った。

「行きましょう」

「え……で、でも」

「あとは【ガネーシャ・ファミリア】がやってくれる。私の話を聞いた美姫かのじょ達が証言すれば、尋問は避けられないでしょう」

　テッドに背を向けるリューはうろたえるアンナを促す。

　亜麻色の髪の美少女は歩み出すリューに付いていくが、おもむろに立ち止まった。

「あの……」

「？」

「……ありがとうございます」

　振り向くリューに、純白のドレスを揺らす少女は胸に両手を置く。

「見ず知らずの私のために、こんなところまで……本当に、ありがとうございます」

「……怪我けがはないですか？」

「えっ？　あ……は、はい」

「よかった」

　細い肩を今も震わせる少女に、リューは安心させてやるように小さく微笑ほほえんだ。

　しばらく瞳を潤ませていたアンナは、はっとして顔をうつむける。

　不可思議な反応にリューが小首を傾かしげていると。

「リュー！」

「シル？」

　ドレスの裾すそをつまみながら、シルが地下金庫に現れた。

「どうしてここに？」

「廊下に倒れている人を辿たどってきて……リュー達を追いかけてきちゃった」

「……私はあの場に残っているようにと伝えた筈ですが」

　嘆息するリューに、シルを小さく舌を出した。

　そんな二人の間で、アンナが居心地悪そうに身じろぎを繰り返す。

「──リオンッ!!」

　そこで。

　しゃがれた大声が放たれた。

　テッドである。リュー達が振り返った先で意識を取り戻したドワーフは、今も震える体を起こし、喚わめき散らした。

「ただで身を堕おとすものか！　お前もともに破滅に導いてやるぞ！」

「……」

「捕まるまでの間、手下どもを使って噂うわさをばらまいてやる！　お前がこの都市にいると！　は、ははははははっ!!　恨みを持つ者達がこぞってお前を探すぞ、安寧あんねいはないと思え！」

　頰を砕かれ、口から溢あふれ出る血で服を汚しながら、テッドは憎悪に燃えていた。

　膝ひざをついたまま、ぎらついた瞳でリューも道連れにしてやると復讐ふくしゅうを誓う。

　口を閉ざすリューの代わりに動いたのは──薄鈍うすにび色の髪の少女だった。

　黙って話を聞いていたシルは、テッドのもとに歩み寄る。

「な、なんだっ、何をするつもりだ!?」

　賭博ポーカー勝負での得体の知れなさを思い出してか動じるテッドに、シルは何も言わず、にっこりと微笑んだ。

　腰を折り、思わず怯ひるむテッドの耳もとへ顔を寄せ、何事かを囁ささやく。

「──」

　間もなく、テッドは不自然に硬直し、まるで喘あえぐようにぱくぱくと口の開閉を繰り返した。

　呆然ぼうぜんとした顔で見上げてくるドワーフの男に向かって、シルは再び笑い返す。

　今度こそ力が抜け落ちたかのように、テッドの腰は床に落ちた。

「行こう、リュー」

「……」

　何を言ったのか、この場で問いただしたかったリューだったが、時間もない。

　悠長なことをしていれば【ガネーシャ・ファミリア】が来てしまう。

　ひとまずテッドを取り残し、急いで地下金庫を後にすることにした。

「シル……最後に何を言ったのですか？」

　階段を上がり地下階フロアを脱した後、誰だれとも鉢合わせしないように通路を駆けながら、リューはシルに問うた。

　薄鈍色の髪の少女は、てへっと悪戯いたずらが見つかった子供のように笑う。

「私たちの面倒を見てくれてる、ミアお母さんの【ファミリア】の名前、言っちゃった」

　その言葉を聞いて、リューは呆あきれた。

　同時に、テッドにほんの僅わずかだが同情する思いを抱いた。

　なにせ、リュー達が身を寄せている酒場『豊穣ほうじょうの女主人』の店主は、ドワーフのミア・グアンド。

　彼女が半脱退しつつも、今も籍を置いている【ファミリア】の名は──。




　すっかり破壊された、地下金庫内。

　複数の足音を重ね、ようやく【ガネーシャ・ファミリア】が急行すると、未だに放心状態のテッドがへたり込んでいた。

　団員達の怪訝けげんな視線を浴びながら、彼は譫言うわごとのように、その単語を呟つぶやくのだった。

「フ、【フレイヤ・ファミリア】……」
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　慌ただしく走り回る従業員スタッフをやり過ごし、リュー達は大賭博場カジノの裏口を目指した。

　不測の事態によって店の裏側バックヤードでは持ち場を離れる者が続出し、動きやすかった。

　混乱を利用する形でリュー達は裏口に辿り着くことに成功する。

「貴賓室ビップルームを荒らした連中は貴族に扮ふんしているらしいぞ！」

「エルフとヒューマンの二人組だ、逃がすな！」

「！」

　だが、裏口を出た矢先、冒険者達が待ち構えていた。

【ガネーシャ・ファミリア】はやはり優秀であり、その行動は迅速じんそくであった。事態を摑むと同時に大賭博場カジノを包囲したのだろう。今や蟻あり一匹通さない包囲網が敷かれているのだ。

　リュー達が出た店の裏手には、大賭博場区域カジノ・エリアでしか見受けられないだろう巨大な水泳施設プールが設けられていた。月夜を映す青い水面が魔石灯の光を反射し輝いている。

　シルとアンナを物陰に隠したリューは、【ガネーシャ・ファミリア】の団員達が辺りをくまなく警戒する光景に、右眼を眇すがめてしまう。

「侵入者は見つかったか？」

「シャクティ団長！」

　──そこで、リューにとって二度目の予想外の事態が起こった。

【象神の杖アンクーシャ】の二つ名を神々から賜たまわった、【ガネーシャ・ファミリア】最強の第一級冒険者が現れたのである。

　藍色の髪はうなじの位置で切られた短髪ショートヘアー。手足は長く、同性のリューから見ても高い身長は一七〇Ｃセルチは優に超えている。ヒューマンでありながら整った怜悧れいりな面差しは、博識高いエルフに通ずるものがあった。

　進行役ディーラーのものとも似た店の警護服スーツを着る麗人は、駆け寄ってくる団員達に指示を出す。

「ここは私が受け持つ」

「えっ、ですが……」

「人手がどうやら足りないようだ。お前達は店の方へ救援に向かえ」

「わかりました！」

　信頼の表れか、団長の配置変更の指示に上級冒険者達はあっさりと従った。

　驚くシルやアンナの視線の先で団員が走り去っていく中、たった一人残った彼女は、リュー達のいる物陰に視線を飛ばしてきた。

「出てこい」

　リューは、その要求に応じる。

「シャクティ……」

「エルフの賊が侵入したと聞いていたが……やはり、こういうことだったか」

　物陰より進み出たリューを見るなり、【ガネーシャ・ファミリア】団長──シャクティ・ヴァルマはまるで予想していたかのように嘆息した。

　リューとシャクティは面識があった。それは『悪』がのさばっていたオラリオの暗黒期、正義の派閥アストレア・ファミリアと同じように都市の安寧と秩序を守る【ガネーシャ・ファミリア】と協力していた際に生まれた交友だった。シャクティはリューの素顔、そして存命しオラリオにいることを知る数少ない者の一人でもある。

　今やオラリオの中でも最上級トップクラスの実力を備えるまでに至った豪傑ごうけつの女性は、恐る恐る物陰から出てくるアンナをちらっと窺うかがった後、もう一度、吐息をついた。

「大賭博場カジノ側の蛮行をどう検挙するか、計画を練っていた我々の苦労が水の泡だな……」

　揺らめく水泳施設プールの水面を眺めることしばらく。

　シャクティはリュー達に向き直り、瞑目めいもくする。

「私は何も見ていない。多くの者が探しているお尋ね者も、攫われた娘を救う義賊も……何も、な」

　リューはその言葉に目を見張る。

　一拍の呼吸を経て、彼女はシルとアンナを連れ、無人の水泳施設周辺プールサイドを横断した。

「ありがとう、シャクティ」

「いいから行け」

　真横を抜ける間際まぎわ、リューは友に感謝するとともに、彼女の手にそっと小瓶こびんを渡した。『開錠薬ステイタス・シーフ』である。それだけで全てを悟ったようにシャクティは小瓶を懐ふところにしまい、自らも大賭博場カジノへと向かった。

「いい人だね」

「ええ。私が尊敬する人物の一人です」

　微笑むシルに尊信の言葉を返しながら、リューは水泳施設周辺プールサイドを出る。

　シャクティのおかげか【ガネーシャ・ファミリア】の警備は手薄になっており、何とか包囲網を抜けることができた。最大賭博場グラン・カジノ『エルドラド・リゾート』で起こった事件を聞きつけ、楕円形の広場には他ほかの大賭博場カジノにいた客が飛び出し騒然となっている。巨大な噴水が広場の中央で吹き上げているのを横目に、リュー達は喧騒に満ちる大賭博場区域カジノ・エリアを抜け出した。

　途端に雑多になった繁華街の裏通りを一気に駆け抜けると、見えてくるのは一台の馬車だ。

　リューとシルがあらかじめ路地裏で待っておくよう依頼していた箱馬車である。

「この馬車に乗ってください」

「えっ……で、でもっ」

「母親カレンさん達がいる場所へ行くようお願いしてあります。あとのことは大丈夫ですから」

　獣人の御者が待つ馬車の前で、リューとシルはアンナに一人乗るよう告げた。

　このまま誰にも見つかることなく家族のもとへ帰り、あとはドレスを脱いでしまえば、彼女が経営者オーナーの所有物であったことはわかるまい。彼女を攫った冒険者達も脅してある。もとの街娘に戻れるのだ。

　馬車の扉が開けられる中、瞳を揺らしていた見目麗しい少女は、胸に両手を添えた。

　意を決したように、リューへ身を乗り出す。

「あの！　貴方には愛する奥様がいらっしゃるのは重々わかっています！　これから言うことが貴方を困らせることも！　でもっ、それでも私はっ、身を挺ていして守ってくれた貴方のことが……！」

　リューは、瞬きを繰り返した。

　シルは、きょとんとしていた。

　アンナは、『恋する乙女おとめ』のようにリューへ熱い眼差まなざしをそそいでいた。

　途端、リューは自分の頰が小刻みに震えるのがわかった。

　目の前で瞳を潤ませる少女は誤解していた。

　それも、極めて致命的な。

「私は、貴方に恋こいを──」

「待ってください」

「えっ？」

「貴方は、勘違いしている」

　途轍とてつもなく感情を押し殺した声が出ているのを自覚しながら、リューは眼帯を外した。

　並行して、変装用にまとめていた髪をくしゃくしゃとかき混ぜる。

　普段の髪型に戻ったリューは、啞然とするアンナにのたまった。

「私は、貴方と同じ女性です」

　一瞬の硬直。

　時を止めていたアンナは、次には、大声を出して叫んでいた。


「え、えええええええええええええええぇぇ～～～～～～!?」



　情けない響きの悲鳴が路地裏に響き渡る。

　身の危険も顧みず自分を助けにきた騎士ナイトが、実は男装した麗人。歴れっきとした同性。

　胸をときめかせてしまった少女の恋物語ラブロマンスはこの瞬間をもって脆もろくも崩れ去った。

　茫然ぼうぜん自失じしつ──というより半分涙目──になっていたアンナは、こちらが心配するほどフラフラとした足取りで、箱馬車に乗り込む。

　馬の嘶いななきとともに車輪が回り始め、傷心の少女を乗せた馬車は去っていった。

「……」


「ふ、ふふっ……！」



　乾いた夜風が流れる路地裏で、リューは唇を真一文字に引き結ぶ。

　その隣では、背を向けるシルが両手で口もとを押さえ、何度も肩を揺らしていた。

　笑いの衝動を堪こらえている彼女──男装するよう提案してきた元凶に、リューは恨めしい視線を送ってしまうのであった。
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「大賭博場カジノで事件だってよ！　貴族どもがぎゃんぎゃん騒いでやがる！」

「何でも金庫を破られて、えれえ額の金を持っていかれちまったらしいぜ！」

　南のメインストリート、大賭博場区域カジノ・エリアへのアーチ門前には人集ひとだかりができていた。

　繁華街にいた冒険者や一般人が騒ぎに気付き野次馬と化しているらしい。盛大な尾ひれがついた情報がざわめきとなって届いてくる。赤や青、黄色、色とりどりの魔石灯の輝きに満ちた繁華街の光景を、リューは薄暗い路地裏口から眺めていた。

　シルは今、この場にいない。「預けてある着替えを取りに行ってくるね」と別行動を取っている。夜会服のまま帰路につけば当然目立つので、服を預けた商人の店に赴いたのだ。

　店はすぐそこだから待ってて、と戦いっ放しだったリューを労わるように、彼女は一人で行ってしまった。

「……」

　路地裏の陰に紛れながら大賭博場カジノの動きを見守る。リューの視線の先ではギルド職員が続々と大賭博場カジノ入りをしていた。きっとテッド達を連行するためだ。

　もう自分が余計な介入をしなくても、事件は落ち着くべき場所に落ち着くだろう。

　そう考えながら、リューが肩から力を抜いた時。

（あれは……クラネルさん）

【ガネーシャ・ファミリア】と従業員スタッフの手で、大賭博場区域カジノ・エリアから追い出されるベルと、モルド達の姿を捉とらえた。

　地面に放り出されたモルド達はすぐさまベルに摑みかかった。襟を摑まれ何度も揺さぶられる少年はというと必死に謝罪らしきものを繰り返している。そんな彼等を、周りの野次馬は興味深そうに観察していた。

（彼等にも、迷惑をかけてしまった……）

　こちらの都合で巻き込んでしまったリューは申し訳ない気持ちになった。男泣きを始めるモルド達、頭を何度も下げるベルを見つめる。

　その瞬間、まるで視線に敏感な兎うさぎのように、ベルがこちらを振り向いた。

　驚いたのはどちらも一緒だった。ベルは周りの様子を窺った後、誰にも気付かれないようにリューのいる路地裏へとやって来る。

「リューさん！　無事だったんですね」

「ええ、お蔭様かげさまで。クラネルさん達は大丈夫ですか？」

「僕達も平気です。それでその……リューさん、あの後は……」

「全て終わりました。ここに来た当初の目的も、無事遂とげました」

　リュー達が大賭博場カジノに侵入した事情を詳しく把握していないベルだが、問いただすことはしなかった。ただ一言、「よかった」と安堵あんどの笑みをこぼす。

「クラネルさん、力を貸して頂いてありがとうございます。助かりました。そして巻き込んでしまって……すいません」

「い、いえっ。リューさん達にはいつもお世話になっていますし……」

「それに、彼等にも迷惑をかけてしまった」

「モルドさん達は、その……あ、あははは」

　まだ男泣きを続けるモルド達を見やる。

　思わず空笑いしていたベルだったが、そこで何かに気付いたかのように、おずおずとリューに尋ねた。

「あの、リューさん？　どうかしたんですか？　いつもより、様子が、えっと……」

　言葉を濁すベルに、リューは軽く瞠目どうもくする。

　確かに今のリューは、思い詰めた、とまではいかないものの、少々考え事をしていた。

「リューは格好いいからね、女の人にもてるのも、しょうがないよ」

　──先程、ここにはいないシルが送った言葉である。

　ようやく笑いの発作が治まって笑いかけてくる彼女に、リューは嘆息を返した。

「……もういいです。私がシルのように魅力的ではないことは、初めからわかっています」

「そんなことないよ」

　シルはふざけ過ぎたことを反省するように苦笑していたが、もしかしたら、あの時のリューは仏頂面を浮かべていたのかもしれない。

　とどのつまり、リューはアンナに勘違いされたことを気にしているのだ。

　自分も乙女である、などと言うつもりはない。融通が利かないエルフらしく無ぶ愛想あいそう、背筋を伸ばして一々きびきび動く癖くせ。大賭博場カジノでベルも見惚みとれていたシルのような可憐かれんさと、対極の位置にいることは自覚がある。

　しかし、男と間違われるというのは、リューとしても不本意であった。

　少年に顔色を気付かれるほど、悩んでしまう程度には。

　リューはしばらく、無言でその場にたたずむ。

　着ている礼服の上から、薄い胸をそっと撫でた。

「クラネルさん……」

　やがて、無意識のうちにリューは唇を開いていた。

「……私は、女性らしくないでしょうか？」

　口にしてから、リューははっとした。

　様子を窺っていたベルが、瞬きを繰り返している。

　──何を口走ってしまっているのか。血迷ってしまった。

　頰に一瞬、熱が集まったのがわかった。

　ついこぼした己の言葉をリューは胸の中で恥じらい、慌てて訂正しようとする。

「クラネルさん、今のは──」

「えっと、リューさんは……」

　だが、ベルが口を開く方が早かった。

「強くて、すごくて、男の僕が情けなくなるくらい格好良い……んですけど」

　動きを止めるリューに、ベルはたどたどしく、言葉を選びながら告げる。

「優しくて、丁寧で、いつも背筋が伸びてて……それで、え～とっ……シルさんも可愛かったんですけど、そ、そのっ……リューさんのドレス姿もいつか見てみたいな、って」

　空色の瞳が、見開かれる。

「……そんな想像をしちゃうくらい、綺麗きれいな女の人だって、僕は思ってます」

　最後はごにょごにょと尻しりすぼみになりながら、耳まで真っ赤になったベルは言った。

　リューは、つい先程とはまた別種の熱が頰を染めるのがわかった。

　胸に響く鼓動が数瞬、甘く震える。

　慣れない褒ほめ言葉をひねり出し、挙動不審になっている少年はその様子に気付かない。白い髪をゆらゆらと揺らし、視線を左右に何度も振っている。

　そんな滑稽な少年の姿を見て、冷静になれたリューは、双眸そうぼうを僅かに細めて呆れたように言った。

「貴方は、女性に同じようなことをいつも言っているのですか？」

「ええっ!?　ちっ、違います！　女の人を元気付けたいなら、笑ってくれるまで褒めてやれってお祖父じいちゃんが教えてくれてっ!!　あぁいやでもっ、今のは決してお世辞とかじゃなくて！　僕の本心というか──ってうわぁああああああああああああ……!?」

　必死に弁解し、恥ずかしい本心を吐露して墓穴を掘る。ベルは両手で頭を抱え身悶もだえ始めた。

　リューは静かに一人、笑みを漏らした。

　些細ささいなわだかまりは胸の中から消えていた。代わりに穏やかな、嬉うれしさと呼べるものが胸を包んでいる。木漏れ日が微笑む森の中にいるような思いだ。

　目を瞑つむるリューは感謝の言葉を心の中で呟くとともに、しばしその気持ちに身を委ゆだねた。

「クラネルさん」

「は、はい」

　大通りの方角に目を向ける。

　ベルが顔を上げる中、繁華街を眺めながらリューは言葉を投げかけた。

「私は最近、酒場の内庭で朝稽古をしています」

「……？」

「もしよければ……ご一緒に、やりませんか？」

　リューはベルの方を見ない。ただ驚く気配が伝わってきた。

　ややあって、少年は嬉しそうな声音で答える。

「はい、やらせてください！」

　リューの唇が綻ほころぶ。

　ひとりでに動いた左手が、またそっと胸を撫でた。

　同僚の少女に謝りながら、リューは自分の気持ちに少し素直になることにした。

　胸を安らかにするこの思いに。

「あの、それで、毎日は行けないかもしれないんですけど……」

「勿論もちろんです。暇な時だけで構いません」

　会話をしながら繁華街を眺め続ける。

　いくつもの光が溢れる、華やかな夜の大通りが見える路地裏の片隅で、エルフと少年はささやかな約束を交わすのだった。
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　暗く、青みがかかった空がゆっくりと白んでいく。

　東の空が一日の始まりを告げようとしている、早朝。

「結局、例の大賭博場カジノはどうニャったニャ？」

　酒場『豊穣の女主人』の厨房で、猫人キャットピープルのアーニャはあくびをしながら尋ねてきた。

　せっせと弁当作りに励んでいるシルは、果実の皮を剝きながら答える。

「最大賭博場グラン・カジノは今まで通り。経営者オーナーだけが変わって、営業はこれからも続けていくんだって」

「娯楽都市サントリオ・ベガも面の皮が厚いよね～」

「まぁ、あれくらいであの都市がめげるわけニャいニャア」

　店の制服に着替えたばかりのヒューマンのルノア、猫人キャットピープルのクロエも相槌を打つ。

　経営者オーナーに任命され娯楽都市サントリオ・ベガから出向していた本来の『テリー・セルバンティス』は、どうやら店に着任する直前に不慮の事故で亡くなっていたらしい。テッドはそこに目を付け、身分を偽り経営者オーナーに成りすましたのだ。全ては都市の暗黒期に培ってきた彼の人脈があればこその成功だった。

　オラリオに来る娯楽都市サントリオ・ベガの査察官は高い賄賂わいろを支払うことでやり過ごし、本物の『テリー・セルバンティス』を知り尚且なおかつ懐柔できない邪魔者は、用心棒達を使って密かに葬ってきた。『開錠薬ステイタス・シーフ』で素性を暴かれたテッドは、ギルドの事情聴取で全て答えたそうだ。

　娯楽都市サントリオ・ベガは当然テッドを切り捨て、自分達には非がないことを主張した。早い話、テッドに全ての罪を押し付けたのだ。件くだんの事件から『何か』を恐れるように震え上がっているテッドは今、ギルドの独房に投獄されている。どのような政治取引が都市管理機関ギルドとの間であったのかシル達には知るよしもないが、経営者オーナーがすげ替わった『エルドラド・リゾート』は依然いぜん賭博の楽園で輝きを放っている。

　テッドに囲われていた美姫達には、ギルドと娯楽都市サントリオ・ベガの両者から厚い補償が行われ、それぞれの故郷に送り届けられたそうだ。

「全部【ガネーシャ・ファミリア】のお手柄ってことになっているらしいけど、シル達はいいの？」

「お礼が欲しくてリューは助けにいったわけじゃないし……」

「ニュフフ、正義の味方は正体をバラしてはいかんものなのニャ」

　世間では、伯爵夫妻に変装したエルフとヒューマンの行方ゆくえは追えぬままとなっている。

　リューとシルの正体を知る一部の冒険者や神々は口を閉ざしており、何も知らない貴族や富者達の間で人気ホットの話題として広まっている。当時の目撃者の情報が色々な形となって出回り、大賭博場カジノの金庫を狙った盗賊団の仕業やら、ギルドから依頼を受けた工作員の暗躍やら、はたまた正義の使者が復活したなどなど……根も葉もない噂が流れている始末だ。【ガネーシャ・ファミリア】も何者かの働きかけがあったのか、捜索を断念している。

　ルノアとクロエにうりうりと挟まれながら、シルは苦笑を浮かべた。

「それにしても、ミャー達の名を騙かたっていた不届き者を見てみたかったニャ～。ネチネチ拷問ごうもんして、名前を勝手に借りてた代金を徴収したいニャ」

「出たよ、手口がゲスい陰湿猫」

「腕っぷしで全部解決する脳筋ヒューマンは黙ってろニャ」

「「あ？」」

　額をぶつけ睨にらみ合う元賞金稼ぎと元暗殺者を無視しながら、アーニャはふと思い出したようにシルへ質問した。

「そういえば、あの家族はどうニャったニャ？　娘むすめさんは帰ってったニャ？」

「うん、クレーズさん達は──」

　シルが答えようとしたところで、店の奥からけたたましい騒ぎが生まれる。

『シルー!?　リューがまた【リトル・ルーキー】をブッ飛ばしたニャー!!』

『やり過ぎました、って、リューそんなレベルじゃニャいニャー!?』

「もう、リューったらっ」

　猫人キャットピープルの同僚達が上げる悲鳴に、シルは頰を膨らましながら駆け足で移動する。

　エルフと少年が、時々鍛錬を行うようになった酒場の内庭へ。

　アーニャやクロエ、ルノア達は肩を竦め合い、次には笑ってその後を追った。

「仕事放り出して何やってんだ、馬鹿ばか娘どもぉー!!」

　ドワーフの女将の大音声が轟とどろき渡る中、酒場『豊穣の女主人』は今日も朝早くから喧噪けんそうに包まれるのだった。
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「おや、あんたは……久しぶりだな。元気だったか？」

　暗く、陰気臭い酒場の中。

　店の隅にいるヒューマンの男が、口にしていた安酒エールのジョッキを軽く上げる。

「『豊穣ほうじょうの女主人』……？　ああ、本当に行ったのか。で、どうだった？」

　周囲の客の声音は低く、荒々しく、そしてどこか愉快げだ。

　肩を組んで声を重ねる男達の歌声と大きな笑い声に囲まれながら、男はにやつく。

「店の外にブッ飛ばされた？　──ぶっははははははははっ！　だから言ったじゃねえか、下手なことすればたちまち殴り飛ばされるって！」

　男は腹を抱えて笑い出す。

　彼は労わるように、食べかけの燻製肉ベーコンを対面の席へ差し出した。

「何をやらかしたんだ？　……なに、シルちゃんに手を出そうとしたぁ～？　馬っ鹿野郎！　あの娘こがあの酒場の中で一番おっかねえんだ！　他ほかの連中が黙っちゃいねえ！」

　男は上機嫌になって安酒エールをあおる。

「俺おれの時はあのドワーフの女将に吹っ飛ばされた。大通りの真ん中までな。危うく馬車に轢ひかれそうになったんだぜ？」

　物騒な話の内容に反して、男の声は弾はじんでいた。

　酒宴を行う客の声も同調するように、より一層賑にぎやかなものになる。

「ん？　この傷か？　いや違えよ、酒場の連中につけられたものじゃねえ。これは……女房と、娘むすめにつけられた引っ搔かき傷だ。こっぴどく、怒られたんだよ」

　顔に残る真新しい傷をなぞって、男は照れ臭そうに笑った。

　ほのかな酒気の匂においとともに頰ほおを赤らめ、目を細める。

「馬鹿ばかな真似まねをして、一人娘をなくすところだった。でも助けてもらったんだ、俺は。あの酒場に……あの生き真面目まじめで、潔癖で、お人好しのエルフに」

　本当に馬鹿なエルフなんだよ、と嘲あざけるように──小物と称する自身を比べて皮肉るように、男は言葉を口にする。

「こんな俺の尻しり拭ぬぐいをしてくれて、家も娘も全部取り返してくれた……俺はもう、自分が恥ずかしくなっちまった。だから、もう賭博には手を出さねえって家族の前で約束したんだ。真人間にもなるってな」

　鼻の下を指でこすっていた男は、そこで「ただ……」と言葉を切る。

「……こうやって、女房達に隠れて酒をちょっと飲むくらいなら、いいだろう？」

　今日稼いだ日銭の一部でささやかなご褒美ほうびを頂く男は、茶目っ気たっぷりに笑った。

「──お父さん！　もう、こんなところでお酒を飲んで！」

「ア、アンナっ？」

　そこで、酒場の扉が勢いよく開かれる。

　亜麻色の髪の美少女の登場に、にわかに客が沸き立つ一方、男は口もとを引きつらせた。

「もうお酒も飲まないって約束したのに！」

「あぁ違うんだアンナっ、一杯、本当に一杯だけなんだ！　月の唯一の楽しみなんだ、大目に見てくれ！」

「だめ、お母さんに言います！　リューさん達に知られたら、私だって恥ずかしいんだから！」

　途端、情けない父親に成り下がった男は、娘に腕を引っ張られ席から立ち上がる。

　口笛を吹いて冷やかしてくる周囲の客に苦笑いを返しながら、男は最後に、対面の席へ視線を向けた。

「人生の先輩からの助言だ。悪さはほどほどにしろ。それでも、何かに巻き込まれちまったなら──『豊穣の女主人』に行ってみな」

　本当に、どうしようもなく困った時だけな。

　妖精が、助けてくれるかもしれないぜ？

　男はそう言って笑みを残し、美しい娘に腕を引かれながら、酒場から出ていくのであった。
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「依頼？　また？」

　ルノア・ファウストは『賞金稼ぎ』である。

　所属していた【ファミリア】の主神が送還されて以来、派閥を転々としながら旅を続ける毎日を送っていた。賞金首狩りバウンティハンターは路銀稼ぎの一環である。

　今、流浪の彼女が身を置くのは、迷宮都市オラリオ。

　その強さから、裏の界隈かいわいでは『黒拳こっけん』の渾名あだなで呼ばれるまでに至っている。

「【疾風しっぷう】が暴れ回って、闇派閥イヴィルスの残り滓かすも壊滅したんでしょう？　勢力争いなんて終わったんじゃないの？」

　ルノアがいるのは場末も場末の酒場であった。路地裏の地下の階段をもぐった先、薄暗い店内でいかにもといった亜人デミ・ヒューマン達が密談を交わしている。

『依頼』を受け取る時、彼女はいつもこの酒場を利用していた。

「その【疾風】が、今度の標的だ」

　口もとを隠す防寒着マフラーを巻いたルノアの対面にいるのは、商人の男ヒューマンだった。

　彼女の実力に目を付けてからというもの、他ほかの客の仲介までこなして依頼を持ってくる、ありがた迷惑なルノアの得意先である。

「【疾風】も刺し違えてくたばった、って聞いてるけど？」

「まだ生きている。そして最後にボロを出した。闇派閥イヴィルスの拠点アジトが壊滅した直後、走り去る血まみれのエルフを目撃した者がいる」

　卓上に置かれるのは精緻せいちな似顔絵だった。描いたのは走り去る瞬間だろう、破れ落ちた覆面の中身、憔悴しょうすいした横顔が羊皮紙の中に閉じ込められている。

　窪くぼんだ空色の瞳ひとみに、美しい金の髪の、エルフの少女。

「手下に探らせて、逃げ落ちた先もわかっている。奴やつがいる場所は──『豊穣ほうじょうの女主人』」

　そこまで語った商人は、前金が詰まった小袋を卓上に置いた。

「【疾風】の今回の騒動で、我々の息がかかった配下にも被害が及んでいる。ひいては、我等ブルーノ商会が闇派閥イヴィルスと繫つながっていたことも奴にバレたかも知れん。明るみになる前に、必ず消せ」

　言い含めるように告げ、返事を待たず、椅子いすから立ち上がる。

　依頼人クライアントが酒場から出ていった後、ルノアは重い溜息ためいきをついた。

「……そりゃ、報酬がもらえるなら誰だれでも仕留めてやる、って言ったけどさ」

　ルノアは腕っぷしの強さだけでここまでやってきた。

　手っ取り早い生計のために、賞金首どもを張り倒しては勝ち続けてきた。

　だが、彼女はそろそろ疲れていた。

「オラリオの冒険者、ちょっと強過ぎるよ……」

　この迷宮都市の冒険者達は、ある一定の境界ラインを超えると、桁けた違いに強くなる。

　依頼の達成率ほぼ十割のルノアでも、第二級以上の冒険者相手は苦戦が必至であった。第一級などそれこそ速攻で断る脅威度レベルである。まさしく、オラリオは人外魔境であった。

　来る日も来る日も戦いの毎日。死ぬ気となって標的ターゲットを撃破すれば、余計に名は広まり、依頼が舞い込んでくる悪循環。神経は日に日にすり減っていく。

　気に入っていたこの酒場の蜂蜜酒も、今ではすっかり美味おいしく感じなくなってしまった。

「あ～。もう何か疲れたし、どっかに身を落ち着けたいなぁ。カッコ良くなくていいから、気をつかってくれる亭主とか見つけて、狭い家でゴロゴロして……」

　ルノア・ファウスト。この時、十七歳。

　枯れた発言をするうら若きヒューマンの少女は、天井てんじょうを見上げながらこぼした。

「賞金稼ぎ、もう止やめようかなぁ」
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「また依頼？　今月で何人目？」

　クロエ・ロロは『暗殺者』である。

　とある犯罪組織ファミリアに所属していたものの、強要される仕事の数々に嫌気が差し、主神が課した無理難題を遂げて脱退してみせた。旅の道すがらの暗殺アサシネイションは路銀稼ぎの一環である。

　今、野良猫の彼女が身を置くのは、『世界の中心』と名高いオラリオ。

　その暗殺の成功率の高さから、裏の界隈では『黒猫くろねこ』の異名で知れ渡っている。

「まぁ、見合った報酬さえ用意してくれれば、仕事はこなすけど」

　フードを被かぶったクロエがいるのは、忘れ去られた鐘楼しょうろうだった。もう鳴ることのない大鐘が天井からぶら下がり、静謐せいひつな月明りがアーチからそそがれている。

『依頼』を受け取る時、彼女が指定する待ち合い場所の一つだった。

「あぁ、勿論もちろんだ。今回暗殺を頼みたいのは、あの【疾風】だ」

　たたずむクロエの目の前にいるのは、とある商会の男ドワーフだった。

　何かと敵が多く、同時に欲深くもあり、金の臭いを嗅ぎ取っては依頼を持ち寄ってくる取り引き先である。

「ふぅん、【疾風】……生きているの？」

「ああ。引き受けるなら細かい情報を教えてやる。今やあいつも一級のお尋ね者だ」

　渡されたのは一枚の手配書だった。描かれているのは、フードを深く被った覆面の冒険者だ。

　肖像の上に記される額は、八〇〇〇万ヴァリス。

「この額の賞金首なんてそうはいねえ。他の奴に出し抜かれる前に俺おれ達が頂くんだ。賞金は山分けってことで──」

「前金で四〇〇〇万。懸賞金の取り分は、こっちが七割」

　男の言葉を遮さえぎって、ぴしゃりと叩たたきつける。

　ドワーフの商人はにわかにうろたえた。

「ま、待てっ。いくらなんでもそれは……せめて六・四で……」

「嫌。衰えていたとはいえ、闇派閥イヴィルスをたった一人で壊滅させた化物みたいな女……そんなのを仕留めるのなら、それくらい貰もらわないと割に合わない」

　クロエは頑がんとして譲らない。

　目もとを隠すフード──猫耳によって二つの山ができている『黒猫』の表象シンボル──が夜気になびく中、その小振りな唇が薄ら寒い三日月を描く。

「なんなら私一人でやってもいいんだけど？　今ここで、貴方から情報を引きずり出して」

「わ、わかった……その条件でいい」

　拷問ごうもんも十八番おはこである暗殺者を前に、息を呑のむドワーフはこくこくと頷うなずいた。

【疾風】の情報が載っている羊皮紙を置いていき、逃げるように鐘楼から立ち去った。

「……ちょろいもんニャ～」

　一人になった後、口調をがらりと変えたクロエは、盛大に嘆息した。

「歯ごたえがなさ過ぎて興ざめニャア……いっそ依頼を持ち帰ってくれた方がよかったのに、ニャ」

　クロエは暗殺の腕だけでここまでのし上がってきた。

　生業なりわいが生業だ、舐なめられぬよう営業用の仮面まで被って、闇やみの仕事に身を投じてきた。

　だが、彼女はいよいよ疲れていた。

「迷宮都市ここで暗殺なんてもう割に合わないニャ～。せっかく稼いだ金も、次の前準備でほとんど消し飛ぶのニャァ～」

　暗殺の達成率ほぼ十割のクロエにとっても、オラリオの冒険者は強過ぎる。念入りに暗殺の準備をするだけで報酬がかき消えるほどに。

　一度、第二級冒険者を仕留めてしまったのが運の尽き。増えていく依頼は難題ばかりで、苦労して墓標を築き上げる度に、すぐに新たな棺ひつぎを要求される。

　毛繕づくろいを怠っていなかった自慢の尻尾しっぽの毛並みも、今ではすっかり荒れてしまっている。

「あ～。もう美少年を侍はべらせた優雅な生活を送りたいニャ～。おへそやお尻しりを撫ニャで回して、胸をキュンキュンさせながらこの世の極楽ヘヴンを満喫したいニャ～」

　クロエ・ロロ。この時十六歳。

　欲にまみれたうら若き猫人キャットピープルの少女は、月夜を仰ぎながら呟つぶやいた。


「暗殺業、廃業しようかニャァ……」
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　雨が降っている。

　冷たい雨だ。全てを洗い流す雨だ。

　石畳に滴り落ちる血の斑点はんてんが、雨に混じり、溶けて、かき消えていく。

「……っ」

　リューは歩いていた。

　人気ひとけのない路地裏を、たった一人、傷を負った体を引きずりながら。

　やった。やり遂げた。

　復讐ふくしゅうを果たした。

　仲間を奪った【ファミリア】を、それに与くみする者達を、滅ぼしてみせた。

　しかし。

　その報復の先に得たものは、達成感などと呼べるものではなく。

　ただただの、ひたすらの虚無感だった。

「……私は、どこに……」

　視界を染めていた真紅の色が、灰色に変わっている。

　仲間の笑顔も、彼女達の惨むごたらしい最期の表情も、今はもう思い出せない。

　瞳ひとみから溢あふれ出ていた涙も、喉のどから迸ほとばしった痛哭つうこくも、どこかへ消えてしまった。

　リューは自分が空っぽになったことがわかった。

　体を突き動かす激情が去った途端、茫漠ぼうばくの闇やみが心を包み込んだことを。

　そして、その果てしない闇はリューを生に繫つなぐものではない。

　天からの冷雨も、まるで断罪するように体から体温を奪っていく。

　神も望んでいるようだ。道を違たがえたエルフの愚かな死に様を。

　重傷を負った全身が痛苦に喘あえぎ、かつてない疲労に蝕むしばまれる四肢が力つきた瞬間、リューは糸の切れた人形のように倒れ伏した。

　水溜たまりが跳ね、溜まっている汚泥がその体を汚す。

　自分の血か、仇かたきの返り血かも定かではない赤い体が、凍いてついていく。

（……無様だ）

　冷たい夜。切れかかった魔石灯が生み出す、ぼやけた光の輪郭。

　ここがリューの死に場所だった。誰だれも看取みとる者はいない、暗く汚い路地裏。

　愚かな妖精に相応ふさわしい末路。


（アストレア様…………アリーゼ）



　脳裏に過よぎる、女神の微笑ほほえみが愛おしい。耳に蘇よみがえる、彼女の言葉が恋しい。

　もう楽になって、今は亡き知己の声を、もう一度聞きたい。

　相反する二つの感情を抱きながら、リューはその時を迎え入れた。

　ゆっくりと、瞼まぶたを閉じる。




「──大丈夫？」




　だが。

　暗い奈落に沈むリューの意識に、手を差し伸べる者がいた。

「……？」

　うっすらと開いた瞼の先に見えるのは、一人の少女だった。

　被かぶった雨よけの布の下で揺れる、薄鈍うすにび色の髪。同色の瞳。

　その声音は、穏やかな主神の呼びかけにも、もういない知己の声にも似ていて。

　膝ひざをついて伸ばされた両手が、血と汚泥に汚れ切ったリューの右手を、優しく包み込む。

（……嗚呼あぁ）

　他者の接触を拒む私エルフの手が、少女の手を受け入れる。

　柔らかい。

　温かい。

　優しい。

　温もりに包まれ、枯れていた何かがリューの瞳からこぼれ落ちた。

　──まだ来ちゃ駄目よ。

　そんな知己の声の幻聴を最後に聞いた後。

　今度こそ、リューの意識は途絶えた。
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　夢が終わりを告げた瞬間。

　リューは覚醒かくせいした。

「──っ！」

　瞼が勢いよく開かれる。

　瞳に映るのは木張りの天井てんじょう。体を包む毛布と敷布シーツの感触が寝台ベッドに寝かされていることを告げてくる。回想の夢の景色とは異なる、木造の部屋であった。

　備え付けられた窓から、朝日の光が差し込んでいる。

「ここは……くっ」

　緩慢な動作で起き上がろうとするが、すぐに上半身が前に折れる。

　痛みと倦怠感がリューを襲った。同時に毛布が落ち、腕に巻かれた包帯を認める。体には傷の手当てが施されていた。

　知らない部屋の光景と、知らない部屋の香りに困惑していると、

「あ、起きたんですね。良かった」

　ぱたぱたと音を立てて、一人の少女がドアを開けて入室した。

「……貴方は」

「まだ無理したら駄目ですよ？　本当に、酷ひどい怪我けがだったんですから」

　包帯や手拭ぬぐいを持って現れた彼女は、リューが路地裏で見たあの薄鈍色の髪の少女だった。最後の記憶と違わず、何かの店の制服を着ている。

　この少女がこの部屋に運び、治療を施してくれたのは明らかだった。

「もう三日も寝込んでいたんです。目を覚まして良かった」

「三日……」

　その数字を聞いても、リューは別段驚かなかった。彼女が思ったことはただ一つ。

　生き延びてしまった。それだけである。

「私、シル・フローヴァといいます」

　ぼうっと見つめてくるリューの視線に対し、少女──シルは自分の名を名乗った。

　可憐かれんな少女だ。人懐なつこい笑顔を浮かべてリューを安心させようとしている姿は、彼女の人となりと優しさを物語っている。反応が淡泊になりがちなリューとは正反対だ。

　人々を自然と笑顔にさせてしまうような、そう、『街娘』という言葉がぴったりだった。

「ここは私がお勤めしている酒場の離れなんです。倒れている貴方を路地裏で見つけた後、ここに運ばせてもらって──」

「どうして」

「えっ？」

　そんな少女の言葉を遮さえぎって、リューは尋ねていた。

　悔恨と、絶望の思いと一緒に。

「どうして、私を助けた？」

　何もかも失ってしまった。

　仇敵きゅうてきを討った今、もはや生にしがみ付く目的すらない。

　リューに残っているものは、虚むなしさだけだ。

　生きる意味を、見出せないのだ。

　己おのれの瞳が空虚に染まっていることを自覚しながら、リューは少女を見つめ返した。

「えっと」

　対して、これには困ったような、そんな表情を浮かべていたシルは、眉まゆ尾を下げながら笑った。

「雨に打たれて、ぼろぼろになっている人を、放ってはおけませんよ」

「……」

　至極真っ当な言い分である。リューも立場が逆だったなら同じことをしただろう。

　しかし、こちらの身の上を知った上で彼女は同じことを言えるだろうか。

　リューは【疾風しっぷう】だ。都市に混乱をもたらした、一級のお尋ね者だ。

　視線を逸そらしながらリューは問いかける。

「あんなところで倒れていた私を……怪しまないのか」

「今のオラリオはずっと物騒ですから。それに、訳ありの人は慣れっこなので」

　……慣れっこ？　訳ありの人物が？

　疑問を抱いたリューがつい視線を戻すと、シルは抱えていた治療道具を備え付けの棚の上に置き、両膝を床について、こちらを見上げる格好を取った。

「エルフさん。貴方のお名前は何と言うんですか？」

　そして、そんなことを聞いてきた。

「……知って、どうする」

「貴方の名前を呼びたいんです」

　惜しみもなくそう告げてくるシルに、リューは声が詰まった。

　やりにくい。調子がくるう。何なのだ、彼女は。

　生きる気力もなく、今の自分は死者も同然の目をしている筈はずだ。にもかかわらず優しく近寄ろうとしてくるシルに、リューは狼狽ろうばいしてしまう。

　リューは目を背けようとした。少女のあどけない、陽だまりのような善意を拒もうと。

　けれど。

（……二人目だ）

　リューが手を打ち払わなかったのは。

　一人目は、【アストレア・ファミリア】の団長であり知己、アリーゼ・ローヴェル。リューを【ファミリア】に誘った張本人。

　これまでは彼女が最初で最後だった。

　初見の者と握手でもしようものなら、リューは咄嗟とっさに相手の手を打ち払ってしまう。

　だが、あの雨の日、暗い路地裏でリューの手は包み込まれていた。

　悪しき慣習に染まっているこのエルフの手が、シルの手は拒まなかった。

（アリーゼとは、ちっとも似ていない。なのに……）

　今も微笑んでいるシルの顔、そして彼女の手を見やる。

　視線を行き場もなくさまよわせていたリューは、ややあって、唇を動かした。


「リュー……リュー・リオン」



　その名前を聞いたシルの顔が、花のように綻ほころぶ。

「リューさん……いいお名前ですね」

　嬉うれしそうに笑うシルがやっぱりやりづらくて、リューが視線を毛布に逃がしていると、

「こほんっ。それじゃあ」

　少女はわざとらしく咳せき払いをした。

　そして、

「リューさんは、元気になーる、元気になぁーるー」

　……ぐるぐると、リューの目と鼻の先で人差し指を回し始めた。

「……」

「リューさんは、笑顔になぁーるー」

　ぐるぐると回る指は止まらない。リューは石像のように硬直する。

　なんだ、これは。

　何の儀式だ？

　自分は今、精神攻撃を被こうむっているのか？

「えいっ」

「っ？」

　止とどめとばかりにリューの鼻が、つんっ、と押された。

「元気が出る、おまじないです。知り合いの子供達にもよくやってあげてるんですよ？」

　そう言って、シルは一仕事をやり終えたような笑顔を浮かべていた。
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　迎撃もできなかったリューは、ぽかんと固まってしまう。

「って、あ、あれ？　笑顔になりませんか？　おかしいですね……」

　固まり続けているエルフの姿に、シルは本気で戸惑い始めた。

　ようやく頭が働き始めたリューはというと、その瞳を半眼にして睨にらむ。何をするのだ、無作法だ、と。「あ、あははは……」とシルはわざとらしく空笑いを始めた。

　ぶすっとするリューは気付かない。

　つい先程までは空虚だった瞳が、少女とのやり取りを経て、感情を帯び始めていることを。

「寝たっきりのエルフが起きたのかい？」

　そこで、新たに入室する者が現れる。

　恰幅かっぷくの良いドワーフの女性だった。ドワーフにしては高身長であり、エルフのリューよりも背丈はずっと上だ。巨身、という言葉が相応しい。

　土色の髪を結わえたその容姿は迫力に満ちており、語らずとも豪快な気質が伝わってきた。

「はい、お母さん。リュー・リオンさんというそうです。リューさん、この人は私のお勤め先の女将さんで、ミアさんと言います」

（ミア……？）

　立ち上がったシルが口にした、ミア、という言葉にリューは反応する。

　とある情報が頭の中に思い浮かんだが、いやそんな筈はない、とすぐに頭を振った。

「ったく、ただでさえ人手が足りない時に面倒を増やして。野良犬や野良猫じゃあるまいし、扱いが七面倒なエルフなんて拾ってくるんじゃないよ」

「でも、ミアお母さんも許してくれたじゃないですか」

　ミアの嘆息交じりのぼやきにシルは笑みを返す。

　エルフとは潜在的に仲が悪いドワーフの言いように、リューが眉をひそめていると、女将はこちらを見下ろしてきた。

「引っぺがした服や荷物、見せてもらったけど……アンタ、【疾風】だね」

　その発言に、リューは表情を一変させた。

　目付きを剣のように鋭いものへ変える。

　シルも【疾風】という単語を聞いて、驚いた表情を見せた。

「だとしたら、どうする？　私をギルドにでも突き出すか？」

　お尋ね者であるリューは己が厄介者であることに自覚があった。自暴自棄になっていたと言ってもいい。

　挑発的に告げるそんなリューに対し、ミアはくだらなそうに、鼻を鳴らした。

「どうして私がそんな面倒なことをしなきゃならないんだよ、アホンダラ」

「なっ」

「動けるようになったんだったら後は好きにしな。ただし、三日も泊めてやったんだ、相応の宿代かねは払っていきなよ」

　思いもよらぬ返答に、リューは面食らってしまった。

「リューさん？　もしよかったら、しばらくここにいられたらどうですか？　このお店にいれば安全ですし、せめてほとぼりが冷めるまでは」

　この娘むすめも何を言っている。一級のお尋ね者など普通は恐れるか、欲に目がくらんで売ることだろう。たとえ罠わなであったとしても、無抵抗のリューを騙かたる意味などない。

　全く頓着していないシル達に、リューは混乱してしまった。

　そして、心を乱されてしまった。

「ミアお母さんって、すっごく強いんですよ。きっとリューさんのことも守ってくれます。それに私も、もっとリューさんのことを知りたいんです。だから──」

　よせ、やめろ。

　それ以上、その笑顔を向けるな。

　これ以上、この心をかき乱さないで。

　知己アリーゼを思い出してしまうその笑みで、手を差し伸べないで。

　胸の奥から滲にじみ出す痛苦の声に耐えられず、リューの喉が揺れ動く。

「わ──私は！」

　気付けば、当惑を振り払うように叫んでいた。

「私は……私には、もう何も残っていない。仲間も、帰る場所も。……愚かな行いを犯した私は、あの時、死ぬべきだった」

「リューさん……」

　毛布に指を食い込ませながら、懺悔ざんげするように、胸中に溜まっていた思いを吐き出した。

　そのリューの姿を見て、彼女を助けたシルは悲しそうで、寂さびしそうな表情を浮かべる。

「あーやだやだ、これだからエルフは。神経質で融通が利きかなくて、面倒臭いったら」

　一方でミアはそんなことも歯牙しがにもかけず、ずけずけと言った。

「何もしなけりゃ消えてた命なんだ、運が良かったくらいに思っとけばいいだろう。しかも何だい、その言いぐさは。いつからエルフは恩人に礼も言えないほど礼儀知らずになったんだい？」


「っ……！　粗暴なドワーフにわかるものか！」



　リューは体の痛みも忘れて激昂げきこうした。

【アストレア・ファミリア】に入ってからは軟化していたエルフの頑固な一面が、発露されてしまう。

「私には、生きる理由なんてもう存在しない！」

　リューが勢いよく言い放った、その時。

　──くぅ、と。

　リューの腹部から、可愛かわいらしい音が鳴った。

「……」

「……」

「……」

　固まるリュー。きょとんとするシル。呆あきれるミア。


　言葉とは裏腹に腹の虫が鳴ったのだと自認した誇り高いエルフは、かぁぁぁぁ、と凄すさまじい勢いで赤面した。



「アンタの体は生きたがっているみたいだけどね」


「くっ……！」



　大失態である。

　思い返せば疲労困憊こんぱいの上に寝込み続けて三日、体が栄養を欲するのは道理だ。

　ここ三年、感じたことのないほどの羞恥がリューを襲った。くすくすと漏もれるシルの笑みがそれを助長し、エルフの細長い耳まで熱くさせる。

　リューは思い切り顔を伏せ、人体の生理反応を恨めしく思った。

「ミアお母さん」

「ん？」

　故に、恥じらうことに忙しいリューは、気付かなかった。

　何かを思い付いたシルがミアに目配ウィンクをしたことに。

　怪訝けげんそうだったミアも、それにニヤリと笑みを返したことに。

「しょうがないねぇ。ひもじいやつを放っておいたら店の名折れだよ。来な、飯を食わせてやる」

「ま、待て！　私は食べさせてほしいなんて一言も──！」

　往生際悪く口答えするリューの言葉を、ミアはみなまで言わせなかった。

　ギロッと睨みつけ、リューの頭を鷲わし摑づかみにする。

「!?」

「ウダウダうるさいんだよ。言うことを大人しく聞いておきな、この頑固エルフ」

「……、……っ!?」

　まるで果実を握り潰つぶすように、ミアの大きな手の平がギリギリと頭部を圧迫してくる。

　万全ではないとはいえリューが躱かわせなかった。いや、反応することすらできなかった。

　何より、相手の拘束から全く脱出できない。

　片手一つで身動きを封じる巨体のドワーフに、後頭部から汗が滝のように流れる。

　この一瞬で、リューは彼我の力の差を悟ってしまった。

「着替えを済ませて、さっさと来な」

「ぐっ──！」

　ようやくリューを解放したミアは、背を向けてのっしのっしと部屋を出ていく。

　肩で息をしながら汗を拭っていると、シルが耳打ちしてきた。

「ミアお母さん、怒らせるとすごい怖いんです。付いていった方がいいと思いますよ？」

　にっこりと笑う少女を、リューは悔しさも込めて見返す。

　自分はとんでもないところに運ばれてしまったのかもしれない。

　遅まきながら、リューはそう思い始めていた。




　渋々と連れてこられたのは、離れの食堂だった。

　広間とも呼べない大きさの部屋は閑散としており、今はリュー達しかいない。

　ミアが厨房らしき場所へ消えることしばらく、彼女は湯気が立ち上る食器皿を運んでくる。

　色とりどりの根菜と、じっくり煮込んだ鶏肉が細かくちりばめられた、米料理リゾットだった。

「さっ、冷めないうちに食いな」

「ミアお母さんの料理は、すごく美味おいしいんですよ」

「……」

　拒否権はないのだろう。下手に抵抗すれば、再び頭を鷲摑みされるのが目に見えている。

　無理矢理座らせられた食卓で非難がましい眼差まなざしを送っていたリューは、観念して匙スプーンを手に取った。

　目の前に置かれた米粥と野菜をすくい、小振りな唇に運ぶ。

「……」

　まず出汁ブロスをたっぷり吸った米の旨味が口いっぱいに広がった。

　次は根菜の風味。まろやかな舌触りの米と一緒に溶けて、口の中を温める。同時に鶏肉がほつれ、舌の上でとろけていく。

　食材の自然のままの味が絡からみ合って、互いを引き立てていた。

　リューは無言で、豊かな香りが漂う米料理リゾットを見下ろす。

「……味が濃い。私はもっと、素朴な味わいの方が好みだ」

「そうかい」

「ドワーフの調理は大雑把おおざっぱすぎる。腕の立つエルフの料理はもっと繊細だ」

「そりゃあ悪かったね」

　リューが淡々とこぼす文句を、ミアは気にした風もなく聞き流していく。

　側に立つシルも、端整なリューの横顔を見守る。

　一通りの文句を並べたエルフの少女は、やがて。

　頰ほおを淡く染めて、ほぅと感嘆するように呟つぶやいた。


「けれど…………温かくて、美味しい」



　ミアの口が不敵に曲がる。シルもまた破顔した。

　雪原に春の日差しが訪れたかのように、ずっと凝こり放しだったリューの頰が緩む。

　ドワーフの女将はおもむろに告げた。

「『美味うまい飯めしを食べる』。生き甲斐がいや、生きる理由なんて、それだけで十分なのさ」

　生き真面目まじめなリューには、体を温かくする料理の安らかな味も相まって、それが至言のように聞こえてしまった。

　確かに、人が生きていく理由は、本当はそれくらいがちょうどいいのかもしれない。

　リューは置いていた匙スプーンを動かし、もう一口、米料理リゾットを食べる。また一口。更に一口。

　ほどなくして、食器はからっぽになった。

「ふふっ。全部食べちゃいましたね」

「……ありがとう、ございます」

　完食した皿を片付けるシルに、やりにくそうな顔で感謝する。

　ともすれば恥ずかしげな表情を浮かべていたリューは、包帯が巻かれた自分の手を見下ろし、ほんの僅わずかに唇を綻ばせた。

　空っぽだった体の隅々に、ささやかな幸福が行き渡ったような気がした。

「さて──食べたね」

　その時。

　リューを側で見下ろしていたミアの声音が、がらりと変わる。

「腕を振るった甲斐があったよ。貴重な食材もうんとつぎ込んだしね」

「……何を言っている」

「まさかタダでごちそうしてやったと思っているのかい？　アタシは飯を食わせるからには必ずお代は取る。しっかり支払ってもらうよ」

　不審な空気を感じ取ってリューの声音が硬くなる中、ミアはニヤリと唇を吊つり上げた。

「お代は……締めて五〇〇〇万ヴァリス」

「ば、馬鹿ばかな!!」

　耳を疑う値段を聞いた途端、リューは食卓を叩たたいて勢いよく立ち上がる。

　ミアはどこ吹く風で続けた。

「その様子じゃあ払えないみたいだねぇ。ならしょうがない、アンタには借金分、アタシの店で働いてもらうよ」


「なっ……！」



「ちょうどいい。ずっと人手が足りなかったんだ」

　まさに謀はかっていたように淀よどみなく言い渡すドワーフの女将に、絶句する。

　愕然がくぜんとしていたリューは気付けば声を張り上げていた。

「横暴だっ、いや詐欺だ!!　そんな言い分、まかり通るわけ……！」

　常のリューではまずありえないほど取り乱してしまう。

　普段ならばこのような狼藉ろうぜき、即刻成敗せいばいするところだが、それもできない。だってあっちの方が強いから。

　不覚を通り過ぎた理不尽の荒波に、ぷるぷると両拳こぶしを震わせる。

「ここは迷宮都市オラリオだよ？　何が起こるかわからないのは地上も地下ダンジョンも一緒さ」

　屹立きつりつする大岩のごとく、傲岸ごうがんなミアの主張は小揺るぎもしない。

　リューは咄嗟にシルへと振り返るが、

「このお店ではミアお母さんの言うことは絶対なんです……よよ～」

　目もとを押さえて泣き崩れる振りをするだけである。この街娘おんな……！

　とうとうリューが顔を引きつらせていると、ミアは止めの宣言を行った。

「シルの言う通り、ここじゃあアタシが『法』なのさ。アタシが白と言ったなら、黒かろうが白になる」

　巨身のドワーフは、これでもかというほどアクドイ笑みを浮かべた。

　──時間が経たった後で振り返ってみれば、一連のやり取りが生真面目なエルフの顔を上げさせるための口実なのだとわかったことだろう。シルとミアはリューを無理矢理にでも生かすために共謀したのだ。

　が、そんなこと、この時のリューが理解できる筈もなく。

　──嵌はめられた!!

　エルフの少女は心の中で絶叫した。

「決まりだよ。アンタはうちの店の従業員として働いてもらう！」

　この日から、リューは酒場『豊穣ほうじょうの女主人』で働かされる羽目になるのだった。
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　家賃八〇〇〇ヴァリス。

　それがルノアの借りている集合自宅アパートの価格である。

「結局受けちゃったけど……これで最後の依頼にするかぁ」

　場所は都市北西部、第七区画。都市を囲う巨大市壁が眼前にある、都市の隅っこだ。

　三階建ての集合自宅アパートは市壁のせいで日当たりがないに等しく、石造り故に夜はかなり冷えるが、ルノアはこの物件が気に入っていた。まず立地条件によって人は寄り付かない。集合自宅アパートの入居者もよっぽど金がないものか、ルノアと同様に脛すねに傷持つ者くらい。

　ドワーフの親父オーナーは『金さえ払えばいい』と公言しており、余計な詮索をされないのもありがたかった。何より静かだ。時折、隣の部屋から独り言と思しき不気味な笑い声が聞こえてくるのが玉に瑕きずだが……。

　賞金稼ぎという敵も作りやすい職業柄、この住処の場所は誰にも言っていない。

「最後にするからには、勝って終わろう。さて、と……【疾風】についてだけど」

　一部屋のみの石部屋は、粗末な木卓に寝台ベッド、魔石灯など必要最低限の調度品しか置かれていない。特筆するとすれば部屋の端にまとめられた仕事用の一張羅──武装の拳具や戦闘衣バトル・クロス、あとはお手製の打撃練習用具サンドバッグだ。

　自ら購入した魔石製品の発火装置で鍋を沸かし、ホットミルクを作ったルノアは、木製の椅子いすをギシリと鳴らして腰かけた。

　標的ターゲットの情報紙に目を通す。

「潜伏場所以外、何もわかってないじゃん、これ。いくら正体を隠した覆面の冒険者っていっても、本名フルネームまで不明っておかしいって。ギルドには冒険者登録もされてる筈でしょ？」

　商会から頂戴した用紙には、【疾風】本人に関する人物情報プロフィールは全くといっていいほど記載されていなかった。

　役に立たねー、とルノアは顔をしかめてしまう。

「こりゃあギルド、とぼけて情報を公開してないな……」

　ギルドは【疾風】を庇かばっているのだ。自分達と協力して、都市の秩序安寧に協力してきた【アストレア・ファミリア】の最後の生き残りを。

　いや、庇うという表現は適切ではないかもしれない。

　最後の情け、といった方が正しいか。

　復讐に身をやつし、仇敵に与する商人、冒険者、更に彼等と癒着していたギルド職員にまで報復した【疾風】は罰せずにはいられない身。冒険者の地位を剝奪はくだつし、要注意人物一覧ブラックリストにも登録するなど処断は行って、組織としての体裁だけは繕つくろったのだ。

「他ほかの情報は見つからなそうだし……やっぱり、自分の目で獲物を確かめるしかないか」

　決めたのなら即刻行動。それがルノア・ファウストという賞金稼ぎだった。

　愛用の防寒着マフラーを摑み取って立ち上がる。

　目指すは【疾風】が運ばれたという酒場『豊穣の女主人』。

　手早く準備を済ませたルノアは件くだんの酒場に赴くべく、部屋のドアを開けた。




「【アストレア・ファミリア】……派閥の等級ランクはＢ。十一人の構成員、全員が第二級冒険者。到達階層は41階層、階層主討伐数は二一回……ウニャア～、調べれば調べるほど化物じみてるニャア」

　下着姿で寝台ベッドに寝転がりながら、クロエは呟いた。

　一部屋のみの石部屋は、無駄に豪奢な絨毯じゅうたんや天蓋付きの寝台ベッド、シャンデリア型の魔石灯、更には暖炉型の魔石製品など贅をつくすがごとく改造カスタマイズされてある。まさしくクロエだけの城と化しており、ともすれば趣味の悪い内装は無駄遣いの権化と言えた。

　金をかけているだけあって部屋は快適そのものだが……時折、隣室から聞こえてくる殴打音おうだおんのような鈍い音だけが悩みの種である。

　この一室が裏の界隈かいわいで恐れられる『黒猫』の知られざる住処である。

　寝台ベッドに頰杖ほおづえを突き、黒の高級下着ランジェリーから猫の尻尾しっぽをニョロニョロと揺らしながら、クロエは見下ろしている羊皮紙に溜息ためいきを吹きかける。

「ギルドの公式情報だけでもヤバさがわかるニャー。よくこんな【ファミリア】、闇派閥イヴィルスは嵌め殺したニャア」

　枕まくら元に広げられている情報紙は、【疾風】本人の記録ではなく、彼女の所属派閥──今はもう存在しない【アストレア・ファミリア】の詳細であった。

「当の【疾風】もギルドの公式情報じゃあ、Ｌｖ．４。闇派閥イヴィルスの最後の砦とりで、【ルドラ・ファミリア】を単独で壊滅させたことも加味すれば……Ｌｖ．４の中でも、間違いニャく最上級トップクラスニャ」

　あー暗殺したくねー、とクロエは枕に突っ伏した。

　Ｌｖ．４は骨が折れる。いや下手をすれば返り討ちに遭う。

　早まったかと今更後悔の念がクロエの胸に生じ始めた。

「……まぁいいニャ。どうせこれが最後の仕事ニャ。たんまり頂戴した金で迷宮都市ここから高飛びした後、ミャーは美少年達を侍はべらせて悠々自適に暮らすのニャ」

　邪よこしまな妄想を思い浮かべニュフフとクロエは邪笑する。

　一頻ひとしきり妄想に浸っていた猫人キャットピープルの少女は仰向あおむけとなり、魔石灯の光にほっそりとした己の手をかざした。

「【疾風】を仕留めて、有終の美でも飾らせてもらうニャ」

　ぴょん、と立ち上がり、床に散らかしっぱなしの衣服やローブを身に付けていく。

　実力者相手に正面切っての挑戦など自殺行為。故に暗殺。毒であろうと罠であろうと使えるものは全て駆使し、適切な場所と時間に寝首をかく。そのためにも、標的ターゲットの習慣と行動範囲を知る必要がある。

　標的の情報収集は怠らない。それがクロエ・ロロという暗殺者だった。

　目指すは【疾風】が逃げ落ちたという酒場『豊穣の女主人』。

　変装用のフードを被ったクロエは、部屋のドアを開けた。




「「ん？」」




　ガチャ、と二つ重なった扉の音に、クロエともう一人の人物──ルノアは互いに顔を見合わせた。

　両者同様に外出する格好。

　今日まで顔を合わせたことがなかった、集合自宅アパートの隣人。

（なんニャ、この女やめてるヒューマン）

（なんだ、この変質者っぽい猫人キャットピープル）

　互いの心の中で、互いの感想を好き放題に唱える。

　クロエは身なりに頓着していないヒューマンに失笑した。

　ルノアは目もとを隠した謎なぞの猫人キャットピープルに胡散うさん臭そうな顔をした。
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「……」

「……」

　互いに無言のまま、部屋に鍵かぎをかけ、左右反対の廊下を進む。

　どうせ脛に傷がある者同士、接触しても碌ろくなことが起きないと少女達は悟っていた。

　背を向け合ったクロエとルノアは、集合自宅アパートの三階部屋から異なる道を行き、全く同じ場所を目指すのだった。
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「馬鹿な……」

　姿見の前にたたずむリューは、呆然ぼうぜんと呟いた。

　鏡に映る格好はウエイトレス姿。膝下まである若葉色のスカートに、白いエプロンを身に付けている。『疾風のリオン』と恐れられてきたリューにとって、このような可愛らしい制服姿など違和感が凄まじい。

　今は亡き【ファミリア】の仲間がここにいたならば爆笑したことだろう。きっと主神アストレアも隠れながらクスクスと笑っていた筈だ。

　光り輝いていた金の地毛までも、何と薄緑色に染められてしまっていた。

「似合ってるよ、リュー！　すごく可愛い！　万が一のためにも髪も染めたし、これで【疾風】さんだって気付く人はいないよ」

　呆ほうけるリューの隣ではしゃぐのは、すっかり口調が砕けたシルである。

　酒場で働くことが決まったあの運命の日から数日。ようやく体調が戻ったリューは『豊穣の女主人』の店員になるべく生まれ変わっていた。主にシルの手で、強制的に。

　掛け値なしで褒ほめているシルの笑顔が、今のリューには憎らしくて堪たまらない。

　頭に装着されている装飾具ホワイトブリムを剝はぎ取って、床に叩きつけたい衝動に駆られるが、

「さぁーて、きりきり働いてもらうよ。高くついた飯代を返してもらうかねぇ」

「くっ」

　ニヤニヤと笑うミアの勧告が勝手な行動を許さない。

　義理堅いエルフであることが災いした。食事だけでなく体の治療まで甲斐甲斐しく行われては、恩を返さず逃げ出すなど誇り高い森の種族の名折れである。

　が、あまりの仕打ちに、品行方正なリューをしてやさぐれそうになってしまった。

　曲者くせものぞろいだった【アストレア・ファミリア】でも、こんなことはなかったというのに。

「あとでアーニャ達にも紹介するけど、最初は私が仕事を教えてあげるね」

「ほら、ものを教えてもらう時は何て言うんだい？」

　逃げ場はない。

　微笑むシルと腕を組むミアに挟まれ、リューは悟った。

　恥辱で頰を紅潮させながら、震える声で呟く。

「よろしく、お願いします……」

　リューの苦境の日々が始まった。




『豊穣の女主人』の務めその一。

　皮剝むき。

「新人、おミャー、野菜の皮剝きもできないのニャ？」

「……以前いた派閥ところでは、常に配膳をやらされていたので」

「危なっかしくって見てられないのニャ。いいかニャ、包丁はこうやって持って──」

「──触れるな！」

「フギャア!?」

「きゃあああ！　リューに張り倒されたアーニャが野菜の山に激突しちゃったー！」

「何やってんだい、このアホンダラァアアアア!!」

「くっ」

　エルフの抵触事項によって同僚を吹き飛ばしてしまい、失敗。




『豊穣の女主人』の務めその二。

　買い出し。

「いい、リュー？　食材を買い物する時は可愛く笑って、ねだるといいよ」


「可愛く、笑って…………ねだる」



「うん、そうすれば安く譲ってもらえるよ。大丈夫、お店のおじさん達は優しいから！　さ、頑張ってみて！」

「わかりました……店主てんしゅ」

「お、その服、『豊穣の女主人』かい？　今日は何のご入り用──」

「その果物、まけなさい」

「えっ」

「まけなさいと言っている」

「いや、あの」

「早くしなさい。これ以上、私を辱はずかしめるつもりか」

「ひっ、ひぃいいいいいいい!?　お助けー！」

「リュー！　おねだりじゃなくて脅迫になってるよ！　あと顔が引きつって笑顔じゃなくて殺し屋みたいになってるよ!!」

「くっ」

　得意先の青果店から出禁を食らい、失敗。




『豊穣の女主人』の務めその三。

　接客。

「……品書しながきです」

「あら、新しい店員さん？　とても美人さんね！　でもすこぶる無愛想ぶあいそうだわ」

「くっ」

　客に表情をダメ出しされ、失敗。




　その後の務めも、失敗、失敗、失敗。

　失敗の嵐あらしである。

「思った以上にポンコツだったね……はぁ～」


「くっっ……！」



　呼び出されたミアの目の前で、盛大な溜息をつかれたリューは屈辱に耐える。

　これは違う。そう、始めたばかりだからだ。自分は『未知』の体験に緊張しているだけなのだ。熟練の冒険者も『未知』の前では大ポカをするものである。

　リューは決してポンコツなどではないと声高に主張する。心の中で。

（……いえ、アリーゼ達の時も、そうでしたか）

【アストレア・ファミリア】加入時、生真面目なリューはごたごたがしょっちゅうであった。当時も主神アストレアや友のアリーゼに迷惑をかけたものである。

　慣れないうちは、いつも失敗ばかりだ。

「これじゃあ飯代を返すどころか、借金が溜まっていく一方だよ」


「くうっっ……！」



　忸怩じくじたる思いを胸に、リューの試練は続く。
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（なんで【疾風】が、店員ウエイトレスやってんの……）

　窓の外で青空が広がる昼下がり。

　敵情視察ということで、客を装い『豊穣の女主人』に潜入したルノアは、その光景を見て困惑した。

　視線の先では、制服姿のエルフが不景気そうな顔で、接客や皿の片付けをしている。

（ギルドの要注意人物一覧ブラックリストにも載ってるお尋ね者が、いきなり酒場のバイトって……いやいや、意味わかんないって）

　商会から頂戴した似顔絵や情報と合致している。

　髪の色は染めたようだが、あのエルフと同一人物で間違いない。

　だが、都市中の悪党どもを震撼しんかんさせたあの【疾風】が、血濡ぬれの戦闘衣バトル・クロスとフードの代わりに、ウエイトレスの制服と装飾具ホワイトブリムを装着……。

　なんだ、あの格好。笑えるが、笑えない。

　混乱をきたすルノアはひとまず、注文を運んできたアホそうな猫人キャットピープルの店員に声をかける。

「……ねぇねぇ、店員さん。あのエルフの従業員って新人なの？」

「そうニャ。ド新人過ぎてまったく世話がかかるのニャア～。今はこのアーニャ様が、直々に教育してるところニャ！」

（あんたも注文ちゅうもん間違えてんだよ、馬鹿猫）

　頼んだ紅茶ではなくコーヒーを持ってきたドヤ顔の店員に胸中で悪態を吐きつつ、ルノアはもう一度【疾風】の様子を窺うかがう。

　不慣れな動きで店内を動き回り、客から注文を聞き出すのも悪戦苦闘している。

　薄鈍色の髪の少女が甲斐甲斐しく手助けしてあげて、何とかというところだ。

（追手の目を躱すための隠れ蓑みの、それか罠……でも、にしては光景が間抜け過ぎるなぁ）

　慌あわてているエルフの横顔を観察しながら、コーヒーをずずずっと啜すする。

　微笑ましそうにしている周囲の女性客と一緒に眺めながら、これはどう扱えばよいのだろうか、とルノアは頭を悩ませてしまうのだった。




（ニャんで【疾風】が、酒場の雑用をやらされてるニャ？）

　同じく、昼下がり。

　飛脚に扮ふんして酒場の裏口から店内を盗み見るクロエは、その光景を目まの当あたりにして当惑した。

　視界の奥では、厨房裏に呼びつけられたエルフがドワーフの女将にお叱りを受けている。

「何やら賑にぎやかですが、あのエルフの方はどうしたのですか？」

「あぁ、すいません。最近入ったばかりの子で……ちょっと失敗しちゃって、注意されてるんです」

　酒場宛ての手紙を差し出す傍かたわら尋ねてみると、応対する薄鈍色の髪の少女が苦笑交じりに答える。『最近』という言葉からやはりあのエルフが【疾風】であるとクロエは確信するが……とある賞金稼ぎと同様、何故なぜこんなところで、という疑問はつきない。

（ていうかあのドワーフ……めっちゃ怖こえぇニャ。あれ洒落抜きで怒られてるニャ）

　女将の雷の破壊力といったら、離れていようが伝わってくるほどだった。

　黙りこくってそれを甘受している【疾風】はというと、まるで滝に打たれ数時間放置された修行僧のような表情を浮かべている。

　修羅場など何度もくぐり抜けてきたクロエでさえも、思わず戦おののいてしまった。

「配達屋さん……新しい方ですか？　そんなにお店が気になられます？」

「……あぁ、これは失敬。おっしゃる通り、私は臨時の従業員でして。それでは、手紙は確かにお届けしました」

【疾風】を含め素早く店の間取りを確認していたクロエに、少女がにこりと微笑んでくる。

　一般人の口調を纏まとうクロエも笑顔を返し、裏口を後にした。

　日差しが届かない路地裏を小走りしする。

　変装用に被っている帽子キャップの鍔つばを下げ、危ない危ない、と呟いた。

「なーんか油断ならない店ニャア……厨房にいた料理人シェフ達の足運びも、やけに静かだったような……」

　こちらの観察眼に気付いていたあの薄鈍色の髪の少女も同様である。

　ここは迷宮都市オラリオ。

　冒険者もとい、荒くれ者達の対応で鍛えられたといえばそれまでだが……。

「【疾風】をこき使う酒場……ひょっとしてあの店、相当ヤバかったりするニャ？」

　神妙な顔でこぼすクロエの呟きは、まさに正鵠を得ていたものだったが──。

「──ははっ。まさかニャ」

　あまりに馬鹿げた考えに、腕利きの暗殺者は一笑に付してしまった。

　そう、付してしまったのである。
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「はぁ～、疲れるのニャ～。母ちゃんは人使いも猫使いも荒いのニャ～」

　食材を運ぶリューの隣で、同じく荷物を持った猫人キャットピープルのアーニャが愚痴ぐちる。

　猫使いはともかく、人使いが荒いのは同感だとリューは声を出さずに思った。

『豊穣の女主人』で仕事を始めるようになって、もう数日が経過している。

　リューは失敗を繰り返せど、従順な酒場の店員として働いていた。

「あ、リュー。しっかり籠かごを持たなきゃ駄目ニャ！　野菜を落としたら母ちゃんにまたどやされるニャ！」

「……問題はないと思いますが」

「その油断が命取りニャ！　ミャーがそれで何度ズッコケたことか！　ミャーはリューより先輩ニャんだから、言うことはきちっと聞くのニャ！　フフン！」

　転倒するのと籠の持ち手は全く関係ないのだが、とにかく偉そうに指摘してくる猫人キャットピープル。

　シルの次にリューに絡んでくるのが、このアーニャという少女だった。

　印象は快活で、単純。馬鹿……と言ってはあれだが、とにかく間が抜けている。リューに何度も迎撃されているにもかかわらず、手を触れようとして再び張り飛ばされるのがいい証拠だった。

　よく先輩風を吹かせようとしてくるが、どう見てもリューの方がまだ要領がいい……筈だ。客観的に見ても、恐らく。僅差きんさだとしても。

「……それにしても」

「？」

「相変わらずリューはシケた顔をしているのニャ。そういうの、辛気臭い、って言うのニャ。ミャーは知ってるのニャ」

　野菜の籠を机に置き、ずけずけとものを言うアーニャに、リューは声が詰まった。

　考えなしの猫人キャットピープルの少女は良くも悪くも遠慮がない。心当たりがあるリューは何も言い返せなかった。

　この酒場でしこたま働かされるようになっても、リューの心にはまだぽっかりと『穴』が空いていた。それがふと滲み出て、表情を鬱屈うっくつしたものに変えているのだろう。

「……気を遣わせてしまって、すいません」

　もしかしたらアーニャが過剰に構ってくるのも、自分を心配してのことなのかもしれない。

　そう思い込んだリューは、謝罪の言葉を口にしていた。

「ニャんでミャー達が、おミャーに気を遣わないといけないのニャ？」

　が、アーニャは間抜けそうな顔で──いや心底不思議そうな顔で首を傾かしげた。

「い、いえ……辛気臭いと言われたので」

「辛気臭いもんは辛気臭いニャ。でも母ちゃんはエルフ使いもきっと荒いから、悩み事なんて忘れるニャ」

　アーニャの言葉に、リューは瞠目どうもくする。

「あそこにいるメイを見るのニャ。あいつも色々あって最初は辛気臭～い顔をしてたけど、今じゃあそんな暇はなくなったニャ」

　アーニャが指し示すのは、猫人キャットピープルの料理人シェフの一人だった。

　リュー達より小柄で、ちょろちょろとする動きは一々小人族パルゥムのようだった。ズレた料理帽を直す暇もなく「ふぇ～!?」とてんてこ舞いになって厨房を行き交っている。

「だから、勝手に落ち込んで、勝手に立ち直ればいいのニャ。この酒場にいるやつはみんなそうだったニャ。リューもそうなるニャ」

　乱暴で、とてもいい加減な言いぐさだった。根拠だって何もない。

　だが、その物言いが心を幾分か軽くさせた。

　自分もああなれればどれだけ楽になるだろう、と羨望を抱く程度には。

「貴方も……アーニャもそうだったのですか？」

　リューはふと気になって、アーニャに尋ねてみるが、

「ミャ、ミャーは……」

　少女は途端にうろたえ始めた。

　目を左右に泳がせ、挙動不審になる。臀部でんぶから伸びる細い尻尾が落ち着きなく揺れ始めた。

「ミャ、ミャーは仕事を思い出したのニャ！　ちょっと行ってくるニャ！」

　苦しい言い訳をして、目の前から去っていく。

　能天気に見える彼女も訳あり者。悪いことをしてしまった、とリューは申し訳なく思った。

「リュー、倉庫から帰ってきたんならさっさと来な」

　しばしアーニャの去っていた方向を眺めていると、厨房に顔を出したミアに呼びつけられた。

「次は皿洗いだ。ぶきっちょなエルフでも、それくらいならできるだろう？」

「……わかりました」

　言い渡されたリューは頷うなずき、素直に洗い場へと赴く。

　溜まっている食器を認め、水洗いを始めた。

「……」

　水の張った桶を何度も入れ替える。石鹼せっけんが泡立ち、皿にこびりついた汚れを落としていく。他の店員が運んでくる追加の皿を受け取り、手を動かしていく。

　黙々と、人形のように。

（アーニャはああ言ってくれましたが……こんな日々を続けて、どうする？）

　食器を拭ふく音と、水の流れる音が洗い場に響く中、リューは自問する。

　ミアは言っていた。生きる理由など美味い飯を食べるためだけでいいのだと。

　それが真理であったとしても、何もここで働く必要はない。むしろ本来なら理不尽な仕打ちに憤り、出ていくべきなのだろう。自由になって好きなことをすればいいのだ。

　事実、今も逃げ出そうと思えば、いくらでも逃げ出せる。

　だがリューの足はそうしなかった。

　騙だまされたとはいえ、義理堅いエルフの性格が邪魔したとか、そんな理由ではない。

　今のリューには、為すべき目的も、帰る場所も存在しないからだ。

（私にはもう、何もない……）

　復讐をやり遂げた虚無感。

　仲間を全て失った喪失感。

　それらが今、一緒くたになってリューの心を支配していた。ふとした拍子に心に陰を落としてくる。

　最後の心の拠り所であった主神アストレアもオラリオにはいない。他ならないリューが彼女を都市から逃がした。

　醜い自分本位の理由で突き放し、黒い炎に焼かれて汚れてしまった今、どうして彼女を求めて再び一緒に暮らすことができるだろうか。

　帰る家ホームは、もうないのだ。

（今の私は、そんな空虚を誤魔化ごまかすためにこの酒場を利用している……）

　慣れない仕事と忙せわしない労働の日々が、虚しさを一時いっとき忘れさせてくる。止むをえないと言い訳をして無為な毎日に寄りかかっている。

　己の心と向き合ったリューはそれを認めた。

　目標を見つけられず。未来のことも考えられず。失った過去を引きずり続けて。

　全てはただの現実逃避なのかもしれない。

　あとは、この店にとどまっている他の理由を挙げるとすれば──。

「リュー、手伝おうか？」

「……」

　こちらにやって来るシルを、リューは無言で見た。

　そうだ、この少女がいるからだ。

　自分がこの酒場から離れる踏ん切りがつかないのは。

「……結構です。私にかまけてないで自分の仕事を……」

「こっちは終わっちゃったの。だから手伝わせて？　それに、一人でこの量は大変だよ」

　遠慮の言葉をあっさりと躱し、シルはこちらの隣に並ぶ。

　リューは隠しもせず溜息をついた。これ以上言っても無駄だと、まだ短い付き合いの中で察していたからだ。

　同じ洗い場で一緒に皿をゆすいでいく。

（シル・フローヴァ……私の手を取った人）

　自分のものとは異なる泡と水の音を聞きながら、リューはそっと少女の横顔を窺う。

　路地裏で力つきた時、この少女はリューの汚れきった手を握った。『認めた者でなければ肌の接触を許さない』というエルフの慣習が体に染しみついているリューも、彼女の手を拒絶しなかった。

（認めたわけではない……）

　出会ったばかりの者の気質を見極められるわけがない。当然である。

　ただ無条件に、リューの手はシルの温もりを受け入れたのだ。まるでシルの慈愛の心を感じ取ったかのように──あるいは、運命の出会いを果たしたかのように。

　友アリーゼと同じ。

　その事実が、酒場を出ようとするリューの足を引き止めるのだ。

　生涯で二人目の『特別』に動揺し、意識せずにはいられなくなっている。

「お店の仕事には、もう慣れた？」

　ふと尋ねられ、シルの横顔を盗み見ていたリューの胸は跳ねた。

　らしくないほど取り乱し、誤魔化すために饒舌じょうぜつな返答を並べる。

「ほ、ほんの少しは……で、ですが、まだ失敗ばかりです。私は貴方のように、要領が良くないので……」

「そんなことないよ」

　シルはそれに対し、苦笑しながら顔を横に振った。

「私も最初、失敗ばかりだったから。……ううん、リューよりもっと酷かったかも」

「……貴方が？」

「そうだよ。このお店に雇ってもらって、働き始めた頃ころ」

　リューが思わず驚いていると、シルは皿洗いの手を止めて語り出す。

「最初はこれくらい、って思っていたんだけど、お皿は沢山割っちゃうし、鍋もいっぱい焦こがしちゃうし、買ってくる食材も間違えちゃって……ミアお母さんに怒られっ放しだった」

「……とても信じられない」

　驚きを覚えるリューは、シルが語る身の上話に引き込まれた。

　何せリューが知る限り、彼女は誰よりも如才なく酒場の仕事をこなしていたから。

「夢だったら良かったのにね。でも全部、本当なの。料理は今でも苦手」

　頰をうっすらと染め、本当に恥ずかしがりながら、シルは磨いた皿で顔の下半分を隠す。

「家に帰ったら、寝台ベッドに飛び込んで『もぅ～もぅ～』ってごろごろ悶もだえてたんだ」

　それを聞いて、くすり、と。

　リューの唇は小さく綻んでいた。

　思いがけない少女の一面を知って。

「──やっと笑ってくれた」

「？」

「リュー、あれからずっと笑ってくれなかったから。何か悩んでいるみたいだったし」

　薄鈍色の瞳を優しく曲げるシルに、リューははっとした。

　すぐ口もとを片手で隠し、決まりが悪そうに少女を見返す。

　シルは「ふふっ」と無邪気に笑うだけだった。

（よく笑う……）

　ころころ笑うシルに邪気が抜けていくリューは、今日までもそうだった、と思い返す。

　この少女はリューから言わせれば余計なお節介を何度も焼いてくる。仕事の手伝いもそうだし、もとを辿たどればこの酒場で働けるよう融通を利かせたのもそうだ。帰る家がないリューに、雨宿りの場所を与えてくれた。

　独りで倒れていたあの路地裏からずっと、彼女の献身がリューを助けてくれている。

「……私は」

「？」

「私は、貴方がわからない」

　首を傾げるシルに、リューは向かい合って、言った。

「どうして私をそうまで気にかけるのか……何故そこまで、世話を焼こうとするのか」

　ずっと胸の奥に秘めていた思いを吐露する。

　笑みを引っ込めたシルはリューと視線を絡めた。

　酒場の喧騒が響いていく。忙しなく動き回る店員達の足音、厨房から届く調理の音、店内で舌鼓したつづみを打つ客の感嘆と話し声。

　黙って見つめ合っていたシルは、ややあってリューに微笑みかけた。

「リュー。ちょっと付いてきて？」




『豊穣の女主人』の裏口から路地裏をしばらく伝った先。

　いくつもの道を曲がり、何段もの階段をのぼって、アーチや小さなトンネルをくぐると、その建物はあった。

　無人の聖堂。都市の第七区画に多く存在する寂れた教会の一つ。

　その屋上に、リューは連れてこられた。

　扉を抜けた瞬間、眩まぶしいほどの光に包まれ、視界に静穏な街の景色が広がる。

「うんっ、今日もすごくいい天気！」

　そこは青い空が近くにあった。

　抜けるような蒼穹そうきゅうに、シルが喜びの声を上げる。

「店を無断で出てきて、いいのですか？　こんなことをすれば、あのドワーフの店主オーナーにまたどやされて……」

「いつも頑張っているから、ちょっとくらいなら大丈夫だよ」

　リューが問うと、シルは悪戯いたずら好きの子供のように笑みを見せる。

　最近わかってきたことだが、シルは有能だが時々不真面目だった。

　まるで捉とらえどころのない風のように。

「……それで、どうして私をこんなところに？」

「私のお気に入りの場所なの。リューにも知ってほしくて」

　聖堂の屋上は辺りの建造物より頭一つも二つも高く、見晴らしが良い。

　遥はるか先の中央広場セントラルパークに、更にその奥、今は寝静まっている歓楽街まで眺望できる。

　お気に入りの場所というのも頷けた。

（そういえば、アリーゼも……）

　あの知己も、高いところが好きだった。

　建物の屋根に上り、綺麗きれいな青空に囲まれながら、よく将来のことを語り合ったものだ。

　しかし。

　今のリューの瞳には、そんな美しい空も──。

（──曇って見えてしまう）

　空だけでなく、全てが色褪いろあせて映る。

　虚無感を抱えるリューの心象だ。それがそのまま視界を灰色に変えている。

　リューは薄緑色に染まった髪を揺らし、うつむいてしまった。

「これ以上高過ぎても駄目、低過ぎても駄目。街にいる人達の息遣いが感じられて、オラリオをどこまでも見通せる……たった一つの場所なの」

　そんなリューの思いを知ってか知らずか、シルは景色を見渡しながら語りかける。

「ここにいるとよくわかるの。今、街がどんなことを思っているのか」

「……街の思いが、わかる？」

「うん。顔を上げて歩いていく人の顔とか、大通りを元気よく駆けていく馬車とか……冒険者様達の喧嘩けんかや、子供達の笑い声を聞いて」

　顔を上げたリューに、シルの背中は言葉を続けた。

「何年も前から、オラリオはずっと悲しんだり、怖がってたりしてた……」

「……」

　オラリオの『暗黒期』。闇派閥イヴィルスを始めとした『悪』の台頭が都市に混乱と恐怖を招いた。

　血が流れ、破壊が繰り返された。冒険者以外にも多くの人々が犠牲になっている。

　秩序と混沌がしのぎを削る最前線に立っていたリューも、今も街の住人が怯おびえながら日々を過ごしていると思うと、胸が重苦しくなる。

　恥じ入って、謝りたい気持ちでいっぱいになる。

「でもね、最近は違うんだよ」

「えっ？」

「街が少しずつ、笑うようになった。喜んだり、嬉しがるようになったの」

　目を見張るリューに、シルが振り返る。

　そして告げた。

「リュー達のおかげなんでしょ？」

「──」

　そのシルの微笑みに、リューは言葉を失った。

「【ガネーシャ・ファミリア】に、【ロキ・ファミリア】、【フレイヤ・ファミリア】……そして【アストレア・ファミリア】。他にも沢山の冒険者様達が、戦って、傷付いて、それでも頑張って……街を守ってくれた」

『悪』に屈すまいと立ち上がった多くの【ファミリア】。

　各々の思惑はあれど、彼等は邪神の使徒達と戦い、オラリオを覆う闇を追い払おうとした。

　リュー達【アストレア・ファミリア】も正義を掲げ、人々の笑顔のために戦い続けた。

　そして、『悪』は滅びようとしている。

　他ならない、リューの刃が止めとなって。

「街はリュー達のおかげで平和になったよ。だから、頑張ってくれたリューも幸せを見つけなきゃ」

「──っ」


「一番頑張ってくれたリューが幸せになれないなんて…………私は、嫌だな」



「違う……違う！」

　訴えるシルに、リューは叫び返していた。

「仲間を殺された私は、平和のために戦ってなんていなかった！　あれはもうっ、正義ですらなかった!!　仇を討つために、私は私怨しえんで暴れ回って……！」

　その結果が今。要注意人物一覧ブラックリストに名を連ね、多くの者の憎しみと恨みを買った成れの果て。

　疑わしきを全て襲撃し、オラリオの至るところに被害を出した悪人だと言い返すリューに、シルは微笑を浮かべ続けた。

「それでも、酒場に来た冒険者様が言ってたよ。……神様もおっしゃってた。『オラリオはまた生まれ変わる』って」

「見て」と伸ばされる指に従うと、眼下の街角では大道芸が行われていた。大通りの一角では吟遊詩人バードの歌が、オラリオの勇敢な冒険者を称たたえる詩が演奏されている。

『悪』がのさばり、治安が悪かったこれまでならば、絶対にありえなかった光景だ。

　リューは愕然とする。

　復讐の炎に焼かれていたリューが見落としていたもの。

　友が、仲間が命を失い、何も残っていないと嘆いていた彼女が気付かなかったもの。

　知己アリーゼ達が遺していった、正義の成果だ。

　リューが成しえた、友の命の代償だ。

「みんなの代わりに、私が言うね？」

　言葉が見つからないリューを見つめながら、シルは笑いかけた。




「私達のために戦ってくれて、ありがとう」




　その言葉を聞いて。

　リューの瞳から静かに、一筋の滴がこぼれた。

「今はみんな、笑っていられるよ」

　シルがもう一度、街の景色に視線を飛ばす。

　平和な街並みから、風に乗って子供達の笑い声が聞こえてきた。

　耳を澄ませば確かに街の思いが伝わってくる。

　ここに生きる人々の息遣いが。

（私は……）

　人々の息遣いの中に、リューはある声を聞いた気がした。

　彼等彼女等の中に交じる幻想の声を。

　街の中で生きている友アリーゼ達の微笑みを。

　自分達の代わりに──そんなささやかな囁ささやきを。

（私は……見届けなければいけない気がする）

　アリーゼ達が遺していったものを。

　彼女達の分まで。

　リューはそう思うことができた。

　目指したい未来が、定まった。

（空が……）

　涙に濡れるリューの視界が、周囲の空が、晴れていく。

　森の若葉が一斉に芽吹くかのように灰色が消え、美しい青の色が蘇る。

　虚うつろな自分の心に何かが満ちたことを、リューは悟った。

　涙が再びこぼれ落ちる。

（……不思議な少女ひとだ）

　目もとを拭うリューは、街を眺めるシルを見やる。

　彼女の言葉は不思議と胸を叩き、心に響き渡った。まるでアストレアのように──慈愛の女神のようにリューの感情を解きほぐした。

　認めよう。彼女のお節介が、彼女の言葉が、私リューを生の道に連れ戻したのだと。

　少女は一体、何者なのだろう？

　リューが視線をそそいでいると、シルはこちらに振り向いて、破顔する。

「リューの瞳、すごく綺麗になったよ」

「……だというのなら、それは貴方のおかげです」

「本当？　嬉しい。私はリューみたいな人が好きだから。……誰かのために、美しく在れる人が」

　薄鈍色の瞳を眩しそうに細めるシルは、頰を染めて喜びを垣間見せる。

「リューはこれからどうする？　やりたいことが見つかったなら、無理にお店にいなくていいんだよ？　私がミアお母さんに話しておくから」

「私は……」

　シルは引き止めようとはせず、リューのこれからを尋ねてくる。

　言葉の空白は一瞬だった。

　リューは自分の答えを真まっ直すぐ告げる。

「私は、貴方に恩を返したい」

　アリーゼ達が遺していったものを気付かせてくれた彼女に。

　また、この美しい青い空を見せてくれた貴方に。

　この時のリューの、掛け値ない本心だった。

「……そんなことでいいの？」

「ええ。貴方がいなければ、私は仲間に叱られるところだったのですから」

　きっと間違いないだろう。

　そう思いながら、リューは頰を緩めた。

　きょとんとするシルに、小さく、清楚せいそな花のように微笑む。

　生真面目なエルフが気を許した者だけに見せるささやかな笑顔。

　やがてシルも、相好を崩した。

「それじゃあ、これからもお店で一緒に働いてくれると、嬉しいなぁ」

「わかりました。もとより行く場所もありません。しばらく厄介になります」

「うん！　これからもよろしくね、リュー」

　いつか知己と交わしたように、空に囲まれながらリューとシルは笑い合った。

　そんな少女達を、青空も穏やかに見守ってくれていた。

「そろそろ、帰ろうか？」

「ええ」

　シルに促され、リューは頷く。

　去り際にもう一度振り返り、美しい空と街の景色を瞳に焼き付けてから、屋上を後にした。

　シルと並んで寂れた聖堂を出る。来た際にはない穏やかな気持ちを覚えながら帰路につくと、間もなく『豊穣の女主人』が見えてくる。

　と、店の裏口前にたむろする者達が視界に飛び込んできた。

　アーニャと他の店員達である。

「アーニャ？　どうしてここに？」

「フフン。シル達がサボりにいったのを見て、ミャー達も万丈ばんじょーさせてもらったニャ！」

「便乗、ではないのですか？」

　シルの疑問に得意気な顔で答えるアーニャだったが、リューの指摘に「ウニャ!?」と顔を赤くする。

　しかしそこで、リューの顔をじっと見つめ、快活な笑顔を浮かべた。

「マシな顔になったのニャ」

「……ええ。辛気臭い顔をするのは、止めにしました」

　リューも小さく笑い返す。アーニャ以外の猫人キャットピープルの店員達も嬉しそうに見守っている。

　サボっているというのは口実で、シルに連れ出された自分が帰ってくるのを待ってくれていたのだろう。それがリューにはわかった。

「これからはもう手加減しないニャ！　リューはミャーの子分で好敵手ライバルニャ！　ビシバシ肘ひじで使ってやるから、覚悟してやるのニャ！」

「顎あごだよ、アーニャ？」

　優しい笑みで指摘するシルを無視し、アーニャはリューの正面に詰め寄る。

「というわけで、あらためて友好ゆーこーの握手ニャ！」

　結局これがしたかったのだろう。猫人キャットピープルの少女は意気揚々と右手を差し出し、リューの右手を握ろうとした。

　リューはついそれを、パァン！　と。

　思いっ切り弾はじいた。

　その場の空気が固まった。

（……しまった）

　咄嗟のことで反応してしまった自分の手に、リューはこの時ばかりは汗を流した。

　人の機微に鈍感なリューでも流石さすがにわかる。

　せっかくのいい雰囲気がブチ壊しになってしまった。

　シルや他の店員達が時を止める中、おそるおそるアーニャを窺うと……そこには燃える炎を背負った荒ぶる猫がいた。


「ぜってぇー触ってやるニャ……！」



「ちょ」

　気炎を吐いて意固地になるアーニャにリューが動じる。

　この猫人キャットピープル、友アリーゼ達とは別方向ベクトルで面倒くさい存在だ──！

　確信したリューはアーニャとじりじりと間合いを取り合い、牽制けんせいし合う。

「えーいっ」

「なっ、シル!?」

　そこへ、シルが抱き着く。

「私はリューに触さわれるもんねー」

「は、放してください！」

　赤面するリューにシルはお構いなしだった。

　首に両腕を回して、頰と頰をくっつけてくる。

「うにゃああああああああああああっ！　ニャんでミャーはダメでシルはいいのニャ!?　シルが良くてミャーはいかんなんてありえんのニャ！　こうなったら意地でもおおおお!!」

「──ッ!!」

「フギャア!?」

　迎撃するリュー、張り飛ばされるアーニャ、口を開けて笑うシル。

　店員達も一緒に、手を叩き合って笑い合う。

「……おいっ、馬鹿娘どもぉ!!　揃そろいも揃ってサボってんじゃないよぉ！」

　遠くから眺めていたミアが目を細め、やがて怒号を上げるまで、少女達の戯れは続いたのだった。
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　リューは思う。

　シル達はアリーゼ達の代わりにはならない。

　そんなことを考えるのは彼女達に対する冒瀆ぼうとくだ。

　かけがえのない仲間を失ったこの痛みと喪失感は、決して癒いえないだろう。

　塞ふさがったとしても、ふとした拍子に疼うずきとなってリューに寂寥せきりょうをもたらす。

　だが、前を向かなくては。

　過去を振り返ることがあっても、未来に向かって進まなくては。

　アリーゼ達が遺していったものと一緒に。




　手紙を書こう。

　離れ離れとなっている女神アストレアに宛てた手紙を。

　今の自分がどうしているか、何を決めたか。

　いつか届けて、知ってもらおう。

　彼女はきっと、微笑んでくれるだろう。

『豊穣の女主人』にアーニャ達と帰る傍ら、リューは色々なお節介を焼き、色々なものを気付かせてくれた恩人の少女に、こっそりと呟いた。

「ありがとう、シル……貴方に感謝を」











３






　夕日が西部の市壁の奥に沈んでいく。

　巨大市壁に囲まれたオラリオは日暮れの訪れが早い。

　四年ほど前から迷宮都市に身を置いているルノアは、それがわかるようになっていた。

「……変わったな」

　茜あかね色に染まる西のメインストリート。

　迷宮帰りの冒険者、仕事を終えた労働者、多くの者達が往来する通りの中で、ルノアは足を止めて酒場『豊穣ほうじょうの女主人』を眺めていた。

　彼女の目が映すのは、働いているエルフの店員だった。

（【疾風しっぷう】……表情が柔らかくなった）

　店員としての動きはまだぎこちない。相変わらず接客も苦手のようだ。

　だが、ここ何日も様子見を行っているルノアには、少しずつ変わっていく【疾風】の表情がよくわかった。

　最初はずっと顔を強張こわばらせ、不景気な顔をしていた。

　何もかも失った亡者か、あるいは道を見失った迷子のような雰囲気があった。

　だが、今はどうだろう。

　背筋を伸ばして、凛りんとした姿はまるで森の大樹のような生命力に溢あふれている。

　空色の瞳ひとみは意思の光を取り戻し、声をかけてくる同僚には時折小ちいさな笑みすら見せていた。

（ああ、そっか……居場所、見つけたんだ）

　店内にいる【疾風】は視線に気が付いたのか、こちらに振り向く。

　窓越しに眼差まなざしを絡からめていたルノアは防寒着マフラーを口もとまで上げ、立ち止まっていた足を動かし、雑踏とともにその場を離れた。

（裏切られた、って言い方はおかしいけど……もしかしたら、ここんとこ、【疾風あんた】に親近感を抱いてたのかも）

　大通りを行くルノアは、【疾風】に羨望を抱いたことに気が付いてしまった。

「家族、同僚、【ファミリア】……全部、私には縁がなかったなぁ」

　夕暮れの空を見上げながら、独白を落とす。

　揺らめく人波の中で、たった独り切りでいる自分の立ち位置が、過去の記憶を喚起させた。

　──ルノア・ファウストはオラリオから遠く離れた、とある帝国領の生まれだ。

　帝国の属国化に伴う戦争に際し、肉親を失った彼女は物心つく前から路上生活子ストリートチルドレンであり、何者の庇護ひごもなしに生きなければならなかった。窃盗、喧嘩けんか、路上生活子ストリートチルドレン同士の縄張り争い、日々の生活は生傷が絶えることはなかった。

『神の恩恵ファルナ』が授さずけられる【ファミリア】の存在を知って飛び付いたのは、当時のルノアからすれば当たり前のことだった。力を得るということはそれだけ重要だったからだ。

　入団してからは、衣食住に困らなくなった。

【ステイタス】を刻まれてからは、喧嘩の腕っぷしに一層の磨きがかかった。

　生きることに精一杯だったルノアの人生は、随分と生きやすくなった。

【ファミリア】の主神はよくわからない神物じんぶつだった。あとから聞いた話によると政変クーデター、または革命レボリューションの遊戯ゲームを楽しんでいるらしかった。神意は最後までわからなかったが、ルノア達たち眷族を駒扱いしており、どうにも好きになれなかった。もしかしたら彼女なりに神愛あいがあったのかもしれないが、理解はできないままだった。

　結局、派閥同士の勢力争いに敗北し、【ファミリア】は消滅した。

　──それからは、根なし草の旅の始まり。

　生まれ育った帝国領を出たのも、こんな風な黄昏時たそがれどきだっただろうか。

　自由に生きるということは、ルノアにとって魅力的で刺激的だった。

　路銀稼ぎのために賞金稼ぎを始め、ふと思い出した時に適当な【ファミリア】に臨時加入し、【ステイタス】の更新をしてもらう。もう三回は改宗コンバージョンを繰り返した。一方でルノアは特定の【ファミリア】に身を置くことはなかった。

　都市外は──オラリオの外は、Ｌｖ．差が絶対だった。

　ダンジョンを保有する迷宮都市とは異なり【ランクアップ】できる者は数少ない。Ｌｖ．３以上の実力者を複数人保有しているのは名だたる都市や大国か、彼の『帝国』や『魔法大国』といった数少ない世界勢力のみ。喧嘩の才能を持ち、早くから昇格ランクアップしていたルノアはどんな場所でも一目を置かれ、そして周囲との隔たりに晒さらされていた。

　最初の【ファミリア】の時から飛び抜けて強く、粗暴者でもあったルノアは同僚の反感や嫉妬を買い、仲間という者にはついぞ馴染なじめなかったのだ。

　ルノアは別にそれでいいと思っていた。

　彼女には己おのれの力だけで生き抜いてきた自負があったからだ。

　だから、馴なれ合う必要はないと決めつけていた。

　──でも、迷宮都市ここは勝手が違った。

　三年前、オラリオに来てしまったことが契機。

　この迷宮都市はルノアが見てきた世界のどこよりも異質であった。数年後、数十年後はわからない。だが『暗黒期』という名の時代の転換期を迎えたオラリオは、とにかく恐ろしい場所だった。

『正義』と『悪』の対立、これを機にのし上がろうとする勢力争い、まさに『世界の中心』で群雄割拠が行われていたと言ってもいい。多くの実力者が死にもの狂いで自分達の願望と野望を果たそうとしていた。

　そんなところに一人でやって来たルノアは、時代の荒波に呑のみ込まれた。

　──初めて『死ぬ』って思ったのは、【フレイヤ・ファミリア】への依頼を受けちゃった時か。

　とある美神の派閥の冒険者を標的ターゲットにした時、ルノアは返り討ちに遭った。恐ろしい小人族パルゥムの四つ子から命からがら逃げ出した。

　迷宮都市の外で無敗を誇っていた彼女にとって、初めての敗北、初めての衝撃であった。

　今のオラリオが物騒だと理解しつつ乗り込んだのも、腕試しをしてやろう、と軽い気持ちでいた側面は否定しない。だがこうまで化物じみているとは思いもよらなかった。

　屈辱を嚙かみ締めつつ、ルノアは仕事を選ぶようになってしまった。

　戦えど戦えど、闘争は終わらない。生来の負けず嫌いだ、どんなに傷を負ってもちくしょうと声を上げ、拳こぶしを繰り出した。三度目の昇格ランクアップも果たした。しかし際限がない。自分より強い冒険者が次々に現れる。標的を仕留め、高額の報酬を受け取ってもそれはルノアを癒いやさなかった。

　いつしか、独りでいることが、しんどくなってきた。

　人外魔境であるオラリオにおいて『孤独』は体を蝕むしばむ毒だ。

　決して独りでは生きていけない。今は凌しのげても、そのうち限界が来る。

　仲間パーティを伴わなければ攻略できない迷宮ダンジョンのように、オラリオは単独ソロの流れ者には残酷であった。

「……疲れてるなぁ、本当」

　今日までの日々を振り返り、らしくもない感傷に浸っていたルノアは、溜息ためいきをついた。

　居場所を見つけた【疾風】を見て軽い衝撃ショックを覚えたせいもあるのだろうが、根っこはその『疲れ』だろう。

　そうだ、ルノアは疲れている。独りでいることに。

　メインストリートを去来する人込みの中で、一人ぼっちの幻覚を味わっていると、

「あら……ルノア？」

　一柱の神物じんぶつと出くわした。

　ふわふわとした長い髪は蜂蜜色。ルノアでは到底及ばない双丘に紙袋を抱えているところを見ると、買物帰りだろうか。優し気な垂れ目が今は軽い驚きに染まっている。彼女の側には護衛らしき眷族が一人控えていた。

　雑踏の中でばったりと出会った相手の名を、ルノアも驚きながら呟つぶやいた。

「デメテル様……」




「驚いたわ。まさかあんなところで会うなんて」

「私もですよ」

　オラリオ北に存在する【デメテル・ファミリア】本拠ホーム『麦の館』、その一室。

　デメテルに招待されたルノアは、上着を脱いで半裸になっていた。

「でも【ステイタス】を見てもらいたかったから、ちょうどよかったかも」

「もう、会いに来るのは決まって『恩恵』の更新の時だけなんだから。いつだって来ていいのよ？」

　背後で拗すねた口振りをするデメテルに、あはは、と苦笑する。

　椅子いすに座って晒しているルノアの背に、デメテルは針を刺した指先──神血イコルを落とした。瞬く間に【神聖文字ヒエログリフ】の羅列が浮かび上がり、新たな刻印が施されていく。

　ルノアはデメテルと契約を交わしている。

　つまり、【デメテル・ファミリア】が彼女の五度目の改宗コンバージョン先だ。

「館、静かだけど、眷族ペルセフォネ達は？」

「今は収穫の時期だから、ほとんどの子が都市外の畑に出払っちゃってるの。日も暮れたし、そろそろ帰ってくると思うけど」

　ルノアがデメテルと契りを結んだのは偶然である。オラリオで賞金稼ぎをしていくうちにやはり【ステイタス】の更新が不可欠となり、適当な派閥を探していたところ、今日のようにデメテルとばったり出くわして頼み込んだというわけだ。

　のほほんとして穏和そうなデメテルは、ルノアの目から見ても神格者じんかくしゃに見え、交渉がしやすかったのだ。

　何よりは【デメテル・ファミリア】は麦や野菜、果物など農業を営む商業系の派閥。

　武闘派ではない彼女達と間違っても戦うことはないだろう、と踏んでのことだ。

「はい、更新終わったわよ」

「ありがとう、デメテル様」

　共通語コイネーに翻訳された更新用紙を受け取るルノアは、胸も隠さず目を通し始めた。




　ルノア・ファウスト

　Ｌｖ．４

　力：Ｂ704→780　耐久：Ｃ660→Ｂ722　器用：Ｄ545→577　敏捷：Ｄ559→599　魔力：Ｉ０

　拳打：Ｈ　破砕：Ｉ　拳士：Ｉ




（しばらくご無沙汰だったけど……また結構上がったなぁ）

　Ｌｖ．４の能力ステイタスに似つかわしからぬ熟練度の伸びは本来喜よろこぶべきものだが、戦い疲れているルノアにとってはオラリオの化物振りがよくわかるということで、内心で嘆息してしまう。

　貸してもらった蠟燭ろうそくで秘匿ひとくすべき生命線ステイタスの用紙をすぐに燃やし、上着を着直す。

「ルノア。ご飯、食べていくでしょ？」

「あー、いや、私は……」

「今日はごちそうの予定だったの。きっと作り過ぎて残っちゃうから、貴方も手伝って？　ペルセフォネも会いたがっていたわ」
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　デメテルの厚意を断ろうとするが、柔和な笑みに押し切られてしまう。前座とばかりにお茶の準備をし始める女神に、ルノアは指で頰ほおをかいた。

　傍はたから見ればルノアはデメテルの眷族であるが、【ファミリア】の団員ではない。

【ステイタス】更新をするための間柄──ルノアが好きな時に改宗コンバージョンできるという契約を結んでいる。見返りとしてデメテルのお願いは何でも聞くつもりでいたルノアだが、豊穣を司る女神はにこにこと笑うだけで見返りを求めようとはしなかった。

　身も蓋もない言い方をすれば、ルノアにとって都合のいい能力ステイタス更新所である。

　それがルノアにもちょっぴり存在する罪悪感を刺激して、今も引け目を抱いているのだが。

「食事の前に、はい、パイとクッキー。昨日の残り物なんだけど」

　夕飯の前に甘物デザートかー、神は太らないからいいよなー、とぼよんぼよん揺れるデメテルの双丘とその癖くせ細い腰付きを凝視しつつ、ルノアは手作りの品々に手を伸ばした。

　林檎りんごの代わりに野菜を使ったトマトのパイに、麦のクッキー。パイのトマトは苺いちごのように甘く、麦のクッキーも香草ハーブの欠片チップが混ぜられており甘味が引き立っていた。

「ん……美味おいしい。やっぱりデメテル様の料理はすごいよ。お店とか始めたら？」

「ダメよルノア、そんな褒ほめたら。私、調子に乗っちゃうから」

　笑いながらデメテルは紅茶を淹いれてくれる。ルノアもその温かさに笑みを漏もらした。

　優しい時間だった。ルノアがこんな時間を過ごせるのは、オラリオではここだけだ。

「ルノアの『お仕事』は、まだ忙しいの？」

「……うん、まだ一つ大きな仕事が残ってる。でもこれで、最後にしようかなって思ってるんだ。何だか、疲れてきちゃって……」

　デメテルはルノアが何をしているのか聞いてきたことはない。いや気付いていない筈はずはないのだ。しかし、時折こうして穏やかな一時ひとときを与えてくれる。子を労わる慈愛の瞳で。

　デメテルがいなかったら、もしかしたらルノアはとっくに潰つぶれていたかもしれない。

「『お仕事』を止めた後は、どうするの？」

「……」

「ねぇ、ルノア？　もしよかったら……私達と麦や野菜、果物を作らない？　とても大変だけど、すごくやりがいがあるのよ？」

　テーブルを挟んで微笑ほほえみかけてくるデメテルの顔を、ルノアはぼうっと眺めた。

【デメテル・ファミリア】にこのまま籍を置いてしまおうか、と思ったことは実はある。

　デメテルはルノアが今まで会ってきた神々の中で一番の神格者じんかくしゃだったし、彼女を慕う団員達も気さくだった。こんな帰る場所があったら幸せなのだろう、と感じられるほどに。

　だが、ルノアはそうしなかった。

「ありがとう、デメテル様……でも私は、できないや」

「ルノア……」

「私がそういうのやったら、いけないと思う」

　ルノアは目線の高さまで手を上げ、手の甲を眺める。

「デメテル様は能力ステイタスを見てるから、気付いていると思うけどさ……私、物騒な仕事してるんだよね。人を殴って、たくさん血を浴びて……」

「……」

「私の手って、すっごく汚よごれてるんだ」

　ルノアの異名『黒拳こっけん』。

　その謂いわれは黒の拳具を使用しているから、などというものではい。

　肉を破き、骨を砕き、大量の血を浴びたことで赤黒く染まった拳──それを見て裏の者達が口にするようになった恐怖の渾名あだなである。

　人を殴り過ぎて変色した黒い手、血に汚れた己の拳を、ルノアは幻視する。

「麦も、野菜も、果物だって、大事に育てて誰だれかに食べてもらうんでしょ？　沢山の人に喜んでもらうんでしょ？　……私の手がそこに関わっちゃ、うん、やっぱり不味まずいよ」

【デメテル・ファミリア】と距離を置いたのもそれが理由だった。

　他ほかにも、『黒拳』である自分とデメテル達が関わっていると知れたら風評に関わると思ったのも理由にある。

　デメテルと出会ってから彼女が支持する派閥──ギルド傘下の【ファミリア】を狙ねらう依頼は受けないようにしていたが、そんなこと他の者にとって知ったことではないだろう。

　都市の混迷に拍車をかけた傭兵も同然の賞金稼ぎなど、悪感情を抱かれて然るべきだ。

「ごめん、デメテル様。私やっぱり行くよ。パイとクッキー、ありがとう」

「ルノア、私達は……」

「大丈夫だって。本当に、これで仕事からは足を洗うつもりだから」

　椅子から立ち上がったルノアは、悲し気な表情をするデメテルに精一杯の笑みを見せる。

　デメテルを心配させていることが心苦しかった。いっそ最後の依頼なんて放り出せばいいのかもしれない。

　だが、ルノアはそれをしようとはしなかった。

　恐らくこれは、今まで行ってきた賞金稼ぎの自分と決別するための儀式であり、けじめであり、『八つ当たり』だ。

　自分と同じくらい血を被かぶっている筈の【疾風】への、一人だけ居場所を見つけた彼女への、子供じみた八つ当たり。

　自嘲の笑みを一瞬こぼしたルノアは、部屋からの去り際、強がってデメテルに笑いかけた。

「それに、つるむんだったらデメテル様達じゃなくて、私みたいな馬鹿ばかな連中とがいいんだ」
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　星の海が魔石灯の光に負けまいと輝いている。

　夜も眠らないオラリオは中々星ほしが見えにくい。

　四年ほど前から迷宮都市に居座るクロエは、それがわかるようになっていた。

「……変わったニャア」

　蒼然そうぜんとした闇やみに包まれる西のメインストリート。

　月明りに照らし出される建物の屋上から、クロエは酒場『豊穣の女主人』を眺めていた。

　彼女が見下ろすのは、冒険者を店の外に追い出すエルフの店員だった。

（【疾風】……ちょっと前とは別人ニャ）

　同僚にちょっかいを出そうとした冒険者を豪快に投げ飛ばし、喝采かっさいを浴びている。本人はやりにくそうにしているが、助けた薄純うすにび色の髪の少女に向ける微笑みは、まるで溶けた雪から現れた花のようだった。

（ああ、違うニャ……きっともとに戻ったのニャ）

　視線に気付いたのか、空色の瞳がこちらを見上げてくる。

　フードを目深まぶかに被っているクロエは、野良猫のように身を翻ひるがえした。屋根を伝うこと数度、音もなく薄暗い路地裏に着地する。

「居場所を見つけたのかニャ？」

　フードに二つの山を作る猫耳を揺らしながら、誰もいない暗い路地で独白する。

　懐ふところから取り出すのは【疾風】の手配書。素顔が知れない覆面の冒険者の似顔絵はギルドが発行したものではない。冒険者や商人が主だって賞金を用意したものだ。

【疾風】は暴れ過ぎた。多くの者達から恨みを買い、賞金首として吊つるし上げられている。

　あんな表情もできるなら……日の当たる場所に居場所を作るなら、もっと穏便スマートにことを運べばよかったのに、とクロエは他人事ひとごとのように思った。

　嘆息にも似た吐息をつき、てくてくと歩いていく。

「ずっと植物みたいに枯れっ放しだったら、もっとやりやすかったニャ……」

　生に縋すがる者はしぶとい。往々にして『仕事』はやりづらくなる。クロエは生誕直後にまで遡さかのぼる長い経験則からそれを知っていた。

　──クロエ・ロロは大陸で密かに囁ささやかれている犯罪組織ファミリアの構成員、その娘だ。

　少女は『クロエ』と名付けられる前から彼の犯罪組織ファミリアに加わることが義務付けられていた。毒の使用法、あるいは耐性、ナイフの使い方、全て生後間もない時点で仕込まれた。出発の環境がそんなものであるから、まだ幼い少女にまともな倫理観が備わるのは土台無理な話であった。名も知らぬ標的ターゲットを無垢むくな子供を装い仕留めれば褒められる、毒を服用してもがき苦しみ生き残れば褒められる……何も知らなかったあの時が一番楽しかったかもしれない。

　所属していた犯罪組織ファミリアは、まぁ割と屑くずだった。

　組織を作った主神は役割演技ろーるぷれいんぐをしているのだと言っていた。『汚い仕事を欲しがってる連中がいるのなら、しょうがない、私が泥を被ろう』。そんな思ってもないことを言って喜々としながら鮮血と死を裏の世界にもたらす、殺戮さつりくを司る屑だった。

　犯罪組織ファミリアに嫌気が差したのは姉のように慕っていた暗殺者が──自分を産んで何も打ち明けず見守り続けてくれていた母親が任務に失敗し、死んだ時だ。組織の掟おきてに逆らって、クロエを庇かばって死んだ。

　真相を知った後、クロエは涙がしょっぱいことを知った。組織に疑問を持ち、掟に反感を抱き、主神に脱退を申し出た。その時の彼女のニヤニヤとした笑みは今でも覚えている。

　課された退団の儀式──無理難題の連続には死を覚悟した。ナイフ一本で某帝国のＬｖ．３の上級騎士を殺害しろと言われた時は卒倒した。しかしクロエはやり遂げた。おかげで昇格ランクアップもしてしまったが。主神は屑だが、血の契約は守る律儀な女神だった。

　組織の拠点や構成など、部外秘の情報を口外しないことを条件に、クロエは犯罪組織ファミリアから解放された。

　──まぁ、やることはあまり変わらなかったけど。

　自由を手に入れたクロエは、しかし途方に暮れてしまった。

　何をすればいいのかわからない。何をして生きていけばいいのかわからない。人の殺し方しか知らなかった少女の弊害であり、欠陥である。

　もとを辿たどれば、おちゃらけた神々を真似まねた現在いまの口調も、クロエなりの処世術だ。

　こんなふざけた言葉遣いと性格を地にしなければ、やってられなかったのである。誰にも見せたことのない本当のクロエは怖がりで、泣き虫だ。

　結局、クロエが選んだ生業なりわいは暗殺業だった。

　一殺多金。手っ取り早く効率良く稼げるのはこれしかなかった。

　世界には割と屑が多かった。だから心が痛むことは思っていたより少なかった。時には義賊を気取って孤児達の英雄ヒーローになった時もある。かなり快感だった。特に抱き着いてくる男児ショタの柔らかい感触が。クロエの性癖がねじ曲がり、俗にまみれ始めたのもこの頃ころである。

　──私ミャーを止められる者はいない。そう思ってた。

　思い返せば調子に乗っていたクロエが乗り込んでしまったのが、このオラリオである。

　当時の世界の中で最も治安が悪く、仕事に困らないと軽い気持ちで足を踏み入れたのが失敗の始まり。オラリオは言ってしまえば魔窟であった。巨大市壁に封じられた冒険者達の根城。まさにクロエは井の外の蛙であった。ダンジョンという名の深淵しんえんを知らなかった猫は、そこで鍛え上げられた化物達に洗礼を受けた。

　──『あ、死んだ』って思ったのは、【ガネーシャ・ファミリア】への依頼を受けた時ニャ。

　とある象神の派閥の冒険者を標的ターゲットにした時、クロエは返り討ちに遭った。【象神の杖アンクーシャ】と呼ばれる凄すさまじい女傑から命からがら逃げ出した。

　迷宮都市の外では完殺を誇っていた彼女にとって、初めての失敗、初めての挫折であった。

　オラリオと外界との実力の隔たりは甚だしく、それこそクロエを育てた犯罪組織ファミリアの物差しで計り切れるものではなかったのだ。

　尻尾しっぽが縮み上がるような恐怖を覚えつつ、クロエは仕事を選ぶようになってしまった。

　クロエの暗殺には規則ルールがあった。

　まず子供は殺さない。特に男児ショタは世界の宝だ。宝を奪うなどもっての外である。

　そして殺すのは人としての屑クズ、あるいは殺される覚悟のある者だけ。この条件に見合わない者は、頂戴した金ごと依頼人クライアントに投げ返して依頼を放棄している。

　幸い、と言っていいかはわからないが、オラリオに来てからは依頼を破棄することは一度としてない（失敗することはあったが）。『暗黒期』とも揶揄やゆされている激動の時代、舞い込んでくる依頼の仕事は大抵が悪党同士の始末や、勢力争いによる足の引っ張り合いだった。クロエはそれを嘲笑しながら、同時にうんざりしながら仕事をこなしていく。今や再び昇格ランクアップしてＬｖ．４だ。しかし殺せど殺せど、暗殺の依頼はつきることはない。

　報酬は金貨チップ、代償は赤い滴が伝う命いのち。

　一体、どれほどこの暗剣に血を吸わせたことだろう。

　惰性が赴くままにここまで来てしまった。あるいはクロエにも存在するちっぽけな矜持きょうじがそうさせたのかもしれない。

　だが、心もそろそろ鬱屈うっくつとしている。職業柄独ひとりは慣れっこだが、いよいよ寄りかかれる場所が欲しくなってきた。居場所を見つけた、あの【疾風】のように。

　星空の下、暗殺用のナイフを月に掲げながら、らしくもない感慨に浸ってしまう。

「疲れてるニャ……」

　溜息をついたクロエは、人の気配を感じてナイフをしまい込む。

　路地裏を抜けた先は南西のメインストリートだった。どうやら長いこと回想に耽ふけっていたようで、西の大通りからここまで南下してしまったらしい。

　壁に肩をくっつけ、賑にぎやかな人の流れをぼんやり眺めていると、

「んニャ？」

　一柱の神物じんぶつを発見した。

　頭の後ろでひっつめている髪は茶色。端整かつ精悍せいかんな横顔は美丈夫と呼ぶに相応ふさわしい。もう秋も半ばだというのに上着を脱いだ上半身裸姿で、ややもすれば『海の男』という言葉が想起される。その側では手伝いの眷族が荷台を引いていた。

「……ニャハァ」

　人込みの中からその姿を認めたクロエは、邪笑を浮かべた。

　次には駆け出し、件くだんの神物じんぶつ目がけて飛び付く。

「ぐおっ!?　な、なんだ！　って……げっ、クロエ・ロロ」

　手伝いの眷族が驚く中、背後から抱き着かれた男神はクロエの名を呟き、顔を引きつらせる。

　雑踏の中から偶然見つけ出した相手の名を、クロエも怪しく微笑みながら呼んだ。

「久しぶりニャ、ニョルズ様。元気してたニャ？」




「いやー、ついてるニャー。ニョルズ様と偶然出会って、一杯おごってもらうニャんて」

「お前が無理矢理連れ込んだんだろ……」

　オラリオ南に広がる繁華街、高級酒場の一室。

　遮音性の高い広い個室でニョルズと二人きりとなったクロエは、服を脱ぎ捨て下着一枚となっていた。

「というか、何でいつもお前は【ステイタス】を見せる度に素っ裸になるんだ……」

「失礼ニャ、パンツは穿はいているのニャ！　それに露出狂のニョルズ様も似たようなもんニャ！」

「俺おれとお前を一緒にするな！」

　クロエはとある賞金稼ぎのように、改宗コンバージョン先としてニョルズと契約を交わしていた。

　ニョルズはオラリオを出た南西、『港街メレン』で活動する漁を司る神だ。

　彼が運営する派閥も当然、漁の【ファミリア】。港街メレンと隣接する大汽水湖ロログを始め、大海に繰り出しては漁業を行っている。【ニョルズ・ファミリア】が捕える新鮮な海産物はオラリオにも出荷され、大農業を営む【デメテル・ファミリア】と同様、迷宮都市の食料事情の中でも大きな重要度ウエイトを占めているのだ。
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　今日も眷族達と一緒に魚介類を売りに、港街メレンからオラリオへ足を運んでいたらしい。ちなみに、先程までいたお手伝いの漁師は先に帰している。

　何故なぜ都市外に所属するニョルズと、クロエが契約を交わしているかというと、

「そんな口を利きいていいのかニャ？　ニョルズ様が嚙んでる密輸の件、バラしちゃおうかニャ～」


「ぐっ……！」



　そういうことである。

　依頼の都合上、何かときな臭いところに潜入するクロエは偶然、怪しい団体から積荷を受け取りこそこそ都市外に運ぶニョルズを目撃してしまったのだ。

　何でも『漁のために必要なもの』を受け取るため交換条件で密輸に手を貸しているそうなのだが、クロエは詳しく知らない。知らなくても、強請ゆする条件は十分だ。

　そのような経緯もあって、クロエは労せずして体ていの良い能力ステイタス更新所を手に入れたのである。弱味を握られたニョルズにしてみれば堪たまったものではないだろうが。

「ミャーはこの姿勢スタイルじゃないと【ステイタス】更新ができないのニャ～」

　ふかふかの長椅子ソファーにうつ伏せで寝そべるクロエはまさに女王様気分だった。高級酒場の高い料金もニョルズのおごりなのでウハウハである。少女の真横に陣取って【ステイタス】更新を行う当の男神はひたすらやりにくそうだった。

　密室に、半裸の男神とほぼ全裸の少女。

　今ここに給仕が酒を運びにでも来れば、誤解されること間違いない光景だろう。

「ニョルズ様はイケメンでいい神様だから、ミャーのあられもない姿を見せてあげるのニャ。暗殺者アサシンとして磨き抜かれたミャーの美しい裸……ハァハァしちゃうニャ？」

「ハァハァって……お前、俺より胸板薄いだろ」

「ムギャアー!?　ミャーはまだ成長途中なだけニャー！」

　暗殺は、時には女の体を使って誘い込むこともある。まぁ、それを使って消せるのは馬鹿な標的ターゲットだけだ。本当に用心深い男は常に警戒している。──ちなみにクロエは本番になると相手の顔を引っかいてしまうので生娘である。

「ほらよ、終わったぞ」

「むぅ……あとで覚えてるニャ」

　むくれるクロエは更新用紙をひったくり、目を落とす。




　クロエ・ロロ

　Ｌｖ．４

　力：Ｇ267→Ｆ301　耐久：Ｇ222→279　器用：Ｂ711→751　敏捷：Ｂ737→776　魔力：Ｅ412→455

　耐異常：Ｇ　調合：Ｈ　逃走：Ｉ




（ご無沙汰ではあったけど……また随分上がったニャア）

　溜息を一つ。

　労せず仕留めるのが暗殺の筈なのに、苦労しまくって能力ステイタスが上がり続けている。

「それで？　更新をするってことは、『黒猫くろねこ』はまた面倒な依頼に巻き込まれてるのか？」

「その名前で呼ばないでほしいニャ。それはミャーにとって汚点なのニャ」

　服を着ながらクロエは機嫌悪く答える。

　暗号名コードネームならともかく、他者から付けられる二つ名や異名など暗殺者として落第の証だ。

　二つ名を付けられるということはつまり、標的ターゲットの暗殺に失敗し、姿を見られたということなのだから。これはひとえにオラリオの冒険者が強過ぎることが原因なのだが……。

『黒拳』などという賞金稼ぎと何かと比べられているようだが、いい迷惑だ、とクロエは思っている。

「なぁ……お前、疲れてるだろ？」

「……」

　流石さすがは神といったところか、ニョルズはクロエの胸の内を見抜いてくる。

　無言で長椅子ソファーに腰を放ったクロエは、卓に並べられている料理を行儀悪く指でつまみ、口に入れた。

「こんなご時世だから、しょうがないのニャ」

「お前さえよけりゃ、俺の【ファミリア】に来るか？」

　一瞬動きを止めたクロエは、それを誤魔化ごまかすようにニヤリと笑う。

「なんニャ？　美しいミャーの虜になって、欲しくなってしまったニャ？」

「あぁ、そうだな、そういうことでいい。お前みたいな可愛かわいい女手が入れば、漁師ロッド達も喜ぶだろう」

　クロエのいじりにもニョルズは苦笑で応じ、案じた眼差しで見つめてきた。

　ニョルズは、いい神だ。

　イケメンで、身長が高くて、子供思い。善良な神格者じんかくしゃだ。

『黒猫』の正体を知っておきながら誰にもバラしていないし、文句を言いつつクロエの我儘わがままや無茶振りにも付き合ってくれる。まるでクロエに束つかの間まの息抜きを与えるように。

　クロエは黙った後、これまでとは趣の異なった、ほのかな笑みを作った。

「止めとくニャ。人殺しを止めた猫が、魚に夢中になって改心なんて……なんか滑稽ニャ」

「……そうか」

　それは本心だった。

　ニョルズの提案は正直嬉うれしかったが、何か違うような気がした。

「それに、【ファミリア】もそうだけど……仲間とか、友達とか、よくわからないのニャ」

　それも、本心。

　最初の犯罪組織ファミリアの時から横の交流がなかった独りぼっちの野良猫は、群れの中に入る術すべを知らない。

　人の命を奪うより、そちらの方がずっと難しいことのようにクロエには思えた。

「最初から仲のいいやつなんているもんか。むしろ、ぶつかり合ってからが本番だ。大声で叫び合って、殴り合ってもいい」

「神様がよく言う、夕日の下で喧嘩する、ってやつニャ？　でもミャーは、喧嘩もしたことがないからわからないのニャ……」

　クロエが行ってきたのは殺し合い。生か死か、その二択しかなかった。

　諭すように言葉を並べ、見守ってくれているニョルズを直視できなかったクロエは、おもむろに天井てんじょうを見上げる。

　ふと思ったことを、言葉にした。

「でも、そうニャ……思いっ切り喧嘩して、殺し合って……それでもミャーと軽口が叩たたき合えるんだったら……気楽そうでいいのニャ」
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　胸に抱く思いはそれぞれ。

　しかし、邂逅かいこうの時は迫っていた。




「いつになったら【疾風】を仕留めるのだ。依頼を預けて何日経たっていると思っている」

「うるさいな、わかってるってば」

　依頼人クライアントに呼び出されたルノアはせっつかれていた。

　場末も場末な酒場で睨にらみ返しながら、用意していた言葉を差し出す。

「先に言っておくけど、私、この仕事から足を洗うから、あんた等ブルーノ商会も、今後関わらないって約束して」

「……今更、堅気かたぎに戻れると思っているのか」

「思ってないよ。でもけじめをつけなきゃ、何も始まらないでしょ」

　苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をする商会の男ヒューマンに、きっぱりと言い返す。

「心配しなくても、この依頼はやり遂げる。いつも通り私が仕留めるのを待ってればいい」

　防寒着マフラーを引き上げるルノアは、鋭い眼差しで告げた。

「明日の夜、仕掛ける」




「『黒拳』が【疾風】を狙っているらしい！　何でも明日にでも仕掛けるって……どうする！」

「ん～、時機タイミング悪いわね」

　忘れ去られた鐘楼しょうろうで、慌あわてふためく依頼人クライアントの声が響く。

　呼び出されたクロエは、仕事用の口調を纏まといながら間延びした声を出した。

「獲物でさえも取り合うなんて……本当に疲れるご時世」

「なに暢気のんきなこと言ってんだ！　こっちも早く仕掛けねえと、先を越されるぞ！」

　ドワーフの依頼人クライアントの声を右から左に流しながら、クロエは目深に被ったフードを揺らす。

　クロエは自分が何故こうも疲れているのか、とっくにわかっている。

　オラリオが、この都市が暗く淀よどんでいたからだ。

　多くの闇に触れてきたクロエが、今まで見てきたどの国、どの都市よりも『悪意』が渦うず巻き、混沌を生み出していた。

「……でも、それも終わり」

　他ならない【疾風】の手によって。

　オラリオは生まれ変わる。クロエもそう感じていた。

「そんな【疾風】を始末する羽目になるなんて……ど～も嫌な仕事よね」

「お、おいっ!?」

「大丈夫よ。仕事は仕事、前金を受け取った以上、依頼は投げ出さない」

　まるで本気で焦あせるように取り乱す依頼人クライアントに、自分は専門家プロであると言い含める。

　それに、【疾風】の存在は禍根を残す。

　彼女を恨む者がいつかまた悪意の矛ほこを運んでくるかもしれない。ならば、今のうちに消し去るのもまた未来のためだ。

　そんな風に建前たてまえで武装したクロエは、覚悟を決めた。

「明日の夜、仕掛けるわ」











４






「……」

　離れの廊下を移動していたリューは、動きを止め、窓の外を見た。

　早朝の空は曇っていた。

　灰色の雲が空全体を今にも塞ふさごうとしており、不穏な雲行きを醸し出している。

（視みられている……）

『豊穣ほうじょうの女主人』で仕事を始めてからというもの、リューは『視線』を感じていた。

　それは当初、敵意や害意の気配が含まれておらず──例えるとどこか脱力するような視線で──リューも問題ないだろうと判断していたのだが、ここに来て、はっきりと意思が察せられるようになった。

　すなわち、殺意。

（追手の類ではないと思っていましたが……やはり私の勘は当たらない）

　このような視線の心当たりは一つしかない。何者かが【疾風しっぷう】を追ってきたのだ。

　自分を匿えば巻き込まれる、と一度はシル達を脅したリューだったが、その危惧きぐが現実となってしまった。よりにもよって正規の酒場の店員として雇ってもらったこの時機タイミングで。

　このままでは『豊穣の女主人』に……シル達に迷惑がかかる。

　思い詰めるリューは、無言で離れの奥へ移動を始めた。

　彼女が向かったのはミアの部屋である。


「失礼します。すいません、話が…………シル？」



　リューがノックをして扉を開けると、そこにはミア以外にもシルの姿があった。

　先日から離れに住まわせてもらっているリューやアーニャ達とは異なって、少女は住み込みではない。思わぬ人物が朝早くミアを訪れているのを見て、リューは意外に思った。

「おはよう、リュー」

「……おはようございます、シル」

「何だい、こんな朝っぱらから」

　会釈しつつ、彼女達のもとまで歩み寄る。

　実は、と口を開くリューだったが、ミアは言葉を先回りさせた。

「雇ってもらったばかりで悪いが、辞めさせてくれ、なんて言うんじゃないだろうね？」

「！」

「まったく……【疾風あんた】を嗅ぎ回ってる連中がこそこそし始めたからって、動じてるんじゃないよ」

　驚愕きょうがくするリューに、ミアはやれやれと腕を組む。

「……気付いていたなら話が早い。私がここにいると、貴方達に迷惑が──」

「迷惑なんてアンタが運び込まれた時からずっと被こうむってるんだよ、バカタレ」

「ぐっ」

　二の句が継げないリューを、ミアはふてぶてしい顔で見下ろした。

「アンタを雇ったのはこの私さ。そしてこの店も、店員も全部アタシのもんだ。勝手にいなくなるなんて許さないからね」

　何かすごいことを言われ、リューは目を白黒させてしまった。

「リュー。せっかく一緒に働けるようになったのに、お別れなんて寂さびしいよ」

「シル……しかし」

「大丈夫だよ。お母さんもそうだけど、アーニャ達はとっても強いから。どこかに行くより、ここにいた方が安全だよ」

　シルは懇願し、次には微笑ほほえむ。

　この酒場が並みの【ファミリア】より遥はるかに強いことは何となしに察している。

　ミア一人が強大なのではなく、訳ありの店員全員が曲者くせものなのだ。シルの言うことは正しい。

　それでも、「けれど」「だが」とリューが言葉を濁していると、

「うじうじ言ってんじゃないよ。こんな時が来るなんて最初からわかってただろう。アタシ等に迷惑かけず、上手うまいことやって、落とし前をつけりゃいいのさ」

　エルフの薄い胸を、巨体のドワーフの指がどんっと小突く。

　無茶苦茶なことまで言われてたじろぐリューだったが……間を置いて、微笑した。

「わかりました……私が蒔まいた種だ。何とかしてみせます」

　まるで【ファミリア】の一員のように扱ってくれるミアとシルに喜ばしさを感じながら、腹をくくる。そんなリューの姿にシルも、ミアも笑顔を見せた。

「ところで、こんな朝早くから何を話していたのですか？」

「それなんだけどね……今日の夜、用事ができた。アタシと、シルがね。アタシ達がいなきゃ店は回らないだろうから、夜の方は閉めるよ」

「用事？　シルも……？」

　突然の知らせを疑問に思い、リューは質問を重ねる。

「それは何なのですか？」

「新しく雇ったアンタのことを、説明しないといけなくなったのさ……この馬鹿ばか娘に『過保護な連中』にね」

　私のこと？

　シルに『過保護な連中』？

　全く訳がわからずリューが視線を移すと、シルは苦笑するだけだった。

　再度尋ねてみても、ミアはもう聞くなとばかりに手を振って取り合わない。

「ったく、アンタよりよっぽどこの馬鹿娘の方が面倒だよ……放り出してやろうかね」

「ミアお母さ～ん。私なにもしてませんよ～」

　ほとほと面倒そうな顔をするミアに、シルは泣く振りをして訴える。

　話の流れに付いていけないリューは戸惑うばかりだった。

「ま、そういうわけだから、留守は頼んだよ。他ほかの連中にも伝えといてくれ」

「……わかりました」

「ちなみに、さっきの話じゃないけど、店のものを壊すんじゃないよ。私が帰ってきた後、もしも店に何かあったら……タダじゃおかないからね」

　また理不尽なことを……。

　凄すごみを聞かせて顔を寄せてくるドワーフに、リューは思わず渋い表情を浮かべながら、頷うなずいた。

「覚えておきます」
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　夜。

　ミアとシルが酒場から出かけると、アーニャ達は『ヒャッホー！』とエプロンを頭上に放り投げた。普段から重労働に虐げられている店員達は、ひょんなことで転がり込んできた臨時休店に歓喜したのだ。そこまでか、とリューに思わせるほどの喜びっ振りであった。そして当然、リューの制止は意味をなさなかった。

　ミアがいないことをいいことに離れの食堂で小さなパーティーを開き、思い思いに好きなものを食べては飲む。猫人キャットピープルの料理人メイ達が手がけることで卓上には店の看板料理が並び、良心的に迷っていたリューもついつい手を伸ばしてしまったほどだ。後日、女将の雷が炸裂さくれつすることは確定である。

　散々酔っぱらったアーニャ達は食堂で雑魚寝ざこねと相成った。

　数十人以上もの店員の数に、一人素面しらふのリューは少女達をそれぞれの部屋へ運ぶことを諦あきらめ、毛布だけアーニャ達に放りかけた。

　溜息ためいきをつきつつ、【アストレア・ファミリア】でもあった馬鹿騒ぎを思い出して微笑みながら、自室へと戻ったのだった。




　静かな月明りが窓から差し込んでいる。

　離れでリューに宛てがわれているのは一人部屋だった。入って間もない個室には寝台ベッドと机くらいしか調度品がない。隅に置かれているのは武装や道具アイテムが詰め込まれている背囊はいのうである。

　就寝しているリューは、安らかな睡魔に包まれていた。

　冒険者として半覚醒かくせいを保ってしまう癖くせがあるが、今日はどうしてか心地良い。

　これならば『その時』が来るまでずっと目を覚まさずにいられそうだった。

　甘い香りが、リューを更なる眠りへと誘い──。

「──！」

　瞬間、リューは飛び起きた。

　瞼まぶたをこじ開けると同時に、粘り付くような眠気を振り払う。頰ほおを歪ゆがめながら咄嗟とっさに腕を鼻孔びこうに押し当てた。

「この香り……『眠りの香こう』！」

　吸った者を眠りに誘う道具アイテム。用いる材料や製法にもよるが、常人ならば一度眠ってしまえばよっぽどのことがない限り覚醒することはない。

　リューが戦慄せんりつしているのは、『耐異常アビリティ』を修得しているにもかかわらず眠りに落とされかけたことだ。よっぽど材料に拘こだわり、腕のいい薬師ハーバリスト──高熟練度の『調合アビリティ』を修得した者──が作ったのだろう。つぎ込んだ金の額が窺うかがえる。

　こうしている今も頭に靄もやがかかり、思考が妨げられる。

「っ！」

　頭を振って意識の覚醒を促す。止まっていては駄目だ。動かなくては。

　リューは枕まくらの下に隠していた二刀の小太刀を取り出した。

（自然発生などありえない……敵襲！）

　考えるまでもない。そしてほぼ間違いなく、目的はリュー。

　追手が来たのだ。【疾風】を仕留めるための刺客が。

　敵も曲者揃ぞろいの『豊穣の女主人』を監視していたなら、そう易々とは仕掛けてこれない、少なくとも酒場は強襲しない筈はず……そう推測していたリューは自身の迂闊うかつさを呪のろった。

（狙ねらいは私一人の筈……しかし、アーニャ達が気がかりだ）

　眠りの香は、恐らく三階建ての離れに充満している。

　リューでさえ意識が完全に落ちかけていたのだ、酒場の店員は起きてこれないだろう。人質の可能性を危ぶむリューは迅速じんそくに動くことを決めた。

　素早くブーツのみを履き、そっと部屋の木扉に近付く。

（──いる）

　取っ手に指をかけたリューは、直感した。

　他でもない、闇夜やみよに紛れる影たる存在が、この扉を隔てた廊下にもう迫っていることを。

　息を殺しながら、取っ手を回す。

　ギィィ、と軋きしむ音を奏でながら、リューはドアを開けた。

「……？」

　一人廊下に出ると、辺りに漂っているのは静寂だった。

　怪しい人影は見受けられない。廊下の光源は窓の外の蒼あおい星明かりのみ。薄闇が支配している木張りの通路は静まり返っている。

　──いない？

　リューが疑問を覚えた、次の瞬間。

「────」

　天井に張り付いていた影が、音もなく落下した。

　闇の中で光る、緑色の猫の瞳ひとみ。

　その手が持つのは鋭い凶刃。

　木板を破り食い込ませていた左手の五指を放し、更に靴で蹴けり付ける。

　リューの死角、頭上を強襲した。

「──っっ!?」

　本能の激声に従い、リューは横に跳んだ。

　身を投げることで間一髪、奇襲を回避する。

　ザンッ！　と空を切ったナイフが床に突き刺さるとともに、転がったリューの体が埃ほこりを巻き上げた。


「あーぁ……」



　一筋の汗を流しながらリューが素早く体勢を直すと、視線の先の影もまた、ゆらりと立ち上がる。

　目深まぶかに被かぶられた黒のフードに、身軽さを重視した戦闘衣バトル・クロス、編み上げのブーツ。

　細い尻尾しっぽをくねらせ、フードに二つの山を作る猫人キャットピープルの暗殺者は、その小振りな唇を笑みの形に変えた。

「眠っていれば、楽に終わったのに」

　右手に握られた鋭い暗剣を目にするリューは、息を呑のみながら口を開く。

「お前は……まさか、『黒猫くろねこ』？」

　リューの呟つぶやきに返ってくるのは、妖あやしげな微笑みだけだった。

　目もとを隠すローブの下で、暗殺者はほぅと吐息をつく。

「これで、暗殺は失敗……」

　握っていた武器を、そっと手放す。

　自然の摂理に従って落下するナイフ。

　リューが目を疑った直後──『黒猫』は落ちてきたナイフの柄を、ブーツで蹴り飛ばした。

「っ!?」

「ここからは、力ずく、ね」

　飛来するナイフをリューは回避する。その隙すきに乗じ、駆け出した『黒猫』は懐ふところから取り出した煙玉を床に叩たたきつけた。目くらましである。

　更に。

「【戯たわむれよ】」

　煙幕に紛れ、ささやかな歌が響いた。

（詠唱！）

　耳に震わせたのは僅わずかな呪文じゅもん。恐らくは超短文詠唱。

　何が来る？

　視界を塞がれたリューの緊迫感が跳ね上がる。

　本来ならば戦場とも呼べない狭い廊下で、二刀の小太刀を抜いて即応の構えを取った。

「──シッ！」

（背後！）

　リューの予測を裏切って、『黒猫』が仕掛けたのは突撃。

　煙を破り、後方より斬りかかられる。

　いつの間に背後に回ったのか驚愕しながら、リューは小太刀《双葉》で迎撃する。

　が、

「なっ!?」

　振るわれた左手の小太刀が、空振りに終わる。

　手応てごたえもなく敵の胴体を両断──一過し、『黒猫』の姿はまるで霞かすみのようにかき消えた。

「『幻影』!?」

　血の代わりに散るのは、『魔素』と呼ばれる光の粒子。

　リューの目が見開かれる中、黒い影が再び背後より襲いかかった。

「当たり」

　息を吐く唇が蠱惑こわく的に曲がる。

　敵を惑わす『幻影魔法』。今度こそ実体を持った『黒猫』が高速の刺突を一閃させる。

「くっっ!?」

　慮外の攻撃に、リューは旋風の勢いで対応してみせた。

　自らも霞む勢いで右手を閃ひらめかせ、振り向きざま、もう片方の小太刀で背後からの必殺を弾はじく。

「!!」

　響き渡る甲高い金属音。生まれる火花が両者の顔を照らし出す。

　歪むリューの横顔を、フードの下で驚愕の様相を示す『黒猫』の唇を。

　攻撃を凌しのぎ、凌がれた彼女達は、すぐさま間合いを取った。

「あれを防ぐとか……ほんと、Ｌｖ．４って嫌。『魔法とっておき』まで使ったのに」


「っ……！」



「でも、斬ったわ」

　煙幕の中でかろうじて見える『黒猫』は、ナイフに付着した血の跡を晒さらす。

　敵の得物、その刀身は淡い紫の色に染まっていた。

『毒』か、とリューは察する。

　薄うっすらと切り傷を負った右腕が不自然な熱を発し、その予想を肯定していた。

「この暗剣こ、《バイオレッタ》って言うの、可愛かわいいでしょう？　沢山の『毒』を吸わせてきた、私の特製スペシャル」

「……！」

「今日吸わせたのは……『毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの毒液』」

　とある貴重な『ドロップアイテム』の名に、リューの頰が歪む。

　耐異常アビリティを貫通し、少量でも上級冒険者を苦しめる『劇毒』だ。

　無論、放っておけば死に至る。

「特効薬なんて持ってないでしょう？　持っていたとしても、使わせないけど」

　ナイフを振り鳴らす『黒猫』の背後より、また別の『幻影』が現れ、クスクスと笑う。

　眠りの香、毒、幻影。

　なるほど、噂うわさに違わぬ豊富な搦からめ手。リューに冷や汗をかかせる『敏捷みのこなし』を見ても彼かの『黒猫』であることは間違いない。

　裏の界隈かいわいに名を轟とどろかす、オラリオ切っての暗殺者。

「……雇われて、私を殺しに来たか」

「そうよ。報酬は、貴方にかかった懸賞金だけど」

「雇い主は？」

「言うと思ってる？」

『劇毒』が体を蝕むしばみ始め、発汗するリューに対し、『黒猫』は小馬鹿にするような笑みを落とす。

　敵の『幻影』と煙幕の複合コンボは凶悪だ。『黒猫』本体が気配どころか僅かな足音さえ遮断することで、実体と偽物の区別がつかない。

　煙幕が立ち込めるこの廊下から脱出しなくては。

　当然、敵もそれを見越して『駆け引き』という名の罠わなを張り巡らせるだろう。

　冷笑を帯びる黒猫が『幻影』とともに、すぅっと煙の奥に消える。「【戯れよ】」と呪文が再度唱えられた。今度こそ仕留めるつもりか。

　──こちらから仕掛け、敵の暗殺圏から脱する。

　多少の手傷も覚悟したリューが、ブーツに力を込めた瞬間。




「はい、邪魔するよ」




　窓の外で、影が躍りかかった。

「────」

　その声がリューと『黒猫』の耳朶じだに触れた瞬間、影は掲げていた拳こぶしを振り下ろす。

　直後、窓辺が爆砕した。

「うっっ!?」

「ウニャア!?」

　咄嗟に回避行動に移ったリューの体が衝撃に翻弄ほんろうされ、煙幕もろとも猫の悲鳴が飛び散る。

　破片が無数に舞い、木張りの床が崩れていく。

　リューは状況把握を放り出し、その場からの退避を選択した。

　大通りに面する酒場とは逆側、別の棟が建つ予定の空き地──内庭へ転がるように着地する。

「……離れが」

　顔を上げたリューは、頭上の光景に声を失った。

　木造の三階建ての離れ、その廊下の一角が……まるまる粉砕され、消し飛んでいる。

「……店主オーナーに、どやされる」

　リューがまず思い浮かべたのは、鬼オーガの形相をするミアだった。

　冷や汗を湛たたえるエルフはすぐはっとして、顔を軽く横に振った。

　馬鹿な思考を追い出し、破壊された棟の惨状に視線を走らせる。

「『魔法』、ではない……まさか、素手で？」

　爆砕される直前、手前の窓辺から聞こえてきた声を振り返り、リューは慄然とする思いだった。

　恐らく、別の建物から跳躍し、離れに迫って見舞ったのだ。渾身こんしんの『拳』を。

　やがて煙──煙幕の残滓ざんし──を上げる廊下から、たっと影が躍り出て、リューのいる内庭へ着地する。

「流石さすがに簡単にはいかないか……ま、不意打ちってのも性に合わないし、いいけど」

　首に巻かれた防寒着マフラー、肩や胸を守る軽装、そして拳に装着された革の指抜き手袋グローブ。

　栗色の髪をなびかせ、ヒューマンの少女はリューと相対する。


「なっ、なにするニャッ……こほんっ。なにするのよ、いきなり！　まさか、本当に『黒拳こっけん』!?」



「そういうあんたは、『黒猫』？　じゃあ、標的重複ダブル・バウンティだ」

　もうもうと煙が立ち上る廊下から、埃まみれの『黒猫』が悲鳴よろしく叫ぶ。

　どやされるヒューマンの少女はそちらを見上げ、淡々と受け答えた。

「獲物が被った場合は早いもん勝ち……それがうちらの掟おきて。どっちが仕留めても恨みっこなしね」

「ええいっ、噂に違わぬ筋肉脳め……！」

　忌々いまいましそうに吐き捨てる『黒猫』から視線を切り、少女はリューに向き直る。

「そういうわけだから、あんたを仕留めさせてもらうよ」

「……あの『黒拳』まで、私を……」

『黒猫』と並ぶ賞金稼ぎ、『黒拳』を前に、リューが驚愕より先に場違いな実感を抱いた。

　暗殺者はともかく賞金稼ぎに追われる身、すっかり自分も賞金首なのだと。

　同時に『黒拳』も『黒猫』も、容姿や振る舞いから自分に近い同世代の少女だと察し、不思議な感覚も味わった。

「構えなよ。問答無用で襲いかかるの、あんまり好きじゃないから」

「……」

　両の拳をぶつけ、臨戦態勢に移る『黒拳』に、リューも身構える。

　逃走を図っても無駄だ、今更戦闘を免れるのは不可能だろう。

　とはいえ、『黒猫』とは異なり正々堂々。

　その言動はおよそ賞金稼ぎに似つかわしくなかった。

（『黒拳』と『黒猫』の三つ巴どもえ……凌ぎ切れるか）

　既に『毒』をもらってしまった体を顧みながら、肌に汗を伝わせる。

　間もなく、正面の少女の腰が沈み、リューも地を蹴った。

「うらぁッ！」

「っ！」

　互いに突っ込み、拳撃と斬撃を交差させる。

　回避と反撃を織り交ぜ、立ち位置を何度も入れ替えながら、目まぐるしい攻防が瞬く間のうちに展開された。

　リューの姿が霞み、斬撃の音色を奏でる。

『黒拳』の──ルノアの姿がぶれ、拳の風圧音を放つ。

　やはり『黒猫』のように搦め手を一切いっさい用いらない、真っ向からの殴り込み。

　両の拳を用いた素手喧嘩ステゴロ──純粋な肉弾戦だ。

（あっちの方が速い！）

　ルノアは相手の『敏捷』に舌打ちし、

（あちらの方が、力は上）

　リューは相手の『力』に目を眇すがめた。

「「っっ!!」」

　小太刀が弾かれ、拳が往いなされる。

　掠かすめた斬閃が頰から血を飛ばし、直撃を避けた拳打が衣服の一部を裂く。

　互角の接戦を繰り広げるリューとルノアは、拮抗を破らんと加速した。




「おーおー。脳筋どもは単純でいいニャ」

　激しく交戦するリューとルノアを、『黒猫』──クロエは上った建物の屋根から見下ろしていた。

　熱血など馬鹿な連中がすることである。漁夫の利を狙うクロエは嘲笑をこぼしながら、【疾風】と『黒拳』、両者の動きが鈍化するのを待っていた。

「二人ともミャーが横槍するのは予測してるだろうけど……無駄ニャ。ネチネチ外から攻撃して、美味おいしいところをさらってやるのニャ」

　ゲスな笑みを浮かべ、指の間に三本の投げナイフを取り出す。

　しばらくクロエ達以外の部外者は介入してこない。近隣の住民は物騒な争音を聞き付けているだろうが、悪党どもが起こす騒動に慣れきってしまっている彼等は避難を優先させるだろう。ギルドと他の冒険者が急いで駆け付けてくる頃ころには【疾風】は死んでいる。

　ここの店員も同様だ。

　クロエがまいた『眠りの香』で今頃、夢の世界に誘われているだろう。

　邪魔者はいない。自分の独壇場だとクロエは唇を吊つり上げた。

　が、

「ふわぁ～ぁ」

「!?」

　背後から聞こえてきた間抜けなあくびに、驚愕しながら振り向いた。


「んニャァ～……なんかうるさいから、目が覚めちゃったニャ」



　自分の同族、茶色の毛並みの猫人キャットピープルの少女が、屋根の上に現れていた。

『豊穣の女主人』の店員。薄鈍うすにび色の髪の少女と一緒によく【疾風】に絡からんでいた、あのアホそうな猫人キャットピープルだ。

　確か、名前はアーニャ。

　クロエは度肝を抜かれる。

「そんなっ！　香こうの効果で数時間は目が覚めない筈っ──って、酒臭っ!?」

「うぅ～、ちょっと飲み過ぎちゃったニャ～」

　漂ってきた酒気にクロエは思わず鼻を塞いだ。

　同時に、悟ってしまう。

　この猫人キャットピープル、他の店員のように香こうの効果で眠っていたわけではない。

　最初から自ら爆睡して、廊下の爆砕音やら激しい交戦音を聞いて、ようやく起きたのだ。

　つまり──ただのアホだ！

「で、おミャー等……なんかドンパチやってるけど、リューの敵ニャ？」

　寝惚ねぼけ眼まなこだったアーニャの双眸そうぼうが、一転して鋭く細まる。

　間抜け面を晒していたクロエもはっとなって緊張を余儀なくされた。

　アホ云々うんぬんは置いておくにしても、実際『眠りの香』を防いだ時点で【疾風】並みの『耐異常アビリティ』を持っているのは確定だ。酒場の店員の中でも手練れか。

　リューのもとへ直行せず、屋根ここに来たのは怪しい動きをするクロエに感付いてのことだろう。馬鹿なのか鋭いのかわからない。

　その手には持ち出して来たのか、白布に包まれた長い棒状の鈍器がある。

「……だとしたら？」

　不敵な笑みを纏まとい直し、クロエは暗剣《バイオレッタ》を片手に装備した。

「ブッ飛ばすニャ！」

　アーニャは勢いよく駆け出した。

　正面から突撃してくる相手に、クロエは取り出していた投げナイフを全弾投擲とうてきする。鈍器で弾かれたのを見届けず、リューの時と同じく足もとに煙玉を炸裂させる。

「──【戯れよ】！」

　すかさず、詠唱。

　煙に包まれるクロエの左右に、光の粒子群が渦うずを為す。

「【フェレス・クルス】」

　刹那、二体の『幻影』が音もなく出現した。

【フェレス・クルス】。術者と同等の幻影体ミラージュを生み出す超短文型の幻影魔法。上限は二体。

　実体なき幻影体ミラージュは攻撃も防御もできないものの、クロエの意のままに動く。この『魔法』をもってクロエは陽動・攪乱かくらん・奇襲──暗殺のあらゆる手管に活用してきた。

（一斉包囲ニャ！　幻影体ミラージュに気を取られているうちに、背後から刺す！）

　真っ向からの戦闘が不得手なクロエの必勝法。

　煙幕に紛れてアーニャを取り囲んだクロエと幻影達は、前方と背後左右、三方向から躍りかかる。

「何も見えないニャ！」

　棒立ちとなっているアーニャに唇を舐なめるクロエは──しかし。

「面倒臭い──ニャッ!!」

　旋風を巻き起こした少女の鈍器に、再び度肝を抜かれた。

「はぁっ!?」

　得物を構え、一回転。

　豪速をもって薙ながれた鈍器が二体の幻影体ミラージュをいっぺんにかき消し、最後にクロエのもとに迫る。驚倒するクロエは緊急回避するものの、すんでのところで躱かわし切れず、肩を強打され吹き飛ばされた。

「ニャアッ!?」

　そのまま、リュー達が戦う内庭へと落下する。

「ニャんだ、同じ猫人キャットピープルだったニャ？」

　煙幕をも吹き飛ばしたアーニャはクロエを追い、目の前に着地した。

　フードが脱げたクロエは忌々しそうに相手を睨にらみつける。

　廊下という手狭な空間と屋根上という広大な空間、そして得物の射程リーチがリューとアーニャの明暗を分けた。あとは、『馬鹿』の思い切り。

　さっきから全く自分の思い通りにならない馬鹿アーニャに、クロエは怒気を漲みなぎらせる。

「このっ、さっきから……！」

「同族ならその喋しゃべり方、きつくないかニャ？　カッコ付けてないで、ありのままの自分を晒すのニャ！」

　ブチッ、とクロエの中で何かが切れた。

「ぬあーーっ!!　好き放題言ってんじゃないニャ！　クロエ様の邪魔をするんじゃニャーい！」

「おお、喋ったニャ！　何だかミャーと同じ匂においがするニャ！」

「お前みたいなアホと一緒にするニャア！」

「誰だれがアホニャー!?」

　ニャーニャーうるさい猫二人を、反対側で戦っているリュー達が迷惑そうに一瞥いちべつする。

「ミャーは知ってるのニャ！　こういうの、神様の言葉で『キャラ被ってる』って言うのニャ！」

「だから誰がキャラ被ってるニャア!?　よく見るニャッ、ミャーの方が体も尻尾もほっそりしてて『くーるびゅーてぃ』ニャ！」

「でも、胸はミャーの方がおっきいのニャ！」

「こ、こいつ……!?」

　手を腰に当ててエッヘンと胸を張るアーニャに、クロエの怒気ボルテージが上昇する。

「んー……破けちゃったし、剝はがすニャ」

　と、そこでアーニャは鈍器に巻いていた白布を剝がす。

　現れるのは、金製の細工を施された一振りの槍であった。

　クロエは目を見開く。

「金の意匠が刻まれた長槍……まさか」

　クロエは聞いたことがあった。

　彼かの『美神の大派閥』において、『最速』と謳うたわれ銀槍を振るう猫人キャットピープルの冒険者に、一人の妹がいたことを。

　表舞台からいつの間にか姿を消した、金槍の使い手の二つ名を。

「お前、【戦車の片割れヴァナ・アルフィ】!?」

「その名前、久々に聞いたニャ……」

　クロエが放った呼称に、アーニャの耳がまるで何かを悲しむように萎しおれる。

　だがそれも一瞬のこと。気を取り直したアーニャは快活な笑みを纏い直し、言い返した。

「今のミャーは、ただの捨て猫の、アーニャ。【戦車の片割れヴァナ・アルフィ】なんて知らないニャ」

　槍を一回転させ、身構える。

「さっさとおミャーをブッ飛ばして、リューを助けにいくニャ！」

「っ……やってみろニャ！」

　互いの瞳を睨みつけ、疾走する。

　ナイフと槍を閃かせ、二匹の猫は衝突した。





「……っ！」



　皮一枚のところを通過していく連続の拳に、リューの肌からまた一つ、汗が散った。

「そらっ、どうしたぁ！」

　対して、ルノアは防寒着マフラーをなびかせながら果敢に攻めかかる。

（強い……！）

　ルノアの、『黒拳』の実力は、リューの想像以上だった。

　我流の攻撃は猛々しく、拳一発の威力も甚だしい。地面に叩きつけられれば敷石を粉砕し、陥没させてのける。付与魔法エンチャントを使用してもいないのにこの威力だ──地の能力ステイタスが優秀過ぎる。

　その異名の通り二つの拳しか用いないにもかかわらず、荒れ狂う乱打はリューに反撃の暇を与えなかった。

（『毒』を受けたこの身では……いやっ、万全の状態であっても……！）

　暗剣に切られた右腕を中心に疼痛とうつうと発熱に苛さいなまれるリューは、今や防戦一方だった。たとえそれを差し引いても、攻めに転じた『黒拳』は手がつけられない。

　喧嘩けんかに関する天性の才能と野生の勘をもって、敵の活路を捻ねじ伏せる。

　苦し紛れに小太刀を突き出すも、手袋グローブに付けられた刃回避用の銀板プレートに弾き返された。

　そして、とうとうルノアの拳がリューの胴に叩き込まれる。

「ぐっ!?」

　反射的に後ろへ飛んだものの、凄すさまじい衝撃がリューを襲った。

　臓器が傷付き口から血を吐きながら、背中を地面に強打する。

　猶予ゆうよを与えず追撃してくる鉄拳を横に転ぶことで躱し、石材が粉砕された音が後に続いた。

　──やるしかない。

　手段を選んでいる場合ではない。

　立ち上がり血を拭ぬぐったリューは覚悟を据え、突進するルノアと攻防を演じながら、その唇を開いた。

「──【今は遠き森の空。無窮むきゅうの夜天に鏤ちりばむ無限の星々ほしぼし】」




「『並行詠唱』!?」

　目の前で響く歌声に、ルノアは目を見張る。

（『魔法』を放つ気？　やばい、ここは様子見──）

　高速で紡つむがれる詠唱と発散される『魔力』の量は、対峙たいじ者の体を緊張させるものだ。

　敵の『魔法』の正体がわからない以上、必殺になりうる切り札を警戒するのは当然のことである。ルノアは慎重に一撃離脱ヒットアンドアウェイの戦法に切り替える選択肢を──。

（──するかよ!!）

　取らなかった。

「うるぁああああああッ!!」

「っ!?」

　どころか、一層の激しさをもってリューを攻め立てる。

　相手の空色の瞳が苦渋に歪んだ。

（騙欺ブラフだろ、引っかかるか！）

　ルノアはリューの思惑を読んでいた。

　あからさまな砲台を掲げることで相手を萎縮させ、攻撃の機会チャンスを探ろうというのだ。あるいは隙を掠め取るつもりだったか。これだけの『魔力』、確かに目の前で発散されれば上級冒険者といえど焦あせり、力み、戦いの調子リズムを狂わせてしまう。『魔法剣士』がよくやる手だ。

　しかし、ルノアは動じない。

　その拳の威力はもとより、ルノアが最も長じているのは、『駆け引き』。

　たった独り、自分の力だけで生き抜いてきた彼女の胆力と思い切りの良さは、このオラリオの中でもずば抜けている。

　そんな生半可な小細工は通用しないとばかりに、鉄拳をお見舞いする。

（魔力暴発イグニス・ファトゥスに追い込んでやる──！）

『並行詠唱』の技術そのものには驚嘆するものの、自分相手にその選択は悪手だ。

　これほどの『魔力』ならば一度制御を失ったが最後、リューは内から爆発し自滅するだろう。ルノアは守りに回らないこの怒涛どとうの近距離戦インファイトで、何人もの『魔法剣士』を葬ってきた。

　何ものも恐れぬ自身の真骨頂を発揮し、ルノアは吼ほえた。

「自爆して、くたばれ！」

　一層激する拳を唸うならせ、連撃をお見舞いする。

「──【愚かな我が声に応じ、今一度星火せいかの加護を】」

　だが。

　リューの詠唱は、途切れなかった。

「────」

「【汝を見捨てし者に光の慈悲を】」

　瞳を見開くルノアの眼前で、リューは淀よどみなく、遅滞なく、呪文を紡ぎ続けていく。

　拳が掠め、大量の汗を飛ばしながら、それでも歌い踊る妖精のように動きを止めない。

　それどころか、詠唱を加速させる。

（こいつ、まさか──）

　ルノアは、自分が読み間違えたことを悟った。

　リューはルノアが近距離戦インファイトを断行してくるのを見越した上で、自らも『並行詠唱』に乗り出したのだ。

　攻撃、防御、移動、回避、そして詠唱。五つの行動の同時展開。衰えない圧倒的な戦闘速度はルノアの予想を遥かに超える高みを、戦場の最前線で歌い続けてきた絶対量を突き付ける。

　騙欺ブラフなどではない。

　このエルフは信じているのだ。

　自分の『技術わざ』を、幾度とない修羅場を乗り越えてきた経験を。

　ルノアが見たことのない地下迷宮ダンジョンの深淵しんえんで、己おのれと仲間を救ってきた『魔法』の力を。

「【来きたれ、さすらう風、流浪るろうの旅人ともがら】」

　一歩間違えれば自爆。ルノアの攻撃を受け損なっても撃砕。

　にもかかわらずリューの歌声は決して揺るがなかった。

　鋼の精神力、いや『大木たいぼくの心』。

　エルフの森で育つと言われる大聖樹のごとき胆力──ルノア以上の『クソ度胸』に、少女の胸がわななく。

　敵の詠唱も潰せない。

　もはや『魔法』の射程圏内から逃れる術もない。

　不味まずいっ──!?

　ぶわっ、とルノアの体から汗が噴き出す。

「【空を渡り荒野を駆け、何物なにものよりも疾とく走れ。星屑くずの光を宿し敵を討て】！」

　そして、その動揺を見逃さず。

　リューは一気に詠唱を完成させた。

　間髪入れず、発動する。




「【ルミノス・ウィンド】!!」




　緑風を纏う大光玉が、閃光を放った。


「「～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」」



　リューとルノア、同時に吹き飛ぶ。

「フニャア!?」

「ちょ、待っ──ニャアアアアアアアアアアアアアアアアア!?」

　同じ内庭にいた、アーニャとクロエも巻き添えを食らう。

　その凄まじい衝撃は、発動したリュー自身も含め四人の少女達を銘々の方角に吹き飛ばした。

　リューとルノアがいた内庭中央を起点にして飛び交った大型かつ多数の魔力弾。

　周囲を建物で囲まれた空間は今やいたるところが損壊し、亀裂が入り、大量の煙を上げていた。


「っぅ～～～～～っ……自爆覚悟っ、やってくれるじゃんか……！」



「あの近距離きょりでなくては、貴方には当たらない……」

　酒場の倉庫を破ったルノアが体を引きずり出し、憎たらしそうな笑みを浮かべる。

　離れの壁から背中を引き剝がすリューは、汗と火傷やけどにまみれた顔を腕で拭った。

　リューはルノアに回避の暇を与えず、至近砲撃を敢行したのだ。


「バカリュ～～～～～～～～～っ!!　助けにきてやったのに、何するニャー!?」



「ミャー達を殺す気かニャー!?」

「アーニャはともかく、黒猫あなたは私を暗殺しに来たのでしょう」

　瓦礫がれきを吹き飛ばしてギャーギャー騒ぎ立てるアーニャ達に対し、リューはクロエに半眼の眼差まなざしを送る。一応アーニャの方には謝ろうと思ったが、ルノアが近付いてきたため中断する。


「あ～～～～っ！　いいね、燃えてきたっ！　あんたみたいな馬鹿がたまにいるから、中々この仕事も辞められなかったんだよ！」



　性分なのだろう、右の手の平に左拳をぶつけルノアは獰猛どうもうに笑う。

　不謹慎とはわかっていたが、竹を割ったような彼女の性格に、リューも微笑を落とした。

　すぐに顔付きをあらため、二刀の小太刀を構え直す。

「──はははっ！　いい塩梅あんばいに互いを潰し合ってるな！」

　と、そこで。

　リュー達以外の第三者の声が、内庭に響き渡った。

「……あぁん？」

「これは……」

　ルノアが眉まゆをひそめ、リューが辺りを見回すと、ぞろぞろと無数のゴロツキ達が姿を現した。それぞれの手には、剣や棍棒こんぼうなどの武器が握られている。

「ブルーノ商会……？　どういうこと、【疾風】は私に任せるって話でしょ？」

　ルノアは鋭い目付きで、ゴロツキ達を従えるヒューマンの男を睨んだ。

　その側には卑いやしい笑みを浮かべるドワーフもいる。

「あのドワーフ……ミャーに依頼を持ちかけた依頼人クライアントニャ」

　クロエが目を細め、リュー達もことの状況を段々と察し始めた。

「そっか、そういうことね……つまり最初から、【疾風】だけじゃなくて私達を……」

「その通り！　『黒拳』と『黒猫』、お前達も私達にとって既に邪魔な存在だ！」

　ヒューマンの商人──ブルーノ商会の幹部は笑いながら肯定した。

「【疾風】とお前達を戦わせ、弱ったところを討ち取る……それがこの依頼の全貌だ！　我々ブルーノ商会だけがリオンの情報を摑つかんでいたことも好都合だった！」

【疾風】の標的重複ダブル・バウンティも手の内の出来事だったというわけだ。

　背後で繫つながっている商会員同士が同じ情報を提供し、ルノアとクロエを誘導した上で、リュー抹殺の決行日まで重ね合わせたのである。

「闇派閥イヴィルスは倒れた！　他ならないリオン、お前のおかげで！　これより街は、オラリオは生まれ変わるだろう！」

　多くの者達が予感しているように、商人の幹部も同じ未来を口にし、なお口上を続ける。

「そして生まれ変わる新たなオラリオの秩序を作るのは我々、商会だ！　その時にお前達のような無所属フリーの傭兵崩れが、不穏分子がいるのは不味いのだよ!!」

　商会幹部は有頂天となってご高説を並べた。

　私利私欲を満たす商人の欲望を垣間見せながら、目を細める。

「もとより、我々と闇派閥イヴィルスの関係を知る者達を捨て置くことなどできん！　やれ、お前達！」

　手を伸ばし、男は周囲の荒くれ者達に命令を下す。

　傷だらけの可憐かれんな少女達に舌なめずりをしながら、ゴロツキ達が包囲網を狭め始める。

　だが、

「はぁ……くだらない」

「もうド三流過ぎて、ニャ……」

　水を差されたルノアとクロエは、盛大な溜息をついて脱力した。

「こんなしょーもない企たくらみに利用されてた自分が一番、頭にくるよ……」

「しょうがないのニャ、ミャーは今後の進退について悩んでいたから……」

　遠い目をするクロエ達を他所よそに、アーニャとリューが会話を交わす。

「リュー、あいつ等ブッ飛ばしていいニャ？」

「構わないでしょう。ためらう理由がありません」

　次には、一斉に襲いかかってくるゴロツキ達。

　溜息も枯れたとばかりに顔を上げたルノアは、みなを代表して宣告した。




「──私達を張り倒したかったら、この十倍は持って来い」




　直後、絶叫の連鎖。

　星空に打ち上がっていた阿鼻あび叫喚きょうかんの悲鳴は間もなく途絶え、内庭には無残にボコボコにされたゴロツキ達が転がる羽目となった。

　一蹴である。

「う、うべぇえ……!?」

「十倍どころか、二十倍でも足りないのニャ」

　ヒューマンとドワーフの依頼人クライアントを足蹴あしげにしながら、クロエが嗜虐しぎゃく的な笑みを落とす。

　顔面が変形するまで殴られた商人の幹部は、ぱくぱくと魚のように口を開閉させた。

「こ、こんなことをしてタダで済むと思っているのかぁ……!?　オレ達はブルーノ商会、背後バックにいるのは……!?」

「あーうるさいうるさい。もう喋んな」

　拳を振り下ろされ、ひぎゃっ、という潰れた悲鳴が散る。

　一連の騒動の裏で糸を引いていた黒幕は、ここであっさりと全滅した。

　場に立っているのは、最初から変わらず、四人だけとなる。

「続き、やるでしょ？」

「当然だ。降りかかる火の粉は振り払う」

「上等ニャ」

「ブッ殺してやるニャ」

　ルノアが、リューが、アーニャが、クロエが鋭い眼差しを交わし合った。

　すっかり頭に血が上っている少女達は、再び戦闘の火蓋を切ろうとする。

「いくぞ！」

　しかし──。




　ズゥン、ズゥン……と。




　構え合った少女達は、その地響きを聞いた。

「この音は……」


「なんニャ……？」




「……………………」




「……………………」



　ルノアとクロエが困惑する一方。

　アーニャは果てしなく青白くなり、リューは『毒』とは関係ない脂汗を滴り落とす。

　やがて、怒りの鳴動とも取れる地響きの主は、リュー達の目の前に現れた。




「──おい、馬鹿娘ども」




　ミアである。

「なんだい、このありさまはぁ？」

　窓辺ごと廊下が吹き飛んだ離れ、食材や酒類を巻き込んで壁に大穴を開けた倉庫と酒蔵、極めつけは別棟が建つ予定だった内庭の見る影もない破壊風景。

　笑えるほどボロボロである。

「ここは誰の店だい？　ええ、言ってみな？」

　帰還した『豊穣の女主人』の主に、リューは滝のような汗を流し始めた。

　ただ者ではないことを肌で感じ取ってか、ルノアとクロエも立ちつくしている。

　アーニャに至っては、瞳に涙を溜ためて、しゃくり上げていた。

　うつむいて黒い闇を被ったミアの顔は、窺い知れない。


「お母さんっ！　メイ達がお店のお酒で酔いつぶれてっ────…………あははは、言わない方が、よかったね……」



　駆け付けてきたシルは、前半はミアに、後半はリュー達に言葉を投じた後、空笑いをして一人ぱたぱたとその場を退避した。

　救いはない。

「かっ、母ちゃんっ、母ちゃんっ!?　話を聞いてほしいのニャッ!?　これには深いわけがあって──!?」

　とうとう耐え切れずミアに駆け寄るアーニャ。

　目の前まで来て、必死に弁明する猫人キャットピープルの少女を──巨身のドワーフはドゴッッッ!!　と。

　拳骨げんこつ一撃で地に沈めた。

『────────────────────』

　頭頂部から煙を上げて倒れ伏すアーニャに、リュー、ルノア、クロエが絶句する。

　再び地響きを起こしながら、巨身のドワーフは凍りつく少女達の眼前で立ち止まる。

　彼女の影に覆われるリューは、この時、出会った当初抱いだいた直感が正しかったことを悟ってしまった。

　人違いだと思っていたが、人違いではなかった。

　可憐で美しい。『とある同名の冒険者』を謳った噂とは全く異なる風貌に、その時は、信じることができなかった。

　もはや確信の響きをもって、唇を震わせる。

「ミア……ミア・グランド」


「それって、確か…………【フレイヤ・ファミリア】、元団長で」



「Ｌｖ．６……【小巨人デミ・ユミル】」

　ルノアとクロエが蒼白になりながら言葉を継ぐ。

　少女達は、身をもって知った。

　いや、思い出した。

　オラリオには──埒外らちがいの化物がいることを。

「この──」

　うつむいていたドワーフは凄まじい形相を振り上げ、その憤激を解放した。

「──アホンダラどもぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」











５






　暖かな朝の日差しがそそいでいる。

　晴れ渡り、雲一つない青空は、清々しい一日の始まりを告げていた。

　大通りを行く人々の喧騒も平和に満ち満ちている。


「うぅ～……ニャんでミャーがこんなことをぉ……」



「うるさいな、黙って働けよ、馬鹿ばか猫……」

　そんな平和な朝方、涙を呑のんで働く者達がいた。

　クロエとルノアである。

　彼女達の格好はウエイトレス姿。『豊穣ほうじょうの女主人』の制服だ。

　壊れた跡のある離れや倉庫に、板と釘くぎを打ち付けていた。

「おミャー等が店をブッ壊したせいニャ……」

「建物を壊したのはミャーじゃないニャ！　この筋肉脳の賞金稼ぎとっ、そこの暴走ジェノサイダーエルフのせいニャ!!」

「ちょ、人のせいにしないでよ、馬鹿猫！」

「私はいつもやり過ぎてしまう……」

　クロエとルノアの他ほかにも、瓦礫がれきを撤去するアーニャとそれを荷車で運んでいくリューの姿もあった。

　襲撃事件から三日目。

　ミアの逆鱗げきりんに触れた少女達は、破壊して回った店周囲の修繕作業を文字通り強制され、今日まで働き続けていた。格好からわかる通り、クロエとルノアは『豊穣の女主人』の新たな労働力、もとい店員にさせられている。

　裏の界隈かいわいで恐怖されていた『黒猫くろねこ』と『黒拳こっけん』の、哀れな末路であった。


「逃げ出してやるっ、絶対に逃げ出してやるニャ……！」



「無駄だ、諦あきらめた方がいい……」

「母ちゃんが大切に漬けてきた果実酒を、倉庫ごと木こっ端ぱ微塵みじんにしたのが不味まずかったニャ……」

　涙目で木槌トンカチを振り下ろしながら逃亡を誓うクロエに、リューとアーニャが悟った目をする。

　ミアの財産を壊しに壊したクロエとルノアは、借金返済までの労働を命じられている。その額、一億ヴァリス。

　ただの酒とちんけな建物がそんなする筈はずないニャー！　そうだそうだー！　という悲鳴と抗議は、拳骨げんこつ一発で捻ねじ伏せられた。怒いかれるドワーフにとって少女達の訴えなど無駄でしかなかったのである。──ちなみに、酒場の方では勝手にパーティを開いた猫人キャットピープル達が通常の三倍の仕事量を課せられ今にも干からびようとしている。

　別の棟が建設予定だったこの空き地も、損害状況があまりにも酷ひどいので内庭になる予定となってしまった。

「でも、これで良かったと思うニャ。おミャー達の正体を知る連中は母ちゃんのおかげでギルドに捕まったし、もう追われることもないニャ？」

「そうかもしんないけど、全然良くないよ！　結局もっとヤバいドワーフに生殺与奪の権、握られてるだけだもん！」

【疾風しっぷう】、『黒拳』、『黒猫』を陥おとしいれようとしたブルーノ商会の幹部達は、コテンパンにのされたその日のうちにギルドに連行された。ついでにブルーノ商会そのものも。

　全てミアの仕業である。

　自分の店を壊してくれたリュー達に、けじめをつけさせなければ気が済まない彼女は、

『こいつらのことを言いふらしたら埋める。ギルドに漏もらしても埋める。とにかく埋める』

　と鬼の形相で脅しと軽い肉体制裁をかけ、ブルーノ一派に比喩抜きで泡を吹かせたのだ──単身商会に乗り込み背後バックにいた【ファミリア】ごと壊滅させた女将の豪傑振りは、五年先の未来でも語り種ぐさとなることになる──。

　悪夢トラウマを植え付けられた彼等の口から、お尋ね者達の名が出ることは二度とないだろう。

「くっちゃべってんじゃないよ、馬鹿娘どもォ！」

　店の方角から轟とどろくミアの怒号に、ひぃぃっ、と体を縮めるクロエ達。

　すっかり恐怖を刷り込まれている少女達を見て、あまり他人事ひとごとでもないリューは目を逸そらした。あの夜にあったことは……もう思い出したくない。

「みんなー、朝ご飯だよー！」

「やったニャー！」

「朝っぱらから、もうお腹なかペコペコ……」

　内庭まで呼びにきたシルに、クロエとルノアが歓声を上げ、リュー達はぞろぞろと移動を始めた。

「あぁ、もう飯だけが生き甲斐がいになってるニャ……」

「やばい、やばいよ私達……」

「店主オーナー曰いわく、生き甲斐なんて美味うまい飯めしを食べるだけで十分、だそうです」

「うるさいニャ、知った風な澄まし顔して！」

「そうだそうだっ、このポンコツエルフ！」

「なっ、訂正しなさいっ、私はポンコツなどではない！」

「ニャハハハ！　リューはポンコツニャー！　……ニャ？　アホとポンコツって、どっちがいいニャ？」

「超アホはうざいから黙ってるニャ!!」

「ニャんだとー!?」

「みんな、すっかり仲良くなったねー」

「「「「仲良くない！」」」」

　微笑ほほえましそうにするシルに、リュー達は声を揃そろえる。

　くすくすと笑う薄鈍うすにび色の髪の少女は、それからルノアとクロエに目を向けた。

「あと、お客さんだよ。ルノアとクロエに」

「私達？」

「ニャ？」

　シルに導かれるまま、酒場の入り口まで赴くと──。

「再就職、おめでと～！」

「まさか酒場の店員とはなぁ、驚いたぜ」

「デメテル様!?」

「それに、ニョルズ様ニャ!?」

　にこやかな女神とさわやかな男神が、作物や魚貝を持って訪れていた。

「シルちゃんから新しい店員が増えたって聞いて、もしかして、って思ったの～」

「特徴を聞いたら、どんぴしゃだったな。ほら、祝いの土産だ」

「デ、デメテル様っ、違いますから！」

「店員なんかじゃないニャ！　奴隷ニャ、奴隷！」

　ギャーギャーと騒ぐルノアとクロエを見て、デメテルとニョルズは顔を綻ほころばせる。

「でも、安心したわ。すっかり馴染なじんでて」

「色々強がってたあの時より、ずっと活き活きしてるぞ」

　子を見守り続ける神おやのように目を柔らかくする神々に、ルノアとクロエは言葉に詰まる。

　ちらりと互いに見て、不満そうな、むず痒がゆそうな、そんな表情を作った。

「ミャー達は似た者同士ニャ！　相性もばっちりなのニャ！」

「アホのおミャーと一緒にするな、ニャ！」

「ま、気を遣わないのはいいかもね……というか、変に気を遣う必要なんてないんだし」

「ええ、同感です」

　アーニャが何故なぜか自信満々にのたまい、クロエが嚙かみ付いて、ルノアとリューが頷うなずき合う。

　盛大な殺し合い、という名の喧嘩けんかを繰り広げた結果、気兼ねなく文句も拳こぶしも飛ばせるようになった酒場の同僚に……クロエとルノアはこの時、確かに笑みを湛えた。

　それを見たデメテルとニョルズも、相好を崩す。

「今度、眷族ペルセフォネ達と一緒に来るわ。ルノアの運んできてくれるお料理、楽しみにさせてね」

「うん……今まで本当にありがとう、デメテル様」

「せっかくできた同僚だ。友達が作れないなんて言ってた、お前の居場所だ。大事にしろよ」

「ニョルズ様、色々迷惑かけて、ごめんニャ。……ありがとう」

　感謝を言い渡し、受け取る彼女達の姿は、確かに絆で繫がった神と眷族のものだった。

　抱擁ほうようし合うデメテルとルノア、頭を撫でるニョルズと尾を揺らすクロエは、続いていた関係に終わりを告げる。別れを済ます彼女達は最後まで笑顔だった。

「──ここんとこ立て続けに従業員が増えたし、いい機会だ、集まりな」

　そして神々が立ち去り、朝食を終えた後。

　ミアが酒場の全店員に集合をかける。

　テーブルと椅子いすが並べられた店内で、リュー達の視線が長台カウンター前にいる女将に向いた。

「アタシはこの店の『法』で、この店の『女主人』。誰だれが何と言おうと絶対さ。神の馬鹿どもにだってケチをつけさせない」

「マジで神も恐れぬ言い種ニャ……」

　両腕を組んでふんぞり返るミアに、クロエがぼそっと呟つぶやく。

「そして主人であるアタシは、アンタ達の『母親』だ。アンタ達はアタシの『娘』。店のもんは全部アタシのもの、手を出すやつはただじゃおかない」

　リューとルノア、クロエは目を見開いた。

　以前から店にいるシルやアーニャ達は笑みを浮かべている。

　ここは『豊穣の女主人』。

　どんなに強い冒険者も、無法者も、悪党も、裸足はだしで逃げ出していく怖い店。

　どんな過去がある少女達も、ここでは馬車馬のように働かされ、美味い飯と酒を振る舞って、多くの客と笑みを分かち合う──豊穣の酒場。

「わかったね、新しく入った馬鹿娘ども！　今日からアタシのことは『母親』と呼びな！」

　リュー、ルノア、クロエは、今度は顔を見合わせる。

　ある者は呻うめいて、ある者は恥ずかしがって、ある者は嫌そうな顔を浮かべるが、「早くしな！」という大喝に渋々と従った。

「……ミアお母さん」

「……ミア母ちゃん」

　くすぐったそうにしながら、頰ほおを染めるルノアとクロエは母の名を呟く。

　最後に、リュー。

「……ミア母さん」

　女将を真まっ直すぐ見つめ、思いの外すんなり出てきたその言葉に。

　リューは自分でもよくわからないまま、笑っていた。

　よし、とミアは口を吊つり上げて大仰に頷く。

「さぁ、客が来たよ！　お前達、声を出しな！　どんなにクソッタレな時代だろうと、ここは笑って飯を食べてもらう場所さ！」

　笑みと一緒にもたらされる豪快な大声。

　その女将の声に従い、制服を着た可憐かれんな少女達は扉の前に集まる。

　声を揃え、入ってくる客を笑顔で出迎えた。

『いらっしゃいませ、豊穣の女主人へようこそ！』
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あとがき







　ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか、新シリーズの第一巻となります。

　別の外伝があるのにとうとう始まってしまいました。




　この所謂いわゆる『クロニクル』シリーズは、なるべく多くのキャラクターを扱ったシリーズにしたいと個人的に考えています。トップバッターこそシリーズ内でも人気が高い酒場のエルフとなりましたが、次巻以降は主人公を変えて回せていけたらなと（勿論、同じ登場人物の打順が何度も回ってくることがあるかと思いますが）。歴史の欠片クロニクル、ということで本編と外伝では掘り起こしきれないキャラクター達の過去に触れていければと思っております。

　そして今回の酒場のエルフですが、このキャラクターは本編でしっかり絡む予定なのでどこまで描写すればいいか迷いました。色々と考えた結果、本編六巻から七巻の間の時系列に当たる『グラン・カジノをぶっつぶせ！』、暗い過去を持つ少女達が酒場の仲間と出会う本編開始前の『そこは豊穣の酒場　～Girl　meets　Girls～』を執筆させて頂きました。前者はガンガンＧＡ様で連載させて頂いた短編、後者は本巻の書き下ろしになります。

　自分でも描いていて特に面白かったのが賞金稼ぎと暗殺者の身寄りです。なんとなく『こんな過去がありそう』という設定は用意していましたが、筆を進めていくうちに「えっ、この時はその神様の下にいたの？」と作者も驚いてしまいました。思ってもみなかった点と点が繫がって、作者自身それをすんなりと受け入れられてしまって、意外なキャラ同士の組み合わせも当シリーズの醍醐味だいごみなのかもしれない、と面白さを再発見した気持ちでした。本編と外伝を差し置いてフライングスタートしている設定もちょこちょこと入っているので、その辺りも楽しんで頂ければと思います。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　担当の小瀧様、北村編集長、ＧＡ文庫編集部の皆様、当シリーズでもよろしくお願いいたします。表紙を含め素晴らしいイラストを書き上げてくださったニリツ様、これから頑張っていきましょう！　他にも刊行に際してご協力して頂いたガンガンＧＡ様、関係者の方々、御礼申し上げます。何より本書に手に取って頂いた読者の皆様、真にありがとうございます。複数の物語が走るシリーズとなってしまいましたが、お付き合いして頂けると幸いです。

　今後、刊行に先駆けて短編形式でガンガンＧＡ様に掲載させて頂く形になるかと思います。

　次回は美神の眷族達のお話ができたら……と思いつつ、また次巻お会いできればと思います。

　ここまでありがとうございました。失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　始まりました、第二の外伝。本編諸々では頁の都合などで中々出番が回ってこないキャラクター達が、ここではやりたい放題に暴れ回ってくれれば、と思っております。

　シリーズの他作品ともども、よろしくお願いいたします。




イラスト

ニリツ

　カバーイラストは紆余曲折の結果、一番私らしいものになりました。

　この作品の新しい一面を描き、その世界を広げていきたいと思っています。

　HP　http://nilitsu.com

　twitter　Ann_NH








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797390803.html

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ニリツ先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか

ファミリアクロニクル　ｅｐｉｓｏｄｅリュー


大森藤ノ
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